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　プロローグ　８年前　兄







　チョキチョキシャキリ、シャキ、シャキリ

　少年の手で、鋏はさみが踊る。

　狂ったように。

　狂ったように。




１９２５年　９月　ＮＹニユーヨーク某所




「私も子供ではありますけどね……子供の使いでここに来ているわけではないんですよ」

「いやいやいや、わかってます、それはよぅーく、わかってます！」




　けだるい暑さを残した秋の昼下がり。

　まったく対照的な声が、決して広くない店てん舗ぽの中に響き渡っている。

　大型のレジを置いた、ところどころに染しみのあるカウンター。木の質感は重みを感じさせるが、傷みが激しくどうにも安っぽい印象だ。

　そのカウンターを挟はさんで、二人の人間が対たい峙じしている。

「まあその、早い話……お金を返して頂きたいのですが」

　切れ長の目をした少年が、大人おとなびた口調で語りかける。

「ま、ま、ま。まあまあまあまあまぁ！　お坊ぼつちゃん！　そんな、ね、店先で貴方あなたがたの仕事の話をされたら、返せるものも返せなくなるってもんでしょ！」

　わざとらしいほどに下した手でに出ているのは、少年の三倍近く年を重ねているような中年の男だった。季節感を感じさせないチョッキを羽は織おり、冷や汗を流しながら顔を卑ひ屈くつに歪ゆがめていた。

　少年の方は逆に季節外れな格好をしており、まだ秋の入りだというのにトレンチコートを身に纏まとい、灰色の中折れ帽ぼうを目深まぶかく被かぶりこんでいる。

　中年男の慈悲を求める笑顔を受け流しながら、少年はあくまで淡々と言葉を紡つむぎ続ける。

「たった２０２５ドルと50セントのお金を、どうして払う事が出来ないんですかねえ。しかも、もう約束の期限から23日と14時間34分19秒も経たっているというのに。もっとも、これは貴方のお店の時計が正確ならばの話ですが」

　そこまで一息で言い放ち、少年は鋭利な目線を中年に向けたまま、沈黙する。

　中年も気まずい表情になってうつむき、周囲には室内の時計音だけがこだまする。

　チクタク　チクタク

　チク　タク　チク　チクタク　チクタタタクチクタクチクチクタク

　幾いく重えにも幾重にも、時計の振り子の音がけたたましい重奏を織り成している。

　薄暗い空間の中には大小様々な時計が並べ立てられており、この店てん舗ぽの主が時計屋を生なり業わいとしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　ひしめき合うように並べられてはいるのだが、時計の種類は決して多いとは言えなかった。

　どこの家庭でもあるような、飾り気の無い茶色い柱時計。どの時計を見てもそれ以上の特徴を表現する事ができず、しいて言うならば──大きいか小さいか、それだけの違いしかない。

　柱時計一色の店内で、少年──ラック・ガンドールは話を一歩進めようとして言葉を紡ぎ始める。

「……お金が無いのは貴方の態度から嫌いやというほどよく判わかりました。で、どうするんですか？」

　理解はしたが、同情はしない。

　そんな意思の籠こもった視線に射抜かれ、時計屋の店主は背中をゾクリと震わせる。

　目の前の少年に完全に気け圧おされ、店主は冷や汗を流しながら作り笑いを引きつらせる。

「は……ハハ……それは、ですね」

「とりあえず」

　店主が言い訳を述べようとするのも聞かず、ラックは淡々と『提案』を開始した。

「２０００ドルと言っても、たかだか銀行員２ヶ月分の給料です。この店を売れば、十分にお釣つりがくると思いますが？　時計も処分できればいいんですが、売れないから借金が返せないんですよねえ。それなら、この時計は無価値と判断して、土地代だけを計算すると……」

「ま、ま、まッ、待って下さいよ坊ぼつちゃん！」

「その、『坊ちゃん』というのは止やめて頂きたいのですが」

　不機嫌そうに目を細めるラックに対して、時計屋は首を横に振りながらまくし立てる。

「や、や、それは申し訳ねぇ、おぼ……ガンドールさん！　ですが、ちょっと、ちょっと待って下さい！　この店は家とくっついちまってるんで、この店を売ったら、あっしにゃ住む家がなくなっちまう！」

「本気で疑問に思っているのですが──私達のような存在から金を借りて、本当にその言い訳が通ると思っているんですか？　貴方あなた達市民からマフィアと呼ばれる我々が、債務者が路頭に迷う事に同情するとでも？」

　心底不思議そうな目をしながら、《ガンドール・ファミリー》の最年少幹部であるラックが、時計屋の店主に顔をグイ、と近づける。

　少年の目にはあどけなさは欠片かけらも残っておらず、鋭く透き通る冷たさだけが満たされていた。

　ガンドール・ファミリー。

　このマンハッタン島の中で、極ごく々ごく限られた場所を縄なわ張ばりに持つ小さな組織である。縄張りと人数こそパッとしないものの、その他ほかの部分ではマフィアという呼び名に恥じぬ存在感を放っており、周囲の組織からも一目置かれる存在だ。

　組織はラックの二人の兄であるキースとベルガが仕切っており、ラックはまだ幼い為、幹部の末席として組織に身を置いている。

　幼いと言っても、既に数々の修しゆ羅ら場ばを潜くぐっている身であり、その眼光には迷いが無い。この場で組織を侮あなどる発言をしようものなら、少年は店主に対して即座に『恐怖』を行使することだろう。

　裏社会に身をどっぷりと浸した少年に対し、店主は思わず身を引くが──それでも舌の動きを止めようとしない。

「い、いえいえ、そんな事は……あ、いや、決して貴方達に血も涙も無いっていう事じゃなくてですね！　あっしはその、そんな甘あまったれた考えで金を待ってもらおうとは思ってませんって事ですよ！」

　そして──店主の口から、ラックにとって想定外の言葉が吐はき出された。

「で、ですから、足りない分は、身体からだで払おうってんですよ！」

「……？」

　一瞬、相手が何を言おうとしたのか理解できず、ラックはゆっくりと瞬まばたきをしてみせる。

　その動作から少年の疑念を感じ取ったのか、店主は慌あわてて手をパタつかせた。

「あ！　いや！　勘かん違いしないで下さい！　別にこの年で男だん娼しようになろうとかそういうんじゃなくて、ホラ、ガンドールさんのところ、今は人手をほしがってるって話じゃないですか！」

「……いくら何でも、貴方あなたを構成員にほしいと思うほど落ちぶれてはいませんよ」

　失礼極まりない台詞せりふではあったが、店主は欠片かけらも否定しない。

「めっそうもない！　あっしみたいな老いぼれにゃぁ何の価値も無いのはわかってますって！　で、私の売りたいのはですね、私の息子むすこなんですよ！」

「はい？」

　店主の発言に、ラックは初めて表情を崩くずす。相手が何を言っているのか本気で理解できないといった、呆ほうけているようにも見える表情。ラックは自分がいかに間抜けな表情をしているかに気付き、すぐに口元を引き締める。

　だが、店主はそんな少年の表情の変化を見ることもなく、店の奥に振り返って大声を張り上げた。

「──チック！　チィーック！」

　自分とよく似た名が叫ばれるのを聞いて、ラックは店の奥の暗がりに視線を向ける。

　そして、少年は気付く。

　時計だけが並ぶ通路の奥から、振ふり子この音に混じって、別の音が聞こえてくるのを。




　シャキン……

　　　　　　　　　　シャキン…




　磨かれた金属と金属が滑なめらかに擦こすれ合う、ある種の小気味良さを含んだ音。

　ラックはその音の正体がすぐに思い当たった。

　それと同時に、なぜ時計屋の中でその音が聞こえるのかと疑問に思う。

　刃物を研とぐ響きを更にシャープにしたような音が近づいてくると共に──

　通路の一番奥の角から、小さな銀色の塊かたまりが見えた。




「なあに？　父さんー」




　角から現れた少年は、鋏だった。

　何のことは無い、両手に銀色の裁たち鋏ばさみを持っていて、それをリズミカルにショキショキと開閉している──ただ、それだけの事。

　だが、それが少年の第一印象の全すべてだった。

　店内の明かりも届かない暗がりの中で、少年に持たれた鋏だけが輝いており、まるで、その少年の指と身体からだが鋏に操られているような錯覚にとらわれる。

　現に、ラックの視線は自分より２、３歳さい年下の少年ではなく、その手に握られた銀色の刃やいばの動きに釘くぎ付けとなっていた。

「あれ？　お客さんー？」

　鋏はさみの鋭さとは対照的に、空気に溶とけ込むかのようにノンビリとした口調。

　ラックは少年の声で正気に返り、改めて相手の顔を観察する。

　ヒョロリとした体つきで、体力の有無は見た目からはよくわからない。人の良さそうな表情をしており、糸のような目を山なりに曲げてニコニコと笑っている。

　それ以外にこれといった特徴もなく、やはり両手に持った鋏へと注目してしまう。

　一言で表すならば、鋏が本体で身体からだがオマケ──そんな印象を持つ少年だった。

「ええと、こんにちわー」

　少し間延びした調子のその言葉は、少年に外見以上の幼さを感じさせる。同時に、手に持った鋏との対比によってどこかしら不気味な雰囲気を生み出しているのも事実だ。

「あの……店主？」

「や、ガンドールさん！　こいつ、俺おれの息子むすこでチックっつぅんすけどね！　こいつは手先から何から色々と器用な奴やつで、きっとお役に立てると思うんですよ。ね、ですから、こいつを担たん保ぽ代わりに引き取っていただけやせんかね！」

「何を馬ば鹿かな……」

　通常ならば、自分をコケにしているのかと怒ど鳴なりつけるところかもしれない。だが、ラックはそれをしなかった。

　あまりにも常識外れな店主の言葉に面めん食くらったという事もあるが、それ以上に、目の前にいるチックという少年に興味を持ったという事がある。

　より正確に言うならば、チックの持つ両手の鋏に対してだが。

　口籠ごもるラックの態度を無理矢理肯定と受け取って、店主は表情を明るくしながら矢や継つぎ早に言葉をまくしたてた。

「まあまあまあ！　あれですよ！　金を借りた時に言ってらしたじゃありやせんか！　『いざとなったら、家族を売ってでも返してもらうぞ』って！」

「あれは、例え話──」

「とにもかくにも！　とにかく一日でも使ってやってみて下さいよ！　ね、それで駄だ目めだったって言うんなら、あっしも男だ、この店と土地を売ってすっぱりと返してみせやすから！」




「……甘あまかったかなあ……」

　時計屋のドアを潜くぐりながら、ラックは肩を落として呟つぶやいた。

　その口調には先刻までのような大人おとなびた調子は含まれておらず、年ねん齢れいに見合った少年らしい喋しやべり方だった。

　空には雲がかかっており、今にも雨が降り出しそうだ。店の外は大通りとなっており、その奥にはマンハッタン橋を吊つり下げる塔が堂々とそびえているのが見える。１９０５年に完成した比較的新しい橋だが、各所に施された丁てい寧ねいな細さい工くからは重じゆう厚こうな歴史の風格が感じられる。

　そうした観光名所の一つとなっている橋につながる大通りに、借金を抱かかえた時計屋が存在する。立地条件としては何の問題も無い。むしろ恵まれすぎていると言っていい方だ。それを、マフィア相手に借金するまでの状態に陥らせるとは、相当経営の才能が無かったか、あるいは運が無かったかのどちらかであろう。ラックはそう判断していた。

　だからこそ、この土地がどれだけの価値を有しているかはわかっているつもりだ。だからこそ、もう少し追い詰めてから土地を売らせるという腹積もりもあったのだが──

「……ところで、どうして貴方あなたは常に鋏はさみを持ってるんですか？」

「趣味ですー」

「そ……そうですか」

　どうしてこんな事になってしまったのか。一緒に外に出た少年を横目で見ながら、ラックは再び大きなため息をついた。

「わあ、どうしたんですかラックさんー。具合でも悪いんですか？」

　間延びした声を放つのは、どこまでも無む邪じや気きなチックの笑顔。

　必要以上ににこやかな目をしたチックを見ながら、ラックは更に大きなため息を。

　──どう見ても、使えそうに無いんだけどなあ。

　両手に鋏を持ち続けている事が不気味だったが、それ以外にはなんということのない少年だ。人の良さそうな目だが知性は強く感じられず、体力もそれほど屈強とは思えない。せいぜいが自分と同じ程度だろう。

　チックという少年の第一印象について、ラックは以上のように分析した。

「あの……チックさんでしたっけ？」

「はいー」

「チックさんは──今の御自分の立場を理解してらっしゃいますか？」

　ニコニコと笑い続けるチックに対して、ラックは確認するように問いかけた。

「ええと、父さんが借金しててー。それで僕、借金のカタに売られたんですよねー。ラックさんにー」

「……わかってるなら、いいです」

　言葉では理解しているが、どうも心では理解していないのでは無いだろうか。ラックは不安になりながらも、自らのアジトへと向けて歩き出した。

　──とりあえず、この少年が使い物にならなければ、時計屋の店主はおしまいだ。店を売らせて、僕達は確実に金を手にする事ができる。

　役に立つとは到底思えなかったし、その場で脅おどしつけて店を売らせても良かったのだが──ラックは、このチックという少年のことがどうしても気になっていた。両手の鋏はさみの事もあったが、店主の『こいつぁ、小手先を使うことなら、どんな器用な真ま似ねでも綺き麗れいにやってのけますから！』という売り文句に興味を引かれた事もある。

「いいですかチックさん。貴方あなたが組織のお荷物にしかならないと判断したら、督とく促そく状じようをつけて店に叩たたき返しますからね」

「ハイー。がんばりますー」

　あくまで気の抜けた返答に、ラックは少しだけ苛いら立だたしげに言葉を返す。

「本当に理解しているんですか？　うちの仕事を手伝うという事は、貴方が器用云うん々ぬんは関係無い、汚よごれ仕事に手を染める覚かく悟ごがあるのか、そう聞いてるんですよ？」

　ラックは勢いに任せて、少し意地の悪い質問を口にする。

「例えば──私が人を殺せ、と言ったら、貴方は殺す事ができますか？」

　冷めた声で淡々と告げるラック。彼としては、これで相手が尻込みする事を期待していたのだが──

「はいー。ラックさんがやれって言うんなら、やりますよー」

　チックは何の躊躇ためらいも無く答え、両手の鋏をシャキリと鳴らす。

「……」

　──どうしたものだろう。やはりこの少年は頭が緩ゆるいのではなかろうか。

　ラックは口を半開きにして、何かを告げようとするのだが──結局何も言わず、町の雑ざつ踏とうに目を移した。

　雨を警戒しているのか、往来に人はそれほど多く見られず、荷物を運ぶ馬車だけがせわしなく行き来している。

　馬車の一台が目の前を通り過ぎると、ラックはその向こう側に二人の人影が立っている事に気が付いた。

　異常に瘦やせた男と、それと対照的に、コロコロと太った男の二人組。

　ラックの知った顔だ。

　同じ街に縄なわ張ばりを持つ小さな組織──『マルティージョ・ファミリー』の構成員だ。

「なんでぇ、ガンドールんとこの小こ僧ぞうっ子じゃねえか」

　瘦せた男──ランディがラックの存在に気付き、鼻で笑うように声をかけてきた。

「兄貴達の使いっぱで、借金の取立てかぁ？」

　太った男──ペッチョも相あい棒ぼうの後に続いて声をあげる。

「ええ、そんなところですよ。……御苦労様です」

　明らかに年少の自分が軽く見られているのだが、ラックは特に反論しない。

　まだ子供である自分が『組織』の一員として行動している。その事に対する違和感は自分でも理解しているし、ランディとペッチョの態度にも必要以上の蔑さげすみが見られなかったからだ。

　そのまま二人とすれ違い、自らの目的地へと向かうべく、歩を進めたのだが──

「あれー。あの人達も、うちに用があるみたいー」

　後ろを振り返っていたチックの声に、ラックも足を止めて振り返る。

　すると──マルティージョの二人組は、今まさに時計屋の扉を蹴けり開けている瞬間だった。

　激しい音に続き、ランディとペッチョのドスの聞いた声が響き渡る。

「おぅおぅおぅ、時計屋ぁー。今日こそ耳ぃ揃えて返してもらおうか！」

「うちの賭と場ばで作った１２０００ドルの借金、この店ぇ売ってでも返して貰もらうかんなぁ！」

　わざと周囲に聞こえるように張り上げられた怒ど鳴なり声。それを聞いて、ラックは大通りにいる他ほかの誰よりも目を丸くした。

「なッ……」

　思わず声を上げてしまい、慌あわてて口に手を覆おおいかぶせる。

　──１２０００ドル!?　うちの６倍近い額じゃないか！

　自分にはこの鋏はさみ少年を押し付けておいて、他の組織からさらに高額の借金をしているとは。

　もしかしたら、そちらに返す金はギリギリ用意ができているのではないか？　ただ、こちらにまで返す金が無いから、その誤ご魔ま化かしとしてこの少年を押し付けたのではないか──

　そんな店主の思惑が頭に浮かぶ。ラックはその場で身を翻ひるがえし、あのスカした店主に自分達の組織というものを嫌いやと言うほど叩たたき込んでやろうと足を踏み出すが──

「駄だ目めですよー」

　ラックの心を全すべて見み透すかしたかのように、後ろから間延びした声がかけられる。

「父さんは、もう、お終しまいですからー」

「……？」

「返すお金なんて、最初から無いんですよー。あの人達だけじゃないですよー。他にももっともっと、八人ぐらいの人にお金を借りてるんですよー。あの御店を売っても、絶対に絶対に払いきれないぐらいのお金をー」

　自分の家族の追い詰められた境遇を、淡々と、笑いながら語るチック。

　いつの間にか二人は足を止め、大通りの端はしで向かいあっている。

「だからきっと、父さんはもうお終いなんですー。この後に来る何人かの人達も、みんなみんな、父を攻め立てたり、殴なぐったり、殺したりしようとすると思うんです。だからだから──」

　そこで鋏をシャキンと打ち鳴らし、チックは表情を一切変えぬまま言葉を続ける。

「父さんは、今晩逃げるつもりなんだと思いますー」

　ラックは黙って聞いていたが、静かに息を吸い込むと、不思議そうな表情でチックに問いかけた。

「……逃げるって……家族であるあなたを置いて、ですか？」

「僕にはね、弟がいるんですよ」

　嚙かみ合わない返答。ラックが何のことかと思っている間に、チックは言葉の続きを紡つむぎだす。

「弟はタックって言うんですけど、僕とは違って、凄すごく凄く頭がいいんですよー。すっごく天才で、何をやっても上手じようずなんですー。神童って呼ばれてて、大人なんかよりもずっとずっと役に立つんですよー。だから、父さんはタックがいれば何とかなるって思ってるんです」

「……」

「僕は足手まといだから、余計な食いぶちだから、どの道捨てられる予定だったんですー。だから、とりあえずの追及を交わすために、ラックさんについて行くように言われたんですよー」

　ラックは、気付く。目の前にいる少年は、ラックが思っていた以上に自分の立場というものを理解していたのだという事に。

「……貴方あなたは、そこまで理解していてどうして笑っていられるんですか？　貴方を捨てるような父親はともかく、その弟のことも嫌いなんですか？」

「ううん、父さんも弟も大好きだよー。なんでそう思うの？」

「何な故ぜって……いや、そんな事はどうでもいいです。貴方の父親の意図が解わかった以上、私も黙っているわけにはいきませんから」

　それだけ告げると、ラックは再び時計屋へと足を向ける。

　だが──その手を、チックの細腕が咄とつ嗟さにつかんだ。

　乾いた金属音と共に、チックがそれまで握っていた鋏はさみが地面に落ちる。

「……なんですか」

「まだ、だよね？」

「何がですか？」

「まだ、ラックさんは、僕の事を値踏みしてないよね？　僕が借金のカタになるかどうか見てないよね？　でも、ラックさんは言ったよ。父さんと約束したよ、今日一日、僕を見るって。僕が、父さんの借りたお金に見合うほど働けるかを見るって約束したよ？」

　チックの声から、笑みがわずかに薄れ、入れ替わりに、少し不安げな声が紡がれる。

　それでも、その細い目だけは微笑ほほえみを絶やさない。

　──こいつ……ただのバカというわけではなさそうだ。

　ラックは今の言葉から、相手がただの吞のん気きな少年ではないという事を理解する。

　──彼は、自分の今の境遇を完全に理解しているし──それに対する覚かく悟ごもすでにある。

「貴方が使い物にならずに、時計屋が逃げていたら──借金に対する責任は、貴方に背負ってもらいますからね」

　ガンドール・ファミリーの若き幹部は、目の前の少年に更なる興味を持った。少年の覚悟に敬意を表し、時計屋に向けていた筈はずの足を再び翻ひるがえす。

「……やっぱり、甘あまいかな……」

　自じ嘲ちよう気味の笑いをこぼしながら、ラックは鋏の少年を引き連れて、自分のアジトへと足を向ける。今度こそは時計屋を振り返る事も無く──自分の帰るべき場所へと、まっすぐに歩み始める。

　そして、たった給料一ヶ月分の値段で売られようとしている少年は──ただひたすらに、鋏はさみを握る指を動かし続けた。

　白しら魚うおの様な指に絡からまる金属は、それに合わせてシャキショキと。

　嬉うれしそうに嬉しそうに、鋏を楽器のように打ち鳴らす。

　ラックはそんな少年の様子を見ながら、彼の行く末をそっと哀れんだ。

　彼はファミリーの一員にはなる事ができないだろう。裏社会の人間になるには、この少年はあまりにも優しすぎる。

　今後の少年の人生を想像しながら、ラックは確認するように問いかけた。

「ですが──本当にいいのですか？　貴方あなたが守ろうとしている家族と別れる事になるのに、ろくな挨あい拶さつもせずに出てきてしまいましたが」

「守るだなんて大したことはしてないです。大したことじゃないから、きっと僕は後悔なんかしてないと思いますー。それに……人と人の縁えんは、そんな簡単に切れないんですよー。形が無いから、空気みたいだから、切ろうとしても切れないから……」

　あくまで吞のん気きに笑う少年に、ラックも釣られて笑いそうになった。

　ところが──

「でもねー、その分だけ、人の身体からだっていうのは簡単に切り刻めちゃうものなんですよー。形があるから。僕の鋏で簡単に簡単に壊こわれるんですー。それが僕は、悲しくて楽しくて」

　えへら、と無む邪じや気きに笑うチックに対し、ラックは己の背に冷たい筋を走らせた。

　この時は解わからなかった言葉の意味を、ラックはすぐに知る事になる。

　少年の手に握られた鋏が打ち鳴らされ、擦こすれる金属音が大通りの中に響き渡る。

　音は町の雑音に紛まぎれる事無く、薄暗い午後の通りをどこまでも遠くへ走り抜けた。

　それはまるで、少年の未来を暗示するかのように。
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　　　　⇔




８年後　ガンドール・ファミリー　事務所地下




「だから、僕は確かめるんですよー」

　チックはそう呟つぶやいて、眼前の男にニッコリと笑いかける。

　それに対する男の反応は────




　あアァぁぁアァアアアァッァぁあぁァァアぁァッァァぁァ──────




　悲鳴。

　無ぶ骨こつな灰色に囲まれた個室の中に、布を切り裂さいたような悲鳴が響きわたる。

　痙けい攣れんを始めた男に対し、チックはニコニコと自分の過去を紡つむぎ続ける。もっとも、そのほとんどは悲鳴に搔かき消されていたが。

　誰の助けも届かない地下室で、名前も知らぬ男の肉に鋏はさみを滑すべらせた。

　音も無く肌色が裂け、その間から赤い色が露出する。

「人の心はー、人の縁えんはー、形の無い『絆きずな』っていう奴やつはー。どれだけどれだけ『傷いたみ』っていうのに耐えられるのかをー。僕はー、それが見たくて楽しくてー……。何人も何人も何人もー。ずっとずっと試してるんですけどー」

　どこか悲しそうに笑いながら、チックは鋏はさみをシャキリと鳴らす。

「人間って、不思議ですよねー。傷みじゃ絶対に義理を裏切らない人もいるしー、中には何にも痛くないうちからペラペラ喋しやべっちゃう人もいるしー。あなたは、裏切らない人ですよねー。凄すごいなあ、尊敬します」

　次の瞬間、彼は笑いながら鋏を走らせ──男の肌を再び切り裂さいた。

　先刻の傷と平行に、その僅わずか一ミリ横を正確に滑すべらせ、男の傷をより残ざん酷こくなものへと変へん貌ぼうさせる。

　ヴぁぁぁッァァッァァッァァァッァァァァッァァ──────

　男の悲鳴が一オクターブ高くなったところで、室内に取り付けられた唯一の扉が開き──ナイフのように鋭い目をした青年、ラック・ガンドールが姿を現した。

「チックさん……そろそろ一休みして下さい」

「はーい」

　チックは無む邪じや気きに返事をすると、鋏をカチリと閉じて部屋を後にする。

　ドアの向こうに消えていく背中を見送ると、ラックは部屋の中央に向き直り、血ダルマになって倒れている男に声をかけた。

「……さて、貴方あなたのお返事次第で、彼の休きゆう憩けい時間が大きく変わってくるのですがね」

　悲鳴を出す気力もなくなったのか、喉のどからヒュウヒュウという音を立てていた男は、歯をガチガチと震わせながら声を振り絞しぼる。

「た……たひゅ……助けて、ください、ななな、何でも喋りますから！　あ、ああ、あの鋏の変態を俺おれに近づけるのは、や、や、や、や、や、ああぁあっぁぁぁぁぁぁあああぁぁあ」

　後半は言葉になっていなかったが、男の言いたい事は痛いほどよくわかる。

　ラックはため息をつきながら首をコキリと鳴らし、男が落ち着くのを待とうとしたのだが──突如、男が悲鳴を上げる。

「ギァあああぁぁぁッ！」

「？」

　男の目線を辿たどって振り返ると、そこには扉から上半身だけを覗のぞかせるチックの姿があった。

「おや、どうしましたチックさん」

「あのう……ラックさんー。その人、そろそろお医者さんで手当てしないと……死んじゃうかもしれませんー」

　糸目の青年の表情からは笑顔が一時的に消えており、心の底から心配そうな目で怪け我が人の様子を見つめている。

「はいはい、解わかりましたよチックさん。後は私がなんとかしておきますから、上で菓か子しでも食べていて下さい」

「わあい、よかったぁ」

　チックはそこで笑顔を取り戻し、鼻歌交じりで部屋の外にある階段を上っていく。

　鋏はさみを両手にぶら下げた後ろ姿が階上に消えていく。それを確認してから、ラックは世間話でもするかのように、血みどろでのた打ち回る男に笑いかけた。

「良かったですね、チックさんが優しい人で」

　言いながら、ラックは男の傷口を強く蹴けりつける。

　男の肺から空気の塊かたまりが吐はき出され、男は背中全体を激しく痙けい攣れんさせた。

「ですが──私は優しくありませんので、あしからず……」







　チックは、確かに心優しい男だった。

　マフィアとはまるで縁えん遠い性格をしており、無む邪じや気きさだけが具現化したような存在だった。




　だが──彼には一つの才能があった。




　人を傷つけ、苦しめる才能。




　それは無邪気ゆえの才能か、あるいは──鋏の呪のろいだと言う者もいた。

　彼がガンドール・ファミリーの拷ごう問もん魔まとして名を馳はせたのは、組織に売られてから僅わずかに一年後の事だった。

　シャキシャキ　シャキリ　シャキ　チャキリ

　少年が鋏を打ち鳴らすたびに、伴奏のように悲鳴が巻き起こる。

　少年は、それでも笑ったまま。

　無邪気な笑顔を浮かべたままで──




　チョキチョキシャキリ、シャキ、シャキリ

　少年の手で、鋏が踊る。

　狂ったように。

　狂ったように。













　プロローグ　８年前　弟







１９２５年　９月　埠ふ頭とう




　夜空は雲が厚く覆おおい、星はおろか月の輝きすらも感じられない。

　さりとて雨風が吹きすさぶことも無く、周囲は夜の静寂に包み込まれている。

　市街地からのネオンの光も、闇やみ酒場の人々の喧けん騒そうもここまでは届かない。暗闇を流れる河に目を落としながら、少年は静かに呟つぶやいた。

「世界は広いなあ」

　光の反射しない水面から、一転、星明りの無い空へと目を向ける。

　視界の全すべてを覆う空の闇を見つめながら、少年は無表情のまま言葉を紡つむぎだす。

「吞のみ込まれそうだ。いや、もう吞み込まれてるに違いないぞ」




　──僕は、知ってたんだ。

　父さんは明日、兄さんを売るつもりだって事を。

　あのガンドールとかいうマフィアの兄弟に、たった２０００ドルぽっちの金の代わりに兄さんを売るつもりだったんだ。

　そして、僕だけを連れて逃げるつもりだったんだ。いや、万が一の時は……マルティージョとかいうカモッラに、僕を兄さんよりも、もっともっと高値で売るつもりだったんだ。

　僕は、頭が少しいい方らしい。

　自惚うぬぼれでも傲ごう慢まんでもなく、客観的に見ると、そういう事になるらしかった。

　神童と呼ばれた。学校の授業は全すべて教師が言う前に、教本を読んだだけで理解できた。いや、教本に書いてないことも自分で導き出すことができた。

　ただ、僕にとって、そんな事に大した価値は無かったんだ。

　才能なんてものがいくらあったところで、僕が望むものが手に入らないんだったら仕方ない。

　僕はただ、幸せに暮らしたいだけなのに。

　前の父さんが死んでから、僕は幸せってものを感じた事がない。

　母さんが今の父さん──あのろくでなしの時計屋と結婚して、僕とチック兄さんは新しい町にやって来た。新しい暮らし、新しい出会い、新しい空気。

　新しい父さんとの間に、新しい家族の絆きずなが生まれて、新しい幸せを感じ取る。

　その筈はずだった。

　だけど、このＮＹニユーヨークという町は、あまりにも広すぎた。

　広すぎたんだ。

　僕がこのＮＹになじむ前に、母さんが結核で死んだ。

　今の父さんは、僕達兄弟の事なんかどうとも思っていなかった。

　連れ子の僕達を、鬱うつ陶とうしいとさえ思っている節ふしさえあった。

　だけど、僕の噂うわさが耳に入ると態度を一変させた。

　僕が将来、金を生み出すと判断したからだろう。

　そんなものは僕の望んでいた家族の絆きずなじゃない。

　今の父さんは嫌いだ。

　金の事しか考えてない。僕が父さんを愛していないように、父さんも僕を愛していない。

　でも、チック兄さんは今の父さんの事を家族だと思ってる。

　だけど、父さんはチック兄さんの事を道具だとしか考えてない。

　同じだ。同じなんだ。

　僕達が父さんを愛そうが愛すまいが、父さんとの絆は一方通行に過ぎないんだから。




　僕はチック兄さんも大嫌いだ。

　兄さんは、無む邪じや気きな人だ。

　無邪気すぎる人だ。だからこそ、始末が悪いんだ。

　僕の飼かっていた白ネズミ。

　大事な大事な白ネズミのジミーを、兄さんは殺したんだ。

　両手に持った禍まが々まがしい鋏はさみを、あの雪みたいに真っ白な背中に突き立てたんだ。

　どうしてあんな事をしたのかは解わからない。

　解りたくもない。

　あの日から兄さんとは一度も口を聞いてないし、あの事を許すつもりもない。

　ただ──兄さんは僕の事をどう思っているんだろう。父さんを家族と認めてる事は解る。だけど、自分がどう思われているのかは今ひとつ解らない。

　チック兄さんは誰に対してもあの調子だから、解りようがないんだ。

　それでも──僕は兄さんを許さないけれど、僕と兄さんの間には家族の、兄弟の絆があると信じていたかった。だから、大嫌いだけど家族であり続けようと思ったんだ。

　でも、それも今日で終わりだ。

　父さんは、兄さんを捨て駒ごまにして明日の夜に逃げる気なんだ。僕は、あんな父さんと生きていくのは──一生金きんの卵を産む鶏にわとりとして生きるなんて嫌いやだ。

　自惚うぬぼれじゃない。僕は、少なくとも地下カジノで店を売る程の借金をこさえるような父さんよりは金を稼かせいで生きる自信はある。たとえそれが、非合法なことだったとしても。

　だけど、今の父さんと一緒じゃあ駄だ目めだ。

　いくらお金を稼かせいだとしても、絶対に幸せになれない。

　教本の答えから新しい公式を導きだすように、あの男と暮らした時の未来が、僕の頭に次々と湧わき上がってくる。

　ろくでもない未来しか予測できない。そして、多分そのどれもが正解なんだと思う。

　だから、僕は家を出た。

　幸せを見つけるためだなんて安っぽい事は言わないよ。

　これは、実験なんだ。

　嫌いやなことから、確実にくる不幸から、自分の力だけでどこまで逃げ続けられるか。自分自身をモルモットにした実験なんだ。

　だから、どんな結果が出ても後悔はしない。そしたら、次は方法を変えて実験を再開するまでだ。僕が欲しい結果が出るまでね。

　ただ──ちょっとだけ。

　ほんのちょっとだけ、期待してる事もあるんだ。

　僕が家を出てからもう二時間経たつけれど、もしかして、兄さんが僕を探しに来てくれるんじゃないかと思って。

　遠くから、僕を呼ぶ声がするんじゃないかってさ。

　身勝手な話だけど、それにも僕は興味があるんだ。

　家族の絆きずななんてものが、本当に存在するのか。

　それは──打算的にその存在を試そうとしてる、僕みたいなクズにも微笑ほほえんでくれるのか。

　だから、ちょっとだけ期待してるんだ。

　後ろから僕の名前を呼ぶ声がして、僕の実験があっさり終わってしまう事を。

　そしたら僕は、二人で逃げようと思う。

　チック兄さんは大嫌いだけど、少なくとも、今の父さんよりはずっとずっとずっと────




　そして──少年の元に『声』は訪れた。

「タック・ジェファーソン。12歳さい、独身、と」

　しかしそれは、当然兄の声ではなく、そして、父の声でもなかった。

「──ッ！　誰!?」

　暗闇やみの空から地上に目を戻すと、そこにはうすぼんやりとした明かりが灯ともっていた。

「おっと……独身は当たり前かな。いや、あえて確認するとしよう。この世に『当たり前』で解決できる事象など、何一つとしてありはしないのだから」

　ゆらゆらとうごめく薄明かりの中心に、一人の人間が立っていた。

「……『あえて』か。そう言えば、ナイルの奴やつはどうしてるかな……あ、今のは独り言だから気にしないでほしいな」

　光はその人物が手に持っている球形の物体から放たれているが、それは、今までにタックが見てきたいかなる照明器具にも当てはまらなかった。

　人の頭程度の、蛾がの繭まゆのような形をした物体。球形を少し縦たて長ながに伸ばしたような形状で、白くごわごわした紙が表面を覆おおっている。よく見ると、まるでバネのような骨組みが中に通っているようで、細い筋が何段にも重なって見える。

　その物体の内部から光が瞬またたいており、その様子から見て、どうやら内部にランプか蠟ろう燭そくのようなものを入れているのだろう。

　タックは一目でそれだけの事を分析する。実際はそんな事をしている場合ではないと理解しているのだが、突然の恐怖に、その照明器具の持ち主の顔を即座に見る事ができなかったのだ。

「そこで改めて尋ねるが、君は独身かな？」

　冷や汗をかく少年に構わず、その人物は疑問を静かに口にした。

　少年は、その問いを聞いてようやく目線を上にずらす。

　蠟燭の光を紙越しに受けていたのは──均整の取れた、まるで絵画に描かれる天使のような顔だった。

　──男……だと思う。

　タックがそう判断したのは、相手の口調を考えての事だ。声自体は中性的で、顔つきだけ見れば女性と判断していたかもしれない。大人おとなびた表情をしているが、顔の造り自体には子供のような幼さもにじみ出ている。

　男は白を基調にした服を身に纏まとっており、手元の光をはね返して、体全身が光っているような錯覚を覚えさせる。

「突然こんな事を聞かれても困るかな。ごめんよ。……ああ、この明かりが気になるかい？　これは提灯ちようちんといってね。日本から来た古い友人に話を聞いて、適当に作ってみたんだ。話に聞いただけで実物は見ていないから、どこまで正確なのかはわからないんだけどね」

　男はゆっくりと言葉を紡つむぐと、少年を安心させるように優しく微笑ほほえんだ。

　何かを尋ねようとしたのだが、タックはそれを言葉に出す事ができない。目の前にいる男からは、こちらから話しかける事を躊躇ためらってしまうような、奇妙な圧迫感が感じられた。

　口をパクパクするタックの様子を見て、男は微笑ほほえみを絶やさぬまま、足を一歩近づけた。

「まず最初に告げておかなければならない事は──僕と君との出会いが、決して偶然ではなかったということだね」

「え……」

　相手の意図が解わからず、タックは思わず一歩あとずさる。

　うかつに近づく気にはなれない。しかし、逃げ出す気にもなれない。ただ、その場に引き止められる、そんな威圧とも魅力ともとれる空気が男を取り巻いている。

「偶然じゃない、これは実に重要だと思うんだ。そう、僕は君が来るのを待っていたんだよ。君の家族を取り巻く境遇も知っていたし、君が今日あたりに家を出るだろうっていう事も予測できた。悪いとは思ったけれど、ここ一ヶ月の君の行動を観察しててね……それらを分析した結果、私はここでこうして君と出会えているわけだ」

　──この男は、一体何を言っているんだろう。

　タックが状況を吞のみ込もうと必死になっている間にも、男の口からは言葉がとまる事はない。

　それはタックに話しかけているというよりも、自分自身がそこに立っている理由を確認しているように思えた。

「君はね、君や周りの人間が思っているよりも遥はるかに優秀だよ。クレア・スタンフィールドという天才少年の噂うわさを聞いてこの町に来たんだが──彼はもうこの街を出たらしくてね……そこで、代わりに君の事を知ったんだ。もしかしたら、クレア君とやら以上の逸いつ材ざいかもしれないね」

　男は更に一歩、タックの立つ場所に歩み寄った。

　互いの距離はまだ数メートル離れているが、男の声はまるで耳元で囁ささやかれているように、少年の心にまとわりついてくる。

「君の適度に不幸な境遇が実にいい。絶望を見る前に、何の躊躇ためらいもなくそれまでの生活を捨てる点も気に入った。実に興味深い素材だよ、君は」

「貴方あなたは……誰なんですか？」

　タックは胆たん力りよくを振り絞しぼって、ようやくそれだけの疑問を口にする事ができた。

　一度声を上げれば、あとは吹っ切れたように言葉が湧わき上がってくる。その余よ裕ゆうがあれば逃げた方が良かったのかもしれないが、タックは身の安全よりも、目の前にいる謎なぞめいた青年への好奇心が上回っていたようだ。

「ああ、僕かい？」

　表情を一切変えぬまま、男は提灯ちようちんの外そと枠わくを折り縮めると──中から出てきた大型の蠟ろう燭そくに、自分の指をかざして見せた。




「僕は──化け物さ」




　男の右手は提灯の底を支えており、左手は蠟燭の炎ほのおの中を躊躇いも無く泳いでいる。

　これだけならば、手品の初歩的なトリックと見ただろう。手を氷か何かで冷やしておいて、水分や空気の層で熱を一時的に防いでいるのだろうと。

　だが、男の手は実際に焼けただれ始めていた。

　そして──焼けただれていた筈はずの皮ひ膚ふが、目に見える速度で再生を始めたのだ。

　実際に焼け続ける男の皮膚。だが、その皮膚は決して燃え尽きる事が無い。

　炎の明かりの中で繰り広げられる再生劇を目まの当たりにして、少年は息を吞み──そして、冷静な目で事態の分析を開始した。

「トリック……？　いや、でも……」

　僅わずかに考えた後、タックは今の現象を説明づける為の、もっとも簡単な方法を実行した。

　すなわち、眼前の男に直接聞くという方法を。

「もう一度尋ねます……貴方あなたは──何者なんですか？」

「へぇ。この状況でそこまで冷静ならば大したものだよ。今まで僕に相対した素材は、大抵は精神を取り乱すんだけどね。グースぐらいの奴やつでも、もっと派は手でに驚いてたのにな……まあ、彼の時はこんな生なま温ぬるい方法ではなくて、目の前で自分の頚けい動どう脈みやくを切って見せたんだけどね」

　話の流れを完全に断ち切られる格好となった男は──寧むしろ嬉うれしそうな声をあげていた。

「別に、僕を不気味なものと判断して逃げ出してもよかったんだけどね。その程度は人間という素材がとる行動の予測範囲内だから、別段失望もしなかったし──そもそも、逃がすつもりもなかったんだから」

　そう言って、男はタックの後ろに目をやった。

　タックは操あやつられるように自分の背後を振り返り、そこに新たな人影を発見する。

　黒い服を纏まとった、タックと同じぐらいの年ねん齢れいの少女。

　黒髪の前髪の間に金色の瞳が光り、僅か１メートルほどの間をあけてタックの事を見つめている。

　少女の瞳にはなんら感情の色はなく、人形のようにタックの事を見つめている。
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「シャーネ。彼は逃げるつもりは無いようだ。先に帰っていなさい」

　男の言葉に静かに頷うなずくと、少女は闇やみの中を足音も無く駆かけ去っていった。

　まるで最初から誰も存在しなかったかのような静寂が周囲を包み込み、少女の立っていた後には、提灯ちようちんに照らされたタックの影だけが残っている。

　──僕は、夢を見ているのか？

　先刻から続く異常な状況に、タックは周囲の出来事が全すべてまやかしなのではないかという錯さつ覚かくに陥り始めた。周囲だけではなく、自分自身の体が薄い紙でできているように、典型的な現実感の喪そう失しつにとらわれかけてしまう。

　少年を現実に引き戻したのは、皮肉なことに、この場所で最も現実感の無い男の声だった。

「さて、自己紹介の続きをしよう。僕の目的は、人間という素材の限界を知る事。だから、色色な素材を僕は集めているんだよ。例えば、君のような──」

　そこまで言って、男は何かを思い出したように言葉を切る。

　タックが振り返った時には、男の手も提灯も元の状態に戻っており、先刻の事はやはり夢だったのではないかと疑わせる。

「いけないね。肝かん心じんな事を忘れていたよ」

　男の顔からは笑いが消え、いかにも『しまった』という表情になって首を横に振る。

　相手に親しみを覚えさせるという意味では、その仕し草ぐさはあまりにも完かん璧ぺきで、全すべてが計算づくで行われているのかと思わせる。

「ヒューイ。僕の……いや、私の名前は、ヒューイ・ラフォレット」

　ようやく自分の名前を名乗ると共に──彼は、非常にシンプルに自分の目的を告げた。

　それまでの無む駄だなやり取りが、本当に夢む幻げんであったかのように。




「君を迎えに来たんだ。君の望む、幸せな世界からね」













　プロローグ　８年前　一人っ娘







１９２５年　９月　メキシコ北部　とある村落。




　ＮＹニユーヨークよりも遙はるか南──アメリカとの国境間際にある小さな村。

　既に日は落ち、村の周囲には深い闇やみが覆おおい始めている。

　本来ならば美しい星空が広がるところなのだが、空を覆う雲が闇を一層味気の無いものに変えてしまっている。

　村の周囲には農場が広がっており、牧歌的な空気は夜の訪れと共に静かな色に染まりつつあった。

　その雰囲気に綺き麗れいに溶とけ込んでいる、村のはずれにある一軒家。

　火の消えた暖だん炉ろの前で、老人と子供が語らう夕べ。横にあるテーブルの上には夕食の支し度たくがしてあるが、手をつけぬままで何かを熱心に話し込んでいる。

　一見ほのぼのとした光景だが、この日のこの家に限定して言うならば、普通に思い浮かべる光景とは、少々様子が違っていた。




「いいかマリア。こいつは子供のオモチャなんかじゃないんだ」

　立派な口くち髭ひげを蓄えた老人が、少女の前にしゃがみこみながら言葉を紡つむぐ。

　ランプの明かりに照らされる二人の姿は、家族のようでもあり、まったくの他人のようにも感じられる。

「これはな、武器でもあり、魂たましいでもあり、単なる鉄の塊かたまりでもあるんだ」

　老人は右手で棒状の物をかざしながら、眼前の少女を諭さとすように微笑ほほえんだ。

　相手の優しい微笑みとは対照的に、少女は目を涙ぐませながら話に聞き入っている。

「オモチャ気取りで気軽に扱っていいものではないんだよ」

「ヒック……ごめんなさい……ごめんなさいお爺じいちゃん……私、私、あんな事になるなんて」

　泣き声に混じりながら、マリアと呼ばれた少女は必死になって声を絞しぼり出している。

「そんな、違うの！　お爺ちゃんを傷つけるつもりなんて無かったの！　それなのに……こんな、こんな、事に……ヒック……なるなんて……思わなかったの！」

　老人の左腕には、包ほう帯たいが何重にも巻きつけられている。

　そして──白いはずの包帯は、今やその面積の半分以上が赤黒い染しみに覆おおわれていた。

　マリアの言葉を黙って聴いていた老人は、右手に持っていた棒状のものをクルリと回し、怪け我がを負った左腕をパシリと叩たたいて見せた。

「なあ、マリア。それが一番いけない」

「……ヒック……え……？」

　涙を流しながら不思議そうに見上げてくる少女に対し、老人は微笑んでいた表情を更にゆがめていく。

　それは微笑みというレベルではなく、何か楽しい事を見つけた子供のような、純粋で無む邪じや気きな笑顔だった。

「ははッ」

　一声笑うと、老人は右手で棒状の端はしの一方を摑つかむ。左腕の肘ひじの内側で棒を固定したかと思うと──老人は棒状の物体──鞘さやに納まっていた日に本ほん刀とうを、少女の眼前で勢いよく抜き放った。

　ランプの明かりを必要以上にまぶしくはね返し、少女の目が一瞬くらむ。細めた眼めを再び開いた時には──少女の眉み間けんに、長い刃やいばの先端が突きつけられていた。

「あ……」

　何が起こったのか解わからず、少女は自分の目の前にある銀色を凝ぎよう視しする。

　鋭い切っ先は彼女をまっすぐに捉えており、眼めと眼の間に激しい違和感を感じさせる。

　だが、マリアの視線が最終的に辿たどり着いたのはその切っ先ではなく──刀身の中なか腹はらにある、赤い滴したたりが固まった跡だった。

　先刻、自分が軽い気持ちで振り回していた刀。

　止めに入った祖そ父ふの左腕を斬きり付けてしまった刀。

　その時の血が、拭ふき取られる事無く刀身の銀色の上に固まっている。乱雑に広がったその模様は、まるで自分を責めているかのようだ。少なくとも、少女はそう感じ取っていた。

　だが──

「いいかいマリア、この刀を使う時はな！　決して『傷つけるつもりじゃなかった』なんて言っちゃあ駄だ目めだ！　こいつを振るう時は、いや、こいつを抜いた時には常にこう思うのさ。『ぶった斬ってやる』ってな！」

　老人はニカリと笑ったままで、通常の保護者が言うであろう言葉とはまるで反対の事を語り始めた。

「見ろ、マリア！　この刀についてるのは俺おれの血だ！　さっき、お前が斬りつけた俺の腕の血だ！　いいか、マリア。こいつは凄すごい事なんだぞ？」

「……？」

「俺はな、本気でお前を止めるつもりだったのに──遊び半分で舞ってたお前が、俺の手をかいくぐって俺を傷つけたんだからな！」

　老人は肩をすくめながらクックと笑い、椅い子すの脇にかけてあった布で血の跡を拭ぬぐいとった。一度鞘さやに収めている為、当然ならばそれだけでは足りない処置だ。鞘の内部に血が滴したたって、鞘や刀を痛める原因となるだろう。

　しかし、老人はそんな事は欠片かけらも気にしていないようだった。

「俺はお前みたいなガキが振り回す刀なんざ、簡単にもぎ取るつもりだったさ。だがな、お前のは俺の予想を遙はるかに上回る動きで刀を振り回しやがった！　日に本ほん刀とうを、お前みたいな娘むすめっ子がだぞ！　才能って奴やつかねぇ。俺はそれが嬉うれしくてしょうがねえ！」

　老人は布でひと拭いしただけの刀身を、何事も無かったかのように鞘に収めてしまう。

　そして、眼めを白黒させている少女へと向かって、その刀を強く差し出した。

「いいか、マリア。日本刀が連続で斬れるのは数人が限度──血と脂にまみれて、あっという間に切れ味を失っちまう……」

　神妙な表情になって、マリアに顔を近づける老人。

　だが、その顔を即座に笑顔へと変えて、一つの結論を断言する。

「──そんなのは、きっと噓さ！」

　そのままマリアに日本刀を投げ渡すと、老人は椅子から力強く立ち上がる。そして、酒場で酔っ払いがそうするように、自分の思いを天てん井じように向かって高らかに高らかに謳うたい上げた。

「信じれば、そして技術と力さえあれば、木の枝だろうが紙きれだろうか、人の肉を裁たつ事ができるんだ。木や鉄パイプでもできる事が、たかだか脂と血がまみれた程度の日本刀にできない筈はずがねえだろうよ！」

　無む茶ちやな理論を言っているが、老人からは酒の匂においはまったく漂ただよっていない。顔が赤くなっているのは興奮しているからで、彼は今現在、何から何まで完全に素面しらふの状態だった。

　あえて酔っているものがあるとすれば、夢を語っている己自身であろう。

「お前の心の中で『斬きれない』なんてのは噓うそだって思うんだ、信じきるんだよ！　そうすれば、何人だって斬れる。斬り続けられる。十人だろうが百人だろうが千人だろうが一万人だろうが、この大地と空と海に存在するお前以外の、いや、お前自身さえも含めた全すべての人間を斬り捨てる事ができるのさ！」

　異常な『夢物語』を語りながら、老人は強いまなざしで虚こ空くうを見つめ続ける。

「人だけじゃあないぞ、マリア。お前が望むなら、何だって斬れるさ！　お前の信念に見合った腕前さえあればな！　その刀は、そういうもんだ！」

　老人は嬉うれしそうに両手を広げると、そのまま勢いよく両手を前に出し、座り込んだ少女の両肩をパン、と打ち鳴らした。

「試せ試せ！　何でもかんでも斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬っッッゲファッ」

　息が続かなくなり、老人は軽くむせる。

　だが、すぐに持ち直してニカリと笑い、リズミカルに同じ単語を繰り返し続けた。

「……斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って────斬りまくれ！」

　少女はその時、老人が何を言っているのか正確には理解できていなかった。

　だが、老人の熱い眼まな差ざしに見つめられ、いつしか彼女は手にした刀を強く握りしめていた。

　涙はもう乾いてる。悲しみも後悔も恐怖も既になく、今、彼女の中にあるのは──祖そ父ふの語る熱い言葉への憧れだけだった。

「日に本ほん刀とうにはな、マリア！　斬れない物なんて存在しないんだ！　たとえそれが形の無いものであっても同じ事だ！　お前が信じれば何だって斬れる！　水だって空気だって真空だって、人の魂たましいだって、人と人との縁えんだって恨うらみつらみだって、後悔だって希望だって、なんだって斬れるんだぞ！」

　老人はそこまで叫ぶと、息を大きく吐きながら再び椅い子すへと腰を下ろす。

「いいかい、マリア。お前さんには、その刀を受け取る権利があるんだ」

「……権利？」

「お前の両親は腕のいい殺し屋だったが、銃じゆうの魅力に負けてその刀を手にしなかった！　その結果、お前の父さんと母さんは死んだのさ。このワシに、その刀で斬られてな！」

　客観的に見れば、老人の話は衝しよう撃げき的なものかもしれない。だが、少女は特に感情を動かすことも無く、老人の言葉に淡々と答えて見せた。

「うん、知ってるよ！　私がまだ小さい頃なんだよね？　だからよく覚えてないけど、お婆ちゃんアブリエータから何度も何度も教えてもらったよ！」

「ああそうだ、その話は真実だ。だからな、マリア。その刀はワシの代でお終しまいになる筈はずだったのさ。だけどな、マリア。今日のお前を見て、ワシは考えが変わったよ」

　老人は椅い子すに大きく寄りかかりながら、人生の絶頂を歩んでいるような笑顔で言葉を紡つむぐ。

「お前さんはワシの腕から血が流れるのを見て、怖くなってワンワンと泣き出したなあ」

「……ごめんなさい」

「そんな事はいいって言ってるだろ！　重要なのは──お前の表か情おだ」

　一瞬だけ間を開け、老人が歯をむき出しにして微笑ほほえんだ。

「マリア、お前がな、刀を振り回して遊んでいる時は勿もち論ろん……ワシの腕を斬きった瞬間、本当に本当に嬉しそうな顔をした！　それが、それこそが重要なのさ！　さあ、マリア。その刀を、家系も師弟も関係なく、人から人へと伝わってきたその刀、ムラサーミァを抜いてみろ！」

「……うん！」

　少女は祖そ父ふに言われるままに、奇妙な名前の刀を抜き放った。滑なめらかに刀身を抜き放つその仕し草ぐさは、とても子供の短い腕が成したとは思えないほどの鮮やかさだった。

　刹せつ那な、刀身にランプの光が跳はね返り──一点の曇りも無い少女の笑顔を照らし出した。
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　老人は思わず口笛を吹き、少女と刀の融合に心からの賞賛を送る。

「いいぞマリア！　一度その刀を抜いたなら、あとは余計な事は考えるな。斬きることを信じろ。そして、斬ることをひたすらにひたすらに楽しめばいい！」

「うん！　解わかったよお爺ちゃんアブリエート！」

　そう叫ぶが早いか、少女は椅い子すから跳はね上がり──




　──眼前にいる老人に向かって、何の迷いも無く刀を振り下ろした。







「……はッ！　ワシの見込んだ通りだ！　マリア、お前は最高に素す敵てきに狂った天使のようだ！」

　テーブルに置いてあった夕食用のフォークを手に、老人は嬉うれしそうに楽しそうに孫まご娘むすめの顔を見る。

　振り下ろされた日に本ほん刀とうはフォークの先で綺き麗れいに受け止められており、老人の頭に切っ先が届く寸前でその動きを止めていた。

「信じる事は足りていた。ただ、ワシを斬るには腕前が足りんなぁ。まあいいさ、これから腕前は上げていけばいい！　腕が上がれば、もう一本刀を見み繕つくろってやろう、二刀流なら、いろんなもんを二倍斬れるからな！」

　無む茶ちやな理論を吐はきながら笑う祖そ父ふの前で、少女は小さくうつむいて眼めを丸くしている。僅わずかに歪ゆがみかけた口元が意味するのは、微笑ほほえみか、それとも悔くやしさか。

「あれ……どうして私、今……」

「どうしてワシを斬ろうとしたのか、自分でも解わかっておらんのだろう？　それでいいのさ！　抜いたら取り合えず斬ってしまえ！　何もかもな！　斬った理由はあとから考えればいい！　お前はそれでいいんだ。それでこそ、お前と、その刀は一番輝くんだからな！　ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

「アハッ」

　狂ったように笑う老人につられるように、マリアも静かに笑い始めた。

　まだ幼いその表情の中に、どこまでも純粋な狂気を秘めながら。

　血の繫つながった孫娘の狂か貌おを見て、祖父は──一人の殺し屋は満足そうに頷うなずいた。

「もう一度いっておくぞ、マリア。こいつは子供の玩具おもちやなんかじゃあない」




「この刀はな、お前の──相棒コンパニエーロだ」




　　　　⇔




数年後──マンハッタン某ぼう所




「おい、何だよ……なんだよこのガキァ！」

　闇やみに包まれた、大都会の路地。

　街頭の明かりも殆ほとんど届かない場所で、一人の男が悲鳴を上げる。

　男の足元には数人の人間が倒れており、それらの影は、もうピクリとも動かない。

「なんだ……なんだよ、なんなんだよオイ。な、何が目的なんだ、な？」

　空には雲が覆おおい、月明かりすらない狭い通り。

　ただ、遠くの大通りから跳はね返る明かりだけを頼りに──男は、目の前にいるのがまだ幼さの残る少女だという事を確認する。

　僅わずかな明かりを跳ね返して、少女の手の中で煌きらめくのは二本の刃やいば。

　その煌きのリズムに乗るかのように、少女──マリアは軽快な調子で話し始めた。

「ハァイ、アミーゴ！　私はマリア。殺し屋なの！　目下売り出し中なんだよ！　それでね、私の腕を買ってくれた物好きなお兄さんの頼みを聞いて、貴方あなた達を殺しに来たの！」

　懇こん切せつ丁てい寧ねいに自己紹介をすると、彼女は足音も無く男の方に歩みはじめる。

　足元に流れる赤い血を踏みしめるが、水音一つ立てない動きで、一歩一歩着実に距離を縮めてくる。

「それで、あとはおじさん一人なんだよ、アミーゴ！」

「こッ……この糞くそガキがッ！　なめるのもいい加減に──」

　男は即座に銃じゆうを抜き、迫る少女に銃じゆう弾だんを叩たたき込もうとする。

　刹せつ那な、少女の体が大きく沈み込み、それと同時に右に大きく揺らめいた。

「──しやがれ！」

　銃じゆう声せい。

　同時に、鋭い金属音が響き渡る。

　耳をつんざくような鋭い音が、男の身体からだを取り巻き──気がつくと、彼の手からは拳けん銃じゆうが弾はじき飛ばされていた。

「なッ……」

　その日に本ほん刀とうは男の想像した間合いよりも遙はるかに近くに迫っており、彼が銃弾を放つ直前に、銃じゆう身しんを鋭く打ちつけたのだ。

　馬ば鹿かな、と言おうとして、男は思い出した。

　女が二刀流だったという事に。

　そして、男は気がついた。

　一本目の刀は自分の銃を弾き飛ばした。

　ならば、二本目は────？

　男がそれを確認しようとした瞬間、その答えは──彼の喉のどを通り過ぎていた。

　僅わずかな間をおいて、路地裏に鮮血が噴ふき荒れる。

　少女はいつの間にか男の背中側に回りこんでおり、自分は返り血を浴びる事無く、ただ静かに地面に落ちた黒い塊かたまりを見つめていた。

　先刻、自分が男の手から弾はじき飛ばした拳けん銃じゆう。彼女はしばらくそれを眺めていたが、絶命した男が地面に倒れ伏すのと同時に、その背中を踏み越えながら歩きだした。

「あーあ……私の腕じゃ、拳銃はまだ真っ二つにはできないかぁ……」

　心底残念そうに呟つぶやきながら、少女は音も無く都会の闇やみへと消えていった。

　抜き身の刀には血も脂も殆ほとんどついておらず、都会から漏もれる薄明かりを受けて静かに煌きらめいていた。

　ゆらゆらと、ゆらゆらと。

　少女の心も刃やいばの鋭さも、全すべては街の闇に溶とけ込むように────
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１９３３年　９月　ハドソン河　河岸工事現場




　マンハッタンは、二つの巨大な河にはさまれるように存在している。

　町の東を流れるイースト河と、西側を流れる、このハドソン河だ。

　ニューヨークを代表する広大な河の一いち雄ゆう。その一部には現在、物々しい数の工事機械が並んでいた。河岸整備の工事を行うらしく、河の底を浚さらう為の設備などが各所に重々しく組み上げられている。




　そんな状況になっているハドソン河の辺ほとりに、一人の少女が立っていた。

　薄く雲の張った鼠ねずみ色の空の下で、イブ・ジェノアードは期待と不安に胸を躍おどらせていた。

　少し古びた工業機械の数々に似合う、灰色の空。それに見合わぬ純白の服を身に纏まとった少女は、何かを待ち望むように河岸工事の様子を窺うかがっている。

　服装のみならず、ただ立っているだけの仕し草ぐさからも、彼女が上流階級の暮らしに身を置いている者だということが解わかる。そして、それを証明するかのように、後ろから彼女を気遣づかう声がかけられた。

「お嬢じよう様！　あまり潮風にあたりますと、お身体からだに障さわりますぞ」

　背後に立つ老執しつ事じが、主人である少女の身を案じて進言する。

　だが、少女は静かに首を振り、決してその場を動こうとしなかった。

「すみません、ベンヤミンさん……もう少し、もう少しだけここで待っていたいんです」

　イブの言葉に、執事はそれ以上強く言う事もなく一歩下がる。そして、自分もその場にとどまったまま、潮風をその身に受けて主人の背中を見守り続けた。

　この工事は、町の市政からすれば単なる行政システムの一部に過ぎない。しかし、このイブという少女にとっては、肉親の運命が掛かった非常に重い意味を持っていたのだ。




　──不ふ死しの体となった兄が、この河の底で生きたまま溺おぼれ続けている。




　そんな与よ太た話ばなしとしか思えない話を信じて、彼女はここに立ち続けるのだ。

　一度は死んだと聞かされていた兄の消息。それが、とある事件に巻き込まれた事によって一つの真実に辿たどり着いた。その真実を見つめ続け、少女はそれからの人生を生きてきたのだ。

　兄の沈んでいるという場所を知ってから、早くも一年半を越す月日が過ぎていた。それは少女に取っては永遠ともとれる長さであったが、本来予定に無かった河岸整備を行わせた事を考えると、それは決して長過ぎる期間だったとはいえないであろう。

　いくら資産家といえども、個人の力でこの河の底を浚さらうには無理がある。

　だから、市で進められていた河岸工事の計画を、資金援助という形で後押ししたのだ。河岸の整備という大義名分に、自分の兄を救うという『わがまま』をそっと隠しこんだのだ。

　資金援助の条件として、河底の清掃、沈没物の徹底的な引き上げを頼み込んだ。他ほかにも色々と根回しをしたのだが、それらの総合的な結果として今日という日がやってきたのだ。

　無論、兄が入っているというドラム缶かんが河に流され、遙はるか洋上に移動してしまっているという可能性も無くは無い。

　だが、兄を救えるという可能性が僅わずかでもあるならば、少女はその小さな希望に全すべてをかけたかったのだろう。

　兄にまた会える。その瞬間だけを夢見て、彼女は静かに工事を見守り続けた。

　そして──工事の前段階である大規模な『どぶ浚い』が始まって３日目──少女の下に、一人の作業員が駆かけてきた。

「あ、あの、ジェジェジェ、ジェノアードのお嬢さんっすかね？」

　全力で走ってきたのだろう。息を切らしながら尋ねる作業員に、イブは自らの鼓こ動どうが速くなるのを感じながら頷うなずいた。

「そ、それがっすね。言われていた通り、ドラム缶かん、ドラム缶が！」

　男が焦あせっているのは、単に驚いているというよりも、何か恐ろしいものをその眼めにしたという感覚が含まれているようだった。

「あ、あの、見つかったんですか!?」

「い、いや、そそそ、それが、ど、ドラム缶の中に、い、いいいいい生きた、に、に、い、い、生きた、に、にに、人間がぁ！」

　よほど混乱しているのだろう。要領を得ない言葉ではあったが、事情を知っているイブには男が何を言わんとしているのか即座に理解できた。

　彼女はガクガクと震える作業員からやっとの事で現場の場所を聞き出すと、執しつ事じが止めるのも聞かずにその場所へと向けて走りだした。

　──兄さん、ダラス兄さん！

　不ふ死じ身みの体。それがどのようなものなのか、イブは実際に眼にしている。

　数年にも渡って河底に沈んでいたのだ。実際ならば、その肉体はどのような惨状になっているか想像もつかない。だが──彼女は知っている。自分に全すべてを話してくれたあのマフィアの言葉を信じるのならば、少なくとも、兄の体は損傷していない筈はずだ。

　いや、例えどんなに変わり果てていても、例え骨と腐くさった肉だけの姿になっていようとも、生きていてさえくれれば──

　少女はそう祈りながら、引き上げたものを一時的に保管する倉庫へと駆かけ込んだ。

　だが──

　そこで彼女が見たものは、想像とは全く違う光景だった。




「え……？」

　イブの眼に映ったものは、倉庫の床に倒れ伏す何人もの作業員。

　そして、その中心に置かれている三本のドラム缶だった。

　広い倉庫の奥には、それまで引き上げたゴミやガラクタ、石材の山が積みあがっている。その手前に広がった部分に、まるでゴミのように人間達が転がっているのだ。

「そんな……」

　予想外の惨状を眼にしたイブは、手近にいた作業員に駆かけ寄り、身体からだをゆっくりとゆすり起こした。動かすのはまずいとも思ったが、外傷は特に見られないので軽く揺り動かしてみたのだが──反応は無い。息はあるようだが、完全に意識を失っているようだ。

　他ほかの作業員達も気絶しているだけのようで、どうやら命に別状はなさそうだ。

「一体何が……」

　彼女は作業員を静かに横たわらせると、倉庫の中央にあるドラム缶へゆっくりと歩み寄っていった。

　──あの中に……兄さんが？

　思わず唾つばを吞のみ込み、遠めにその様子を窺うかがった。ドラム缶かんの一つは横に転がっており、その中には人影のようなものは見られない。ドラム缶の口からは、たくさんの石に混じって、何な故ぜか本やチェスの駒こま、トランプのジョーカー等がこぼれ落ちている。

　意味の解わからない不気味な光景に僅わずかにひるみながらも、イブは強い瞳でドラム缶を見つめながら足を前に進めていった。

　次第に立っているドラム缶の内部が見えてきて、人間の髪の毛のようなものが僅かに覗のぞいているのが確認できた。

「うぅ……」

　更に一歩近づいたところで、ドラム缶の中からうめき声のようなものが聞こえてきた。

「！　兄さん!?」

　その声を合図に、イブはドラム缶に向けて一気に駆かけ出した。手や服が汚よごれるのも構わずに、ドラム缶の淵ふちにしがみついて中を確認する。

　イブが覗いたドラム缶の中には、一人の大柄な男が膝ひざを畳たたまれてうずくまっていた。

　髪の毛は藻もや泥どろにまみれ、服も大半がボロボロに破け、腐くさり落ちている。しかし、肉体は腐るどころか水にふやけた様子すらなく、時折のうめき声と共に、鼻と口から汚れた水を吐はき出していた。

　話には聞いていたものの、この状態で生きている人間がいるという事実は驚くべきもので、事情を知らなければ、彼がたった今河底から引き上げられたとは信じらない事だったであろう。

　泥に汚れてはいるものの、その顔ははっきりと判別できる。

　イブはドラム缶の中にいた人間の顔を確認すると、神妙な顔つきで呟つぶやいた。

「兄さんじゃ……ない？」

　話によると、兄は他ほかの共犯者である二人の仲間と共に沈められたらしい。

　おそらくこの人物は兄の仲間の一人なのだろう。

　倉庫内にあるドラム缶の数は三つ。数は合う。

　だが──そのうちの一つが既すでに空からであるという事が気になった。

　イブは、慌あわててもう一つのドラム缶の中を覗き込んだ。その中にも一人の男が同じようにうずくまっており──やはり、そこにいたのは彼女の兄ではなかった。

「そん……な……」

　ショックを隠しきれない表情で、イブは倒れていたドラム缶に眼めを向けた。

　もしかしたら、既に作業員達によって助け出された後で、ここにいる作業員達と共に倒れているのかもしれない。

　そう考えて、呼吸を整えることもせずに周囲を見回したが──倒れているのは作業員達だけで、兄と思しき姿はどこにも見当たらなかった。

「お嬢じよう様！　こ、これは一体？」

　遅れて駆かけつけてきた老執しつ事じが、倉庫内の惨状を見て声をあげる。

　その叫び声が倉庫に響き渡ると同時に──奥に詰まれたゴミの山の一部が、ガタリと音を立てて蠢うごめいた。

「!?　兄さん!?」

　イブは何の考えも無くその場所に向かって駆かけ寄った。鉄骨や自動車の部品の陰に回りこむと、そこには一つの人影がガクガクと震えながらうずくまっていた。

　だが──そこに居たのは彼女の兄ではなく、引き上げ作業にあたっていた若い作業員だった。

「ひぃッ！」

　男はイブの姿を見ると一瞬悲鳴をあげたが、眼前にいるのが何の変へん哲てつもない少女だと確認すると、次第にその身体からだの震えを落ち着かせていった。

「しっかりしてください……大丈夫ですか？　一体、ここで何が……」

　男はしばらく黙り込んで口をパクパクさせていたが、イブの介かい抱ほうに対して徐々に落ち着きを取り戻し、少しずつこの倉庫で起こった事を語り始めた。

「な、な、仲間の一人が、あんたを呼びに駆けて行った、そ、その直後によ……へ、へ、変な連中が来て、ドラム缶から人間を一人、引きずり出してよ……止めようとした連中は全部、あ、あ、あっという間に叩たたきのめされて！　なんなんだありゃ！　そ、そいつらの中に、一人女がいたんだ。ま、魔法みてえによ、お、女がなんか、背中からシュルーって、な、な、長い棒を出して、そ、それで……、や、槍やりみてえになって、刃やいばのついてねえ方で、皆を、ド、ドド、ド、ドスドス突いて……」

　後は、隠れて震えていた為に状況を把握する事はできなかったそうだ。

　イブと執事はその話を黙って聞いていた。やがて騒ぎを聞きつけたのか、他ほかの現場で作業していた人間達が続々と集まってきて、倉庫の中は途端に騒がしくなった。

　少女は静かに倉庫を後にすると、背後にいる執事に向かって悲しそうに呟つぶやいた。

「どうして……せっかく兄さんに会えると思ったのに」

「お嬢様……」

「……でも、私はあきらめていません。誰が兄さんを攫さらったのかは解わかりませんけれど──少なくとも、ダラス兄さんは本当に生きていたという事が解ったんですから！」

　それが、精一杯の強がりだという事は痛いほどに理解できた。

　しかし老執事はそれを指摘することもなく、やはり精一杯の明るい声で『その通りでございます！』と一礼した。

　イブはその言葉に強く頷うなずくと、消えた兄を探すために、新たな一歩を踏みしめた。兄を攫った謎の集団。その手がかりはほとんど無い。彼女の前には、更なる困難が待ち受けている事は明白だった。

　だが、少女の足取りはとても強く、後悔も躊躇ためらいも微み塵じんも感じさせる事は無かった。




「だけど……一体どうして兄さんを……？　私やガンドールさんの他ほかに、兄さんの事を知っている人間なんて……」




　　　　⇔




　水が。

　水が来る。

　一瞬だった。

　一瞬のことだったんだ。

　夜の闇やみの中で、俺おれは勢いよく河に投げ込まれて、俺を閉じ込めるドラム缶かんの淵ふちから水がドジャーっと流れてきてよ。

　冷たいと思った時には、もう水は半分以上ドラム缶の中に溢あふれててよ。

　助けてくれと思った時には、もう周りは全部水だった。

　水だ。

　水だったんだ。

　水が俺の世界の全すべてを支配してよ、俺がどんなに嫌いやがっても、俺の肺から、腹から、喉のどから、口から、ドンドンドンドン空気を追い出しやがる。

　鼻から水が入った。あの瞬間の味は今でも鮮明に思い出せる。

　震えがとまらねえ。鼻から入ったのに、味を感じるんだよ。

　塩と泥どろが混じったような味だった。だが、そんなもんは一瞬で終わる。

　その味がな、鼻と眼めと喉で感じる味がな、俺の血の味に変わるんだよ。

　肺にその味が達したとたんに、すげえすげえすげえ咳せき込んだ。肺から水を出そうとして、空気ごと外に追い出しちまう。そんで、ますます水が俺の中に入ってくるんだ。

　苦しい。

　苦しいとしか思えなかった。苦しいって考える間に次の苦しみがやってきた。

　苦しい苦しい苦しい苦苦しい苦苦苦しい苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦──────

　後は、真っ暗だった。

　苦しいが積み重なって、押しつぶされて、感覚が真っ暗になっちまうんだ。

　寝たり気絶したりとはちょっと違う。真っ暗だってのがちゃんと認識できるんだ。

　その上で、苦しさだけが俺おれの全身にのしかかって来て──

　ああ、俺が意識をようやく失えたのは、一体どれぐらい時間が経たってからだったんだろうな。




　畜ちく生しよう。ああ、畜生。

　なんでこんな事を鮮明に覚えてるんだよ。

　苦しかった記憶なんていらねえのに。

　なんでこんなに冷静に思い出せるんだよ畜生。

　せめて、全部忘れっちまってりゃあ良かったのによ。

　思い出すたびに、あの苦しみまで、傷みまで、恐怖まで綺き麗れいに俺の中によみがえりやがる。

　思い出すのはもう止やめだ。思い出してたまるか。

　別のことを。別のことを考えるんだ。

　そうだな、俺が今、差し当たって考えなきゃいけない事は──

　──ここは、一体どこなんだ？




「知ってるか？　ドラム缶かんを発明したのは女なんだとよ」

　俺の脳裏に、声が届いた。

　誰だ？　聞いたことのねえ声だ。

「ネリー・ブライっつってな。歌にもなってるから知ってるかもしれねえが。ジュール・ベルヌの『80日間世界一周』にチャレンジしてよ、たった72日間で世界一周しちまったすげえ女だ。尊敬に値するぜ」

　俺はそいつの姿を探して部屋を見回した。

　俺はどうやらベッドに寝かされているらしい。どうって事はねえ木の天てん井じようから、貧乏くせえランプがぶら下がってやがるのが見えた。

　何にも無い部屋だ。洋服ダンスも鏡台もねえ。椅い子すとテーブルにベッド。必要最低限の家具しかおいてねえ感じだ。とりあえず、金かね目めのもんは無さそうだな。

「で、あんたはその女のデザインした缶コロの中に詰められて、何年も水浴びをしてたってわけだ。光栄に思うか、それともその女を逆さか恨うらみして呪のろうかはお前さん次第だがな」

　くそ、何だこのむかつく事を言うクソ野や郎ろうは。

　見つけたぞ。椅子に堂々と座ってやがるじゃねえか。馬乗りみたいに椅子に前後逆にまたがって、背もたれの上に腕を組んで俺の事を観察していやがる。

　頭に黒い布を巻いた眼鏡めがねの男。布の下はスキンヘッドらしいな。白い肌のこめかみや後頭部に、なんか派は手でな刺青いれずみをいれていやがる。変態野郎め。眼鏡の奥で眼めをギョロつかせやがって、死んだ魚か手前てめえは。

「しかし、さぞかし間抜けな姿だったろうな。死ぬこともできねえで、薄うす汚よごれた河の底でガバゴボガバゴボよ」

　なんなんだこいつは。くそ、体がまだ上う手まく動かねえ。今すぐにこのバカをぶん殴なぐってやりたいのに。畜ちく生しよう。

「そう焦あせりなさんなって。俺おれはあんたを助けてやったんだぜ？　そんな恨うらみがましい眼めで見つめられる覚えはねえなあ」

　俺を助けた？　あの河の底からか……そういや、ここは本当にどこなんだ？　天国じゃねえのか？

　俺は、俺はひょっとして助かったのか？　もう溺おぼれなくてもいいのか？

　いや待て、落ち着け。俺が本当に自由なのかどうかは、この目の前にいる野や郎ろうが何者なのかを確認してからだ。

　とにかく、ここを自由になったら──久しぶりに親父おやじの所に顔を出すか。もしかしたらもう親父も兄貴も事故かなんかで死んで、俺に遺産が転がり込んでるかもな。遺産つっても土地と家ぐらいしかねえが……まあいいや、そしたらイブの奴やつに土産みやげの一つでも買って────

　──いや、その前にやることがあるな。

　復ふく讐しゆうだ。

　俺をなめた野郎どもを、みんなぶっ殺してやる。

　俺を河に沈めやがったガンドールの馬ば鹿か兄弟。

　俺をいいようにこき使いやがったあのセラードとかいう爺じじい。

　俺に散々恥をかかせてくれやがったエニスとかいうアマ。

　俺を跳はね飛ばしやがったあの車の運転手──いや、覚えてる。覚えてるぞ。

　俺を跳ね飛ばした車に乗ってたのは──前の日にぶん殴なぐってやった優やさ男おとこと、その相あい方かたの女だ。

　そして何より、俺が、俺様がこんな目に遭あう事になった元げん凶きようのガキ。

　フィーロ。フィーロ・プロシェンツォ。

　ああ、良かった。

　この名前を忘れてねえで本当に良かったぜ。あのガキだけは絶対に許さねえ。

　殺した筈はずだが──ガンドールの連中が生きてたとこを見ると、あのガキも生きてると見た方がいいだろう。糞くそ、頭を撃ったと思ったんだが……外しちまってたのか？

　まあ、どっちでもいい。今思い出せた奴らは絶対に皆殺しにしてやる。

　そうだ、俺は不ふ死じ身みなんだ。上う手まくたちまわりゃ、全員殺しても充分にお釣つりがくるぜ。あのセラードとエニスとかいう不死身の連中は、ドラム缶かんに詰めて俺と同じ目に遭わせてやらぁ。

　そうだな、まずはあの優男と女のカップルを────

「この状況で何を考えてるのかしらねえが……」

　なんだよ、今いいところなんだから邪じや魔まするんじゃねえよ。

「俺に何か質問はねえのか？　それとも、まだ寝ぼけてるのかい？」

　ああうるせえな。手前てめえみてえな低脳に質問することなんかねえよ。

　そうだ。そもそもここは何ど処こだ、このアホは一体誰だ。

　俺おれを助けただと？　なめやがって。

　助けられた覚えなんかねえんだよ。ふざけた事を抜かしやがってこのダボが。

「ダラス・ジェノアード。22歳さい。これといった特徴の無い小こ悪党だが、町のビリヤード大会で優勝した記録あり、か。似合わねえ事やってんなぁ、オイ」

　わかった。死ね。

　いいから死ね。なんなんだ手前はよ。

　くそ、口が上う手まく開かねぇ。この馬ば鹿かを罵ののしる言葉が出てこねえ。

「そう怖い顔すんなよ。おっかなくてチビりそうだ。……せっかく助けてやったのに、全然恩に感じてねえって面つらだな。ちッ、他ほかの二人を連れてきた方がまだましだったか」

　他の二人？　誰だ？　……ああ、そういや誰か一緒に沈められたっけかな。なんて名前だったっけか。

　まあ、そんなことはどうでもいい。

　今重要なのは、どうやってこの阿あ呆ほをぶちのめして、この金も色気もねえ部屋からおん出るかだ。ああ、体が上手く動かねえ。

「あ、そうそう。麻ま酔すいを打ってるからまだ動けないと思うぞ。無理すんな」

　殺す。絶対殺す。

「そう怖い顔すんなっつってんだろ？　いいか、これはビジネスだ。あんたに金儲もうけの話を持ってきたっつってんだよ」

　金儲け？

　俺は、少しだけ目の前のハゲの話を聞いてやる事にした。

「なぁに、簡単な取引だ。あんたが俺らに協力すれば、あんたに相応以上の金がはいる」

　ほう。金か。金はいいな。

　だが、相応以上って言い方が気にくわねえ。具体的な数を言えってんだこのド畜ちく生しようが。

「で、あんたがこの取引を断るんだったら、ドラム缶かんの中に入って、河に沈む事になる」

　……。やっぱりこのアホはアホだな。そう言えば俺がビビるとでも思ってんのか？

　いいさ、最初はおとなしく言う事を聞くふりをして、金だけ頂いたらとっととオサラバしてやる。

「あんたがじゃない。あんたの妹の、イブ・ジェノアードがな」

　──。

　────？

　────────ッ！

「ははッ！　その面！　いやな、あんたの事を色々調べた時に不安だったんだよ。あんたみたいな外げ道どうに、人質みたいな真ま似ねが通じるのかってな！　ところがどうだ！　仲間も簡単に見捨てるような手前てめえが、妹の話題になったとたんにその面つらだ。ああ、いいぜ、俺おれを睨にらんでるその眼め、さっきよりもずっとずっとリアルだ。憎しみだけじゃねえ。何かを失うことへの恐怖も入り混じったリアルな怒りだ」

　くそ、くそ、くそ！

　何だってんだ！　何だってんだ畜ちく生しよう！　イブは関係ねえだろうが！

　くそ！　何で俺もこんなに焦あせってるんだよ！　イブがどうなろうが俺には関係無い筈はずじゃなかったのかよ！　家をおんでた時にそう決めた筈だろうが！

　……ああ解わかったよ、認めてやる。認めてやるよ畜生！

　妹は、イブは大事だよ！　殺したくねえよ！

　　だが、俺がそれを認めるって事は、解ってるんだろうな手前！　イブに手ぇ出したら、俺の恨うらみリストの中で手前が一番上に書かれるぞ！　俺が俺が俺が絶対にぶっ殺すからな！　他ほかの恨みリストの連中を全部忘れてでも、いや、そいつらと手を組んででも、絶対に絶対に手前をぶち殺すからな！

「家族の絆きずな、か。いいねえ。そういうのを持ってる手前が、正直うらやましい」

　知ったことか！

「そうそう、俺達の事をそろそろ紹介しとくか。おーい、アデル！　みんなを呼んで来てくれ」

　変態野や郎ろうがそう叫ぶと、部屋の隅にあったドアが開いて、その奥から何人かの男女が入ってきた。なんだこいつら。そろいもそろって小物っぽい面しやがって。

　その中でも特に大人おとなしそうな面をしてた女──年は俺よりも下っぽい女が、ムカツクぐらいにおどおどしながら呟つぶやきやがる。

「あ、あのう……ティムさん、この人、本当に大丈夫なんですか？　凄すごく睨んでますけど」

「アデル、心配すんな。睨んでるってこたぁ、人質が効いたって事だ」

　そうか、この変態の名前はティムってのか。理解したぜ。覚えたぜ。殺してやるぜ。

「そうそう……安心しろよ、別にあんたの妹は、俺達が監禁してるってわけじゃあねえ」

　……。

「もしもあんたが裏切ったり、俺らへの協力を拒んだりしたら……このアデルが、すぐにあんたの妹を殺しに行く」

　このとろそうな女が？　ふざけてんのか？　俺をなめてるのか？

　俺が睨みつけると、アデルとかいうこの女、俺に向かって『宜よろしくお願いします』とか抜かして頭をペコリと下げやがった。なんだこいつ。やっぱこいつも変態か？

　くそ、大体こいつら何なんだ。

　お前ら一体俺になんの用があるってんだよ！　俺が何したってんだ！

　いや、俺はいい。俺は人に恨まれる生き方をしてる。それは事実だ。だがそれがどうした。全部跳はね返してみせらあ。

　だがよ……だけどよ、イブが何したってんだよ！

　畜ちく生しよう、畜生、手前てめえら絶対殺してやるからな！　苦しめて殺してやるからな！　後悔させて殺してやるからな！　その時になって泣いて懇こん願がんしても遅えぞこの馬ば鹿か！

「じゃ、改めて自己紹介しようか。俺はティム。こいつらを束たばねるリーダーみたいな事をさせて貰もらってる」

　名前なんざどうでもいい。どうでもいいんだよタコ。

「てめぇ……ら、一体……なん……なん……だ？」

　ようやく声が出てきやがった。喉のどが焼けるような思いをして絞しぼり出した俺の疑問に、ティムとかいう糞くそ野や郎ろうはムカツクぐらいにあっさりと答えやがった。

「俺達は──『ラルウァ妖怪』さ」




「ヒューイ・ラフォレットの旦だん那なに仕える──イカれた変人の集まりだ」
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「さて……言い訳があるなら聞こうじゃないですか、マリアさん」

　机の端はしを指でコツコツと叩たたきながら、ラックは静かに言葉を紡つむぎだした。

　青年の口元は優しく微笑ほほえんでいるが、眼めは完全に据すわっている。




　リトル・イタリーの一角にある小さなジャズホール。その地下に、この一帯を仕切る『ガンドール・ファミリー』の事務所が存在した。

　天てん井じようからは、階上のジャズホールから流れてくる音楽が聞こえ、室内にリラックスしたムードを作り出している。広大な室内には円えん卓たくがいくつも並び、部屋の隅にはビリヤード台までが設置されている。

　地下に作られたこの空間にいるのは、いずれもカタギとは縁えん遠い外見をした者ばかりであり、通常の人間がおいそれと入れる場所ではないという雰囲気を作り出している。

　しかし──そんな事務所内に、一人だけ異なる空気を纏まとった人間が座っていた。

　部屋の中央にある円えん卓たくで、ラックの向かい側に座っている踊り子のような格好をした女性である。褐かつ色しよくの肌はどこまでも滑なめらかで、見る者に健康的な色気を感じさせる若い娘むすめだ。

　その娘──マリア・バルセリートは、ラックの言葉に不満そうに呟つぶやいた。

「だって」

「だってじゃありません！」

　子供を説教するように、机を手の平でバシリと叩たたくラック。その様子を見て、事務所内にいたギャングの何人かが含み笑いを漏もらしている。

「いいですか、マリアさん。貴女あなたの仕事は、カジノの踊り子件用心棒です。それは解わかりますね？」

「解ってるよアミーゴ！　だから、暴れてる客をチョチョイとやっつけてあげたんだよ！」

「やっつけるのはいいですけどね、その際にスロットを三台とバカラ台を一基、店内のトビラにシャンデリア……どうしてこれだけのものがバラバラになっているのか、それをお聞きしましょうか」

　動かしようの無い事実を突きつけられて、マリアは気まずそうな表情になって視線を逸そらす。

「……つい」

「つい、じゃありませんよ。つい、じゃ！」

　再び平手で机を叩き、ラックは深い深いため息をついた。

　表情から笑みが完全に消え去ったラックに対し、マリアは相手を慰なぐさめるように天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を浮かべて見せる。

「そんな暗い顔しちゃ嫌いやだよアミーゴ！　ラックはもっと笑ってる方が素す敵てきだよ？」

「誰のせいだと思ってるんですか」

「……ごめんなさい、アミーゴ」

　シュン、と火が消えたように縮こまるマリア。外見こそ美しく成長しているが、仕し草ぐさだけを見ればまだ幼い子供のようだった。




　彼女はこのガンドール・ファミリーの食しよつ客かくであり、元の職業は殺し屋だ。

　と言っても、廃業宣言をしたわけではないので、現在もなお殺し屋であると言っても過言ではない。

　彼女は昨年の正月、とある事件でこのガンドール・ファミリーと関わる事になり、ボスであるキース・ガンドールの漢おとこ気ぎに惚ほれて仲間になった──というのは本人の言い分で、実質的には居候いそうろう同然の存在だった。

　もともと女っ気がなかった事務所の上に、メキシコ人が来たのは初めてという事もあって、最初は色々とトラブルめいた事もあった。もっとも、そのトラブルの大半は性や国籍とは無関係で、彼女の天真爛漫すぎる性格が招いたものだったのだが。

　だが、現在ではお互いに勝手がわかったようで、組員と彼女の間に深刻なトラブルはほとんど起こってはいなかった。

　それと引き換えに、今回のようにラックの頭を悩ますトラブルが増えたのだが。

「確かに、暴れる客を叩たたきのめした事はいいでしょう。それは見事過ぎるほどに貴女あなたの仕事をまっとうしています。ただ、もっとスマートに捕まえる事はできないんですか？」

　するとマリアは照れくさそうに笑いながら、腰に差した二本の刀をパシリと叩く。彼女の細腕が持つには長すぎるとも思える日に本ほん刀とうで、黒光りする鞘さやが派は手でな服の中で異彩を放っている。

「このムラサーミァとコチーテがさ、もう抜いたら勝手にズバズバと斬きっちゃって！」

「刀のせいにしない」

「だって」

「だってじゃありません！」

　三度、机がバシリと叩かれる。先刻から繰り返されるコントのようなやりとりに、構成員の何人かは声を出して笑いだしている。

　ラックが睨にらむと慌あわてて顔を逸そらすが、背中が揺れているので笑いをこらえている事が丸わかりだ。ラックは普段はもっと冷れい徹てつな男なのだが、ことマリアに関しては対応が苦手なようで、子供を諭さとす新しん米まい教師のような口調で説教をするのがいつものやりとりとなっている。

　本来ならばもっと強制的な手段もあるのだろうが──マリアはこう見えても、現時点でのファミリー内の最高戦力だ。部外者も含めれば『葡萄酒ヴイーノ』と呼ばれる殺し屋が存在するのだが、彼は気まぐれな男なので、ファミリーの常備戦力とするにはあまりにもあてにならない。それがラックの認識だった。

　つまり、彼女を力で従わせようにも、彼女以上の力を持った人間がこの事務所内にいないのだ。唯一、ラックの兄であるキースの言う事だけは従順に聞くのだが──キース自体、月に数度言葉を紡つむぐかどうかといった性格なので、積極的にマリアを更こう生せいさせようとはしていない。

　もう一人の兄であるベルガは、マリアの豪ごう放ほう磊らい落らくな性格を気にいっているようで、『好きにさせときゃあいいじゃねえか』としか言ってこない。

　結果、ラックが一人で渋しぶい顔をしながら説教をするハメになっているのだ。

「久しぶりに身体からだを動かせると思ったら、ついはりきっちゃって……。だって、あのカジノ、敵が全然攻めてこないんだもん」

「それでいいんですよ！　敵を作らないように我々が努力してるんですから！　貴女の仕事の理想形は、敵が永遠に来なくて、ただカジノの舞台で踊っていることなんですから」

　極論とも言える意見に、流石さすがにマリアも食ってかかる。

「つまんないー！　つまんないつまんないつまんないよアミーゴ！　私は殺し屋なんだよ？　ね？　もっとズバーッとバシャーッとドバーッて感じの仕事は無いの？　来る日も来る日も来る日も来る日も踊ってるだけじゃつまらないよ！　このままじゃ私、いやらしい顔をしたお客さんの眼めをスパっと横一文字に斬っちゃうかもしれないよ？」

「物ぶつ騒そうな事を言わないで下さい」

　ラックはこれ以上は何を言っても無む駄だだと悟さとり、早々に別の話題に切り替える事にした。

「いいですか、マリアさん。そんなに言うんだったら、別の仕事を回して差し上げます」

「ええッ!?　本当に!?　ありがとうアミーゴ！　一体どこの組のボスの首を撥はねてくればいいの!?」

「そんな無む茶ちやな仕事はありません」

「えー？　無茶じゃないよう。なんだったらホラ、この近くにある、あのマルティージョとかいう小さな組、あそこのボスの首を取ってこようか？」

　部外者に聞かれたら対立問題に発展しかねない台詞せりふを吐はくマリアに、ラックは神に祈るように手を組んで顔を伏せた。

　本日何度目かのため息をついて、ラックはマリアを諭さとす為の言葉を紡つむぎだす。

「いいですか、マリアさん。我々はそういう争いが極力無いように動いているんですよ……このご時世に下へ手たな抗争を起こしてみなさい、ラッキー・ルチャーノの『コーサ・ノストラ』に睨にらまれて、あっという間に潰つぶされますよ」

　この時代のマフィアは、ラッキー・ルチャーノという一人の男の手によって、急激な近代化の波が押し寄せていた。『コーサ・ノストラ』という巨大なマフィア組織が裏の世界を仕切り、そこに所属するマフィア組織は、裏切り者を殺すのも、他ほかの組織に抗争を仕掛けるのも全すべて『議会』を通して許可を取らなければならないという制度になっていた。

　ガンドール・ファミリーはその組織体系に組み込まれているわけではないが、だからこそ、何か派は手でな動きをすればあっという間に吹き飛ばされてしまう事になるだろう。

　組織の中でも責任のある立場にいるラックとしては、その事態だけはなんとしても避けたかった。

　そして──その為の手て練れん手て管くだの一つとして、ある仕事を眼前の娘むすめに回す事にしたのだ。

「マリアさん。そんなに暴れたいのなら、揉もめ事が起こる可能性のある仕事を回してあげます。──どこの組織にも所属していない、町のチンピラ達を相手に、うちの組織の施設以外の場所で暴れていただく事になりますが……まあ、交渉の進み方次第ですがね」

「それってどういう事？　アミーゴ」

　マリアの目に、僅わずかに興味の炎ほのおが灯ともった。

　そのタイミングを逃さぬように、ラックは一気に畳たたみ掛ける。

「去年あたりから、この周辺で若いチンピラ達が、我々の許可なく様々な『仕事』をしているようなのですよ。ま、我々の真ま似ね事ごとのような可愛かわいげのあるものだったんですが──ご存知の通り、禁酒法も今年で廃止です」

「え？　そうなの？」

「そうなんです！」

　禁酒法──１９２０年に施行されて以来、アメリカの中で様々な歴史を動かし続けた法律であり、ギャングという組織の成長に対して、非常に強い影響を与えた法律の一つであると言われている。

　もっともそれは、ギャングを抑制するという意味ではなく、寧むしろギャングの裏社会を急成長させたという点においてである。

　禁酒法は政治家や一部の市民団体の理想が先行して定められた法律であり、実際に施行されてからも、アメリカ国内における酒の需要は減らず──結果として闇やみ酒場や密造酒が横行し、それを取り扱うギャングの最大の資金源となってしまったのである。

　こうした傾向などから、徐々に反対派の声が高まりはじめ──とうとうこの１９３３年の２月に憲法の修正案が議会を通過。その後各州で禁酒法が廃止されていき、12月にユタ州の議会で修正案が可決した時をもって、禁酒法は完全に廃止される事になる。

　まだその瞬間は訪れていない状況ではあるが、禁酒法が廃止されるという事は既に周知の事実となっており、ＮＹニユーヨークの酒場でも、正式な醸造業者に対して堂々と酒を注文する光景を眼めにする事ができた。

　こうなると、密造酒で資金を稼かせいでいたギャング達は新たな資金源を探す必要が出てくる。闇酒場と密造酒の資金に頼っていたのはガンドール・ファミリーも同じ事であり、ラックはその方向転換に頭を悩ませていたのだが──

「いいですか、マリアさん。この町で若いチンピラ達が、我々の許可なく様々な『仕事』に従事してるんですよ。密造酒を勝手に造ったり、闇競馬の運営やバッタ品の買取まで色々とね……本来ならば少し脅おどしつけて終わりなんですが、どうもその組織は我々が思っているよりも人数が多いらしくて……ちょっと厄やつ介かいな相手なんですよね」

「解わかったよアミーゴ！　そいつらを全部斬きってくればいいんだね！」

「……あなたが殺し屋として今までどういう仕事をしてきたのか非常に気になります。……ともあれ、そこまで話を大おお事ごとにしたくはないのですよ。できれば、そのチンピラ達の頭とう目もくを脅しつけるぐらいにしておいて頂ければいいのです。我々に逆らう気が起きない程度に、ね。勿もち論ろん、相手が最初から友好的だった場合はその必要はありませんが」

　ラックの説明を聞いて、彼女はしばらく考え込んでいたが──

「解ったよアミーゴ！　取りあえず一人斬ってみて、反撃して来たら反抗的ってことで──」

「マリアさん」

「……ゴメン。私ちょっと調子に乗ってたよアミーゴ」

　感情の無い眼で笑うラックに対し、マリアは素直に謝ってみせた。長く裏社会に身を置いているためか、目の前の男を本気で怒らせる『境界線』を見極める感覚が鋭いのだろう。

「問題は、そいつらが『仕事』をしてるのはうちのシマなんですが……本拠地にしているのは別の組織の縄なわ張ばりなんですよ。向こうの組織には、『互いに不干渉』という事で了承を取っていますが、くれぐれも派手過ぎる真ま似ねはしないようにお願いしますよ」

　ラックはマリアが頭を下げた事に満足したようで、先刻よりも幾分リラックスしたような表情で仕事内容の続きを語りだした。

「まあ、貴女あなたの仕事は『護衛』です。話し合いと脅おどしに関してはチックさんにやってもらいますから、その間彼を護まもって欲しいんですよ」

　そう言いながら、ラックは事務所の隅に眼めを移した。つられるように、マリアも同じ場所へと視線を走らせる。

　二人の目線の先には小さなテーブルが一いつ卓たく置かれており、その席には一人の青年が腰をかけ、鋏はさみの音を立てながら卓上の花を切り刻んでいた。

　ガンドール・ファミリーきっての『拷ごう問もん師し』──チック・ジェファーソン。

　それが、青年の名前だった。

　青年は嬉うれしそうな顔をして花か瓶びんに挿さされた花を切っていたが、ラック達の視線を感じたのか、こちらを向いてノンビリとした動作で手を振った。

　彼の手には銀色に輝く鋏が握られており、左右に振られる刃やいばが照明の明かりを跳はね返して、ラック達に対して煌きらめくアーチを描きだしていた。

「わあ、ラックさんにマリアちゃん。どうしたのー？」

　声と仕し草ぐさからだけ判断すれば、少し子供っぽいところがある好青年といったところだ。しかし、その手に握られた鋏が全すべてを台無しにしてしまっている。

　ラックは軽くチックに笑いかけ、目線を即座にマリアへと戻す。

　彼女はチックと同じように無む邪じや気きな笑みを浮かべながら、片手を挙げて指をパタパタと動かしている。

　──精神年ねん齢れいは同じぐらいらしいですね。

　その思いを口に出す事は無く、ラックはマリアに向けて話を締めくくりに掛かった。

「ま、仕事に関してはチックさんに全て話してありますから、後は宜よろしくお願いしますよ……最後に一つ！　その話には、同じくシマの権利を阻害されているマルティージョ・ファミリーの人達も一枚嚙かんできます。……向こうさんも今日辺りに行くという話でしたから、くれぐれも、くれぐれもその人達とは揉もめ事は起こさないようにお願いしますよ！」

「……はーい」




「ハァイ！」

　ラックの話が終わると、マリアは早速チックの座るテーブルへと歩み寄り、柔にゆう和わな表情を浮かべながら対面の席についた。

「何してるの？　アミーゴ」

　マリアが興味津しん々しんといった声で、チックの行動を観察する。花瓶に挿された綺き麗れいな花の束たば。チックはその花の中に鋏はさみを入れ、時折無造作にその刃やいばを閉じていた。

　ショキリ、という小気味いい音と共に、花の一つが茎の真ん中あたりで切断され、音も無く卓上に舞い落ちる。

「花をね、切ってるんだ」

　チックは淡々と告げながら、落ちた花を拾い上げ、その茎をまた花か瓶びんに挿さし込んだ。

「この花ね、イーディスがくれたんだよ。僕にはお花屋さんが似合いそうだって」

　イーディスというのは、ガンドール・ファミリーが直営する酒場のウェイトレスだ。チックとはある事件を通して個人的に知り合ったようで、今回こうして花をプレゼントされたのだが────

「花って、凄すごいよねー」

　ショキリ。

　金属の擦こすれ合う音と共に、また一本花が落ちる。

　チックは花を貰もらったイーディスに『大事に切るよ』とだけ告げて、ここ数日ずっと花を切る事を続けてきたのだ。

「茎の途中から真っ二つに切っても、水に挿しておけば元気なままなんだよ」

　イーディスから貰った時点で既に切花だったという事もあるが──ところどころで茎を切断されているものの、完全に萎しおれている花はまだ一輪も見られない。

　花の束たばは最初の長さの半分ぐらいまで短くなっており、高さのそろっていた花弁の位置も、現在ではバラバラになってしまっている。

　花屋が似合うと言って渡された一束だが、これでは到底売り物になりそうに無かった。

「うーん。確かに凄いけど、私は花よりもっと頑がん丈じような物が斬きりたいよアミーゴ」

　全く脈みやく絡らくの無い答えを返すマリア。ファミリーの構成員達は、チックの所業を不気味がって遠巻きに見ているだけだったが、マリアは青年の異常な行動に全く物もの怖おじしていない。

「で、仕事の件なんだけど、いつ行くのアミーゴ！　勿もち論ろん今だよね？　今すぐだよね!?」

　マリアは瞳を輝かせながら顔を近づけ、美しいラインを描く顎あごが花の先端に触れた。

　この瞬間だけを切り取れば実に絵になる光景なのだろうが、話している内容とは全く正反対の姿である。遠目に見ている男達は『これで性格もまともならなぁ……』と落らく胆たんめいたため息を漏もらしているが、チックだけは素直に微笑ほほえんで、

「わあ、マリアちゃん。花が似合って可愛かわいいねえ」

　と、まるで場違いな感想を言ってのける。

「そう？　そうかな？　ありがとね！」

　マリアも悪い気はしなかったようで、そこで初めて花瓶に挿された花の束をじっくりと観察した。その束には様々な種類の花が混ぜられていたが、決して派は手でな印象を与える事は無く、見るものに安らぎを与えるような配色の花々だった。
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「ふーん……」

　マリアはしばらく花か瓶びんを見下ろしていたが、やがて思い出したようにチックの腕をとる。

「ま、花は仕事した後にゆっくり見るよ！　それよりさ、さっさと仕事にいこ！　ね？」

　チックの手を強く引くマリアの姿は、まるで何かの祭りを前にした子供さながらだった。

　彼女の強引な誘いを断ろうともせず、チックは最後に一輪だけ花を切り、小さく呟つぶやきながら席を立った。

「──このお花にも、家族はいるのかなあ……」

「？　何か言った？」

「ううん。何でもないよ」

　チックは今まで以上に柔らかい笑顔を浮かべると、マリアの手に引かれるままに、地上へと向かう階段を上り始めた。

　これから行う仕事の内容を理解しているのかいないのか、階段を上る二人の表情には、微み塵じんの恐れも躊躇ためらいも感じさせてはいなかった。

　下へ手たをすれば、血みどろの惨さん劇げきになるかもしれない仕事だというのに──




　二人が出て行った後の事務所で、何人かの構成員達が莫ば迦か話ばなしに興じている。

「っつーか、あいつら二人だけで本当に大丈夫なのか？」

「どっちもガキみてえなもんだからな。まあ、相手もガキだって話だから多分大丈夫なんじゃねえか？　チックだって、話し方はああだが頭の悪い野や郎ろうじゃねえしな」

「ま、少なくとも、マリアがいりゃ殺やられるこたぁねえだろ」

「あいつのサムライソードは、下へ手たなマシンガンよりもおっかねえからな……」

　組員達は皆、マリアの実力をある程度信頼しているようであり、彼らの生命を本気で心配している者は一人たりとも存在しなかった。

　ただ、事務所内の浮かれた風潮に、ラックがピシャリと冷水を浴びせかける。

「皆さん……ちょっと彼女の力に寄りかかり過ぎてはいませんか？」

　組全体が一人の人間に頼りきって、個々の力や結束が弱まってしまう──そんな事態になる事は、ラックとしては何としても避けたいところだった。『葡萄酒ヴイーノ』が来た時にも同じような事態になるのではないかと心配したが、『葡萄酒ヴイーノ』はすぐにどこかへ消えてしまったので、その心配はなくなった。

　だが、代わりにマリアに頼りきっているようになっては仕方がない。ガンドールの武力は小こ娘むすめ一人におんぶに抱だっこだ、などという風評が立っては堪たまらないのだ。

「しかしですよラックさん。実際あいつなら、マルティージョの首ぐらいなら一人でも──」

「物ぶつ騒そうな言葉を口にしないことです。長生きをしたくないというのならば話は別ですが」

　先刻のマリアに対する言葉とは裏うら腹はらに、感情の欠片かけらも無い冷徹な言葉。その冷たさに射い抜ぬかれて、組員の一人は背中に冷たい筋を走らせた。

「それに──マルティージョをあまり甘あまく見ない事ですよ。あそこにはロニー・スキアートという『葡萄酒ヴイーノ』にも匹ひつ敵てきする男がいますし──ヤグルマやマイザーも、一ひと筋すじ縄なわでいく相手ではありませんから」

　事務所にいる全すべての人間を戒いましめるように語った後、ラックは最後に、独り言のように言葉を付け加えた。

「そして、最年少の幹部……フィーロ・プロシェンツォも、ね……」




　　　　⇔




同時刻──レストラン『蜂の巣アルヴエアーレ』




「酷ひどいぜフィーロ！」

「酷すぎるよ！」

「最悪だ！」

「最も悪だね！」




　リトルイタリーとチャイナタウンに挟はさまれた大通り。その一角にある蜂はち蜜みつ専門店の奥に、そのレストランは存在した。

　入り口には蜂の巣を模した鋳い物ものの看かん板ばんが掲げられており、そこにはイタリア語でそのまま『蜂の巣アルヴエアーレ』という名称が描きこまれていた。

　イタリアの犯罪組織である『カモッラ』。マフィアとは異なった組織構成やしきたりを持つ犯罪組織であり、シチリアマフィア、ヌドランゲタと並ぶイタリア三大犯罪組織の一つである。

　その亜流組織の一つである『マルティージョ・ファミリー』。このリトルイタリーとチャイナタウンに極ごく々ごく小さな縄なわ張ばりを持つ弱小組織。その本拠地こそが、この蜂蜜の匂においが充満するレストランだ。

　元は縄なわ張ばり内でも最大規模の闇やみ酒場だったのだが、禁酒法の廃止運動に伴って、現在ではまっとうな社交場に変化している。内部には宝石のように煌きらめくシャンデリアや、重じゆう厚こうな彫刻を施されたバーカウンターやテーブル、壁にかけられたオイルランプなど──必要以上に豪ごう華かな装飾が施された空間が広がり、その中に、蜂蜜を利用した料理の甘あまい匂いが充満している。

　昼時という事もあり、本来ならば匂いに食欲をそそられた人間達で溢あふれかえっているところなのだろうが──この日は少しばかり様子が違っていた。




「だーかーらー、悪かったって言ってるだろ」

　バーカウンターに寄りかかりながら、一人の男が疲れたように謝罪の言葉を吐はく。

　年は18～９といったところだが、幼さの残る顔だけを見れば、もう２、３歳さいは若く感じられる。

　数人の男女がその少年を取り囲み、彼の正面にいる一組のカップルが、手を振り上げながら抗議の声をあげていた。

「謝れば済む問題じゃないぞ！」

「問題外だね！」

　男の方は手品師のようなタキシード。女の方も男に合わせるかのように、まるで舞踏会にでも出向くようなドレスを身に纏まとっている。

　明らかに時と場所に似合わない格好だったが、二人の服装に疑問を持つものは誰もいない。

　少年がため息をつくのを見て、男──アイザック・ディアンは、振り上げた拳こぶしをブンブンと振り回す。

「俺おれ達が今のドミノを並べるのにどれだけ掛かったと思ってるんだよ！」

　それに追随するように、女──ミリア・ハーヴェントも拳を振り回しながら叫ぶ。

「血と汗と涙の結晶だったんだからね！」

　二人から投げかけられる怒りの籠こもった言葉に、少年──フィーロ・プロシェンツォは更に深くため息をついた。

「血と涙は流してないだろ……」

「そんな事を言っても、俺おれの体の中を流れる熱い血潮は誤ご魔ま化かせないぞ！」

「ドミノが崩くずれた時、アイザックちょっと泣いてたしね！」

　少し間の抜けた二人の言葉だが、それに同調するように、周囲にいた人間達も少年を糾きゆう弾だんし始める。

「フィーロ、お前が悪いぞ」

「ったく、ドジなんだからよお前は」

「集中力が足らん。鍛たん錬れんを怠おこたるからそういう事になる」

「フィーロお兄ちゃん、もっと真剣に謝った方がいいよ」

「フィーロさん……」

「あーア。フィーロのせいで掃除が大変ダヨ？」

「帰れ」

「出てけ」

「去れ」

「消えろ」

　最初は黙って聞いていたフィーロだが、仲間達に散々な事を言われるうちに、次第に腹に据すえかねてきたようだ。気まずそうにしていた表情が、だんだん怒りを含んだものに移り変わっていく。
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　──俺おれ、一応このマルティージョ・ファミリーの幹部だよな？

　それなのに何な故ぜ、同じ幹部のペッチョやランディはおろか、居候いそうろうのチェスや幹部ですらないファミリーの若衆、果てはウェイトレスのリアにまで罵ば倒とうされなければならないのだろう。

　確かに非は自分にある。だが、それにしてもここまで言われなくてはならない事なのか？

　フィーロの中にそんな鬱うつ屈くつした思いが積み重なり──

「ドミノ代、弁べん償しようしろ！」

「賠ばい償しよう請求だね！」

　ついには、崩くずれ去る。

「うるせえ！」

「ひッ」

「ひゃあ！」

「なんで立てかけのドミノを倒しただけで弁償なんて話になるんだ！　砕くだけたか？　砕けたのか？　俺が倒したらドミノ牌パイは粉々に砕けちまったのか!?　ああ!?」

　突然の怒ど鳴なり声に、アイザックとミリアはビクリと身体からだを硬直させる。

　その様子を見て、フィーロは畳たたみ掛けるように言葉を紡つむぎだす。

「大体だな、ここはメシを食う所であってドミノを並べる場所じゃねえだろ！　俺達の縄なわ張ばりの場所を貸してやってるんだから、ちょっとぐらい倒しても大目に見ろよ！」

　そこまで言い切って、フィーロは息を荒げながらアイザック達を睨にらみつけた。

　憤いきどおる少年の様子を見て、ランディとペッチョが耳打ちしあう。

「見事な逆ギレだな」

「あいつも楽しんで並べてたくせに……」

　フィーロの耳にもその会話は届いていたが、あえて無視しながら表情に怒りを灯ともし続ける。

　アイザックもミリアもしばらく固まっていたが、やがて二人そろってワナワナと震え出し────

「う、うわあああ！　フィーロの馬ば鹿かーッ！」

「わあぁん！　フィーロの唐とう変へん木ぼく！　無知蒙もう昧まい！　底抜け凡ぼん愚ぐの世間知らずーッ！」

　思いつく限りの捨て台詞ぜりふを吐はくと、泣きそうな顔になって出入口へと向かって駆かけ出した。

「と、トウヘ……何？」

　フィーロは怒るよりも先に、ミリアの言った単語の意味が解わからずに混乱する。その横で、日本から来た移民であるヤグルマが、

「ミリアのお嬢じようちゃん、やけに日本語に詳しいのう……」

　と呟つぶやいた。

　アイザック達がドアを開くと、丁ちよう度ど外から入ってきた男とぶつかりそうになった。男は手に紙袋を持っていたが、すばやい身のこなしでアイザック達の横をすり抜けた。

「なんだ？　……おっと」

　二人が完全に通り過ぎたかと思った瞬間──その男の背中からミリアが首だけヒョコリと覗のぞかせ、フィーロに向かって舌を出しながら捨て台詞ぜりふを吐はいていく。

「べーッだ！　フィーロなんか夜行さんの首無し馬に蹴けられちゃえ！」

　それだけ叫ぶと、トテトテと音を立てながら、先に外に出たアイザックの後を追っていく。

　ドレスの裾すそをはためかせながら駆かけ逃げるミリアの姿は、童話に出てくるシンデレラを想像させた。そんな彼女の背を見送ると、フィーロは頭を押さえながら三度目のため息をついた。

「……夜行さんって誰だ？　畜ちく生しよう……怒らせるならまだしも、混乱させるような事を言い残していきやがって……」

　ブツブツと文句を言いながら振り返ると、店内にいた人間達が白い眼めをしてフィーロの事を見つめている。みんな口では何も言わないが、その視線からはフィーロに対する非難の色がありありと滲にじみ出していた。

「……ああもう、解わかりましたよ、俺おれが大人おとなげ無かったですよ！」

　苛いら立だたしげに首を振るフィーロに、後からやって来た紙袋の男が、事情が吞のみ込めないといった目つきで尋ねかける。

「何かあったのか」

「ああ、ロニーさん。いえ、何でもありませんよ。ちょっと俺が、アイザック達が並べてたドミノを完成前に倒してしまっただけで……」

　それまで苛立たしげだったフィーロが、突然かしこまった口調になって質問に答える。

　ロニーと呼ばれた男は、このマルティージョ・ファミリーの『秘書キアマトーレ』という役職にあたる人物で、実質的に組織のナンバー２に位置する存在だ。

「ふむ。そうか……しかし飛び出したと言っても、あいつらは何ど処こに行ったんだ？」

「ったく、気にする事無いですよ。どうせあいつらの行くあてなんてこの店しかないんすから、腹でも空すかせたら戻ってくると思います」

「……まあいい。ちょっと俺も外に出る用事があってな。見かけたら俺が説得して連れ戻そう」

　上級幹部から吐かれた予想外の言葉に、フィーロは眼めを丸くして驚いた。

「そんな！　ロニーさんがわざわざ──」

「ついでだ。気にするな。会わなかったらそれまでだしな」

　ロニーは淡々と告げながら、紙袋の中から大量の胡こ椒しよう瓶びんを取り出して、バーカウンターに綺き麗れいに揃えていく。

「それにな、昨日河ぞいの工事現場で、作業員達が変な連中に襲われたらしい。物ぶつ騒そうになったとまでは言わんが、警戒するに越したことは無いからな」

　紙袋の中身を全すべて出し終わった後、休む間もなく身を翻ひるがえす。

　外に向かう彼の背に対し、細身の影が後を追うように立ち上がった。

「私も探しに行きます」

「エニス」

　フィーロが驚いたような顔で、立ち上がった黒スーツの少女に声をかける。

「大丈夫だよ、あいつらならほっときゃ帰ってくるって」

「でも……今のロニーさんの話もありますから……」

　エニスと呼ばれた少女は静かに駆かけ出し、フィーロの横で一いつ旦たん立ち止まって、少年の耳にそっと唇くちびるを寄せる。

「……ちゃんと、アイザックさん達に謝る言葉を考えておいて下さいね？」

　子供を優しく諭さとすような口調で呟つぶやかれた言葉に、フィーロは怒る事も反論する事もせずに、顔を真まっ赤かにしながら小さく頷うなずくのみだった。

「わかったよ……」

　舌打ちをしながら、子供のようにそっぽを向くフィーロ。その仕し草ぐさを見て優しく微笑ほほえみながら、黒服の少女は街の雑ざつ踏とうへと向かって扉を潜くぐり抜けていった。

　その背を最後まで見送ると、フィーロは何かを確認するようにゆっくりと振り返った。

　だが、既に白い眼めでフィーロを睨にらんでいる人間はおらず、皆昼食を食べたり新聞を読んだり思い思いの時間を過ごし始めていた。

　フィーロはどこかホっとしながら、自分もコーヒーを飲もうとカウンターの席に腰掛けた。

　ところが──それを待っていたかのように、一人の男がフィーロの横に腰をかける。

「やあ」

「マイザーさん……」

　眼鏡めがねをかけた長身の男。フィーロの上じよう司しである組織の『出納係コンタユオーロ』、マイザー・アヴァーロだ。

　マイザーは先刻フィーロが責められている時、一人だけ何も言ってこなかった。その分の説教を今しようというのだろうか？　フィーロは相手の意図を探るように、横目でちらりと表情を窺うかがった。

　刹せつ那な──マイザーが柔にゆう和わな表情を浮かべて口を開く。

「フィーロ、さっきの──わざとですね？」

「……何が、ですか？」

「貴方あなたが、完成間近のドミノの列を崩くずしたことですよ」

　沈黙。

　静かだが、はっきりとした声だった。フィーロは周囲に聞こえているのではないかと周りを窺ったが、どうやら今の会話に耳を傾けているのは自分達だけのようだった。

「何のことだか」

「フィーロ」

　優しいが、有う無むを言わせぬ口調だった。

　フィーロはしばらく黙していたが、やがてあきらめたように口を開いた。

「……ええ」

「どうしてあんな真ま似ねを？」

　少年は、しばらく自分の中で答えを探すように考え込んだあと、ポツリポツリと言葉を紡つむぎ始めた。

「怖いんすよ」

「怖い？」

「俺おれの中にある、あのセラードって爺じじいの記憶は、俺の理解を遠く超えてるんです」

　セラード。

　突然出てきたその人名に、今度はマイザーの方が沈黙する。

「これは──俺達不死者に定められた、業ごうみたいなもんなんすかねえ」
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「ったくよお……あんたの情報を引き出すのに、こっちは情報屋にえらく代だい償しようを支払ったんだぜ？　あそこは『不ふ死し者しや』に関する情報に関しちゃ、貝の化石なみに口が堅くなりやがる。こっちは金と情報を馬ば鹿かみてえに支払って、あんたの沈んでる場所を調べたんだ。少しは感謝して欲しいなぁ」

「……知った事か」

「はは、確かにそうだ。じゃあ、あんたが知ってる事を聞こうか？　ダラスさんよ。あんたはその……『不死者』についてどれだけ知ってる？」

　リトル・イタリーへと続く大通りを、風変わりな格好をした集団が歩く。

　ティムをはじめとする、『ラルウァ』の面々だ。

　一見すると街のチンピラ集団のようでもあるが、何人かは銀行員風の格好をしたりしているので、簡単に彼らを形容する事は難しいだろう。

「あんたが不死者になった時──セラード・クェーツからどこまで聞いた？」

　十人程の集団の中で、ティムはすぐ後ろを歩くダラスに尋ねかけた。

「知るか」

　ダラスは無愛想にそう呟つぶやいただけで、歩きながらティムの後頭部を睨にらみ続けている。

「なら、こっちから適当に説明させてもらうぜ。まず重要なのは、あんたは完全な不死者じゃない。あんたは不死なだけで不老じゃねえ。年老いりゃ老ろう衰すいで死ぬ中途半端な不死者だ。……いわゆる、出来損ないってやつだな」

　──いちいち勘かんに触さわる言い方をする野や郎ろうだ。

　ダラスは更に強く睨みつけるが、当然ながらティムの後頭部はビクともしない。

「本当の不ふ死し者しやってのは──今から２００年ちょい前、錬れん金きん術じゆつ師し達が悪魔に頼んで一杯の『酒』を渡されたのさ」

「錬金術師？」

「うわ、そこから説明しなきゃ駄だ目めかよ。アデル、俺おれはめんどい。その辺ちょっと説明してやってくれ」

「あ、は、はい！」

　ティムの言葉に、ダラスの横を歩いていたアデルが反応する。

　彼女は白を基調とした動きやすそうな服を纏まとっており、その背中には奇妙な棒状の物が括くくり付けられている。何かの武器のようだが、ダラスにはそれが具体的にどのようなものなのか想像する事ができなかった。するつもりもなかった。

　始し終じゆうおどおどした態度のこの娘むすめが、ダラスはどうにも気に食わない。そもそも、何かあった場合にはこの娘が自分の妹を殺すと言うのだ。気に食わない以上に、殺意さえ覚える。

　──こんな小娘に人が殺せるとは思えねえが──

　ダラスはそこまで考えて、首を大きく横に振った。

　３年前、自分は似たような小娘に叩たたきのめされているのだ。ダラスはその時のエニスという名の娘の顔をはっきりと思い出し、憎にく々にくしげに唾つばを吐はいた。

「──で、錬金術師っていうのはですね、そういう種類の……あ、あの、聞いてますか？」

「聞くかボケ」

「ひ、酷ひどい……」

　その後の説明も適当に聞き流すと、ダラスはティムに向かって苛いら立だたしげに問いかける。

「で、その不死者ってのがどうだってんだよ」

　ダラスの言葉に、ティムはニヤリと笑って言葉を紡つむぎだす。

「早い話が、この町にはそんな不死者が何人もいるっていう噂うわさなんだよ。ま、ヒューイの旦だん那なが情報屋から聞いた話らしいがな。あんたを不死者にしたセラードとかいう爺じじいは、その中の一人にとっくに喰われちまってるらしい」

　喰われる。奇妙な表現だったが、ダラスはそのイメージをすんなり思い浮かべる事ができた。

　ハッキリと記憶に残っている。ダラスが出来損ないの不死者にされた時、彼と共に行動していた仲間が一人、セラードの右手に吸い込まれていったのだ。

「不死者は、同じ不死者や出来損ないの不死者を右手から『喰う』事ができる。だが、出来損ないの不死者にその力はねえ。一方的に搾さく取しゆされるだけの存在ってわけだ」

「そんな俺がムカツクだけの説明は飛ばせ」

「解わかったよ。そう焦あせるな。……ま、早い話が、俺らのボスであるヒューイ・ラフォレットってのは、その完全版の方の不死者ってわけだ」

　本来なら部外者であるはずのダラスに、ティムという男は淡々と組織の内幕を語ってみせる。しかしダラスはそんな情報には興味が無いようで、さっさと次に行けとばかりに唾つばを吐はいた。

「興味はないか？　誰がそのセラードっていう錬れん金きん術じゆつ師しを『喰った』のかよ」

「知るか」

　全く興味なさそうに吐き捨てたが、ティムはダラスの反応を無視して言葉を紡つむぐ。

「フィーロ・プロシェンツォ」

　ダラスの足が止まる。

　今の言葉が意味する事を、通りの真ん中で嚙かみ締めるように考える。

　一つ、あの糞くそガキはまだ生きている。

　一つ、あの糞ガキは『完全な不ふ死し者しや』だ。

　一つ、あの糞ガキは俺おれを殺す事はできるが、逆はできない。

「なんだ……と」

　自分で辿たどりついた結論を必死で否定しようとしながら、ダラスは静かに冷や汗を搔かいた。

　まるで、自分がこの世の中で最弱の存在になってしまったような──そんな錯覚に囚とらわれて。
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　不死者。

　フィーロ・プロシェンツォは不死者だ。

　３年前、とある錬金術師同士の争いに巻き込まれ、偶発的に不死者となった身だ。

　彼だけではない。その事件に巻き込まれて不死の体を手に入れたのは、このマルティージョ・ファミリーの幹部全員に、ガンドール・ファミリーのボスである三兄弟。強ごう盗とうカップルのアイザックとミリア。たまたまその『不死の酒』を飲んだ祝いの席にいた、幹部の家族の何人かとこの『アルヴェアーレ』の店員が二人。

　それだけ多くの人間が、たった一晩の内に『不死者』と成り変わったのだ。

　セラードというのはその事件に関わった錬金術師の一人で、現在はその記憶と経験ごとフィーロの体内に取り込まれてしまっている。

　そう──記憶も、経験も、過去すらも──何もかも、何もかも。

「俺の中に──あの爺じじいの記憶が流れ込んできて、今もまだ残ってるんですよ……あの爺、本当に下げ衆す野や郎ろうですね。……あいつが楽しんだって思える記憶が俺の中にあるんですけど……正直、俺には理解できないことばかりでした」

　目の前に置かれたコーヒーをスプーンで静かにかき交ぜながら、フィーロはマイザーに対して少しずつ自分の思いを告白していった。

「あの爺……人が、人が積み上げてきた全すべてのものを奪い去る、そんな瞬間に最も『喜び』を感じてるんですよ。努力だろうが時間だろうが、積み上がった高さが高ければ高い程に、喜びを、快感を、生きがいを感じてるんですよ。俺おれが今まで生きてきた中で感じた何倍もの喜びを！　正直、ショックでした。俺が幹部になる事ができた瞬間の喜びよりも、あの爺じじいが人を一人『喰った』時の喜びの方が嬉うれしかったって……俺の記憶の中ではそういう事になってしまってるんですよ」

　少年の言葉に、マイザーは頷うなずく事も否定することもせず、ただ、静かに耳を傾ける。

「それでも、その理解できない記憶さえも──今の俺の一部なんですよ」

　そこで初めて、フィーロの表情に感情の色が灯ともる。何かに怯おびえる子供のような、純粋な恐怖だけをたたえた表情だ。

「怖いんです」

「……」

「マイザーさん。俺は怖いんですよ！　あの記憶が俺の中にある限り、俺も、俺もいつかあの爺と同じように────」

　身に迫っている恐怖を訴えるかのような声を出すフィーロの前に、マイザーは静かに手を掲げる。

　フィーロは目の前に現れた掌てのひらで我に返り、周囲を気にしながらコーヒーに眼めを戻した。

「す、すみません」

「いえ……いいんですよ」

　やがてマイザーの前にもコーヒーが運ばれてきた。マイザーは角砂糖を二つ溶とかしながら、コーヒーカップに目線を置いたままで静かに呟つぶやいた。

「だから貴方あなたは、確かめたくなった」

「……」

「自分ももしかして、セラードと同じように──他人が積み上げたものを奪い、破壊するという行為に喜びを覚えるのかどうかを」

　淡々と語られるマイザーの分析に、フィーロは一切反論しようとはしなかった。

「でも、そんな事はできない。だが、誘惑は続く。もしかしたら快楽が得られるんじゃないか、もしかしたら物凄すごく楽になれるんじゃないか。ならば、試しに人の命に関わりの無いものを奪って確かめてみたらどうだろう……」

　そこまで喋しやべったところで、フィーロがマジマジとマイザーの顔を見つめてきた。

「マイザーさん、俺の心が読めるんすか？」

「予測しただけですよ」

　軽く笑いながら、マイザーは言葉の続きを紡つむぎだす。

「それで──どうでしたか？　アイザック達が一生懸命積み上げたものを奪ってみて」

　結論を飛ばして、結果だけを尋ねかける。

　予測していたその問いかけに、フィーロは迷う事無くこう答えた。

「あいつらの泣きそうな面つら見たら、自分をぶん殴なぐりたくなりました」

「ハハ、安心しましたよ」

　マイザーも最初から信じていたのだろう、フィーロの言葉に、間かん髪ぱつ入れずに笑いかけた。二人は互いに笑いあいながら、それぞれ前にあったコーヒーに口をつけた。

「あの爺じじいの事──全部忘れられるように努力します」

「忘れる必要なんかありませんよ。……受け入れた上で、乗り越えられればいいんです。足あし枷かせになると思ったら、迷う事無く断ち切れるかどうか、ですよ」

　マイザーの言葉に、フィーロはしばらく考えた後に返答する。

「努力します」

　そのままコーヒーを飲み干すと、少年は改めてマイザーに尋ねかけた。

「でも……人の過去や感情なんて、自分の力だけで乗り越えたり断ち切ったりできるもんなんですかねえ」

「不ふ死し者しやに限らず、そういう悩みは誰もが抱かかえていることだと思います」

　更に角砂糖を一つ加えながら、マイザーは少しだけ真剣な表情になって呟つぶやいた。

「ただ、自分が本当に経験してきた過去ならば……それを本当に断ち切るべきなのかどうかは、考えどころかもしれませんけれどね」

　すっかり甘あまくなったコーヒーをすすりながら、マイザーは遠くを見ながら口を開く。

「悲しみも苦しみも、自分の力だけで断ち切れる力が、人間にはある」

　船の上で悪魔を呼び出し、仲間達の間で最初に不死者となった男は──静かに、しかし確固たる信念を持って呟いた。

「私は、そう信じています」
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「くっそー！　フィーロめ！　どうやってギャフンと言わせてやろうか！」

「ギッタンバッタンにしなきゃね！」

「ギャフンの上にギッタンバッタンか……ちょっとそれは残ざん酷こく過ぎないか？　ギャフンだけで十分さ！　それで許してやるつもりだ！」

「わあ、アイザックは優しいね！」

『蜂の巣アルヴエアーレ』を飛び出したアイザックとミリアは、リトル・イタリーの大通りをあても無く彷さま徨よっていた。

「そうだな……ギャフンって書いた紙を渡して、読んでって頼むというのはどうだろう。もしくは、レオナルド・ギャフンさんって人を探してきてフィーロと仲良くさせるとか」

「完かん璧ぺきな作戦だね！　ところで、『ギャフン』ってなあに？」

　ミリアの根本的な疑問に対し、アイザックは待ってましたとばかりに胸を張る。

「ギャフンっていうのは、日本に伝わる伝統的な叫び声らしいぞ！　エド時代って時まではギョフンだったらしいけど、ウチダロアンって日本人の本にはギャフンって書いてあった！　何とか百ひやく面めん相そうって本だったから……アルセーヌ・ルパンみたいな話だった気がする！」

「わあ、アイザック、博はく識しきぃ！」

　相あい方かたの賞賛に気を良くしたのか、アイザックは更に胸をそらせながら言葉を続ける。

「おうよ！　日本語読めないから、ヤグルマの爺じいさんに読んでもらったんだ！　完かん璧ぺきだぜ！」

「用兵術って奴やつだね！」

「……あれ、でもその時、怪かい盗とう紳しん士しなんて出てきたかなあ」

　当然の疑問を口にしながら悩むアイザックに、ミリアは何の疑いも持たない目で声高らかに叫ぶ。

「きっと出てきたけど、怪盗だから上う手まく隠れてて見つからなかったんだよ！」

「そうか！　くそう、流石さすが百面相なだけはあるな！」

「百ど々ど目め鬼きでも見破れないね！」

「くそう、知らない間に俺の心は見事に盗ぬすまれていたわけだな！」

　完全にネジの外れた会話を繰り広げながら、二人は今後の行動について語り合う。

「だが……フィーロは俺おれの心ではなくもっと大事な物──夢と希望と時間を盗んだ大悪党だ！　とにかく、俺達はフィーロに宣戦を布告する！」

「ひゃあ、大戦争！」

「ドミノの仇かたきだ、倒れたドミノの数だけ謝らせるぞ！　それまであいつのところには帰らない、覚かく悟ごはいいな、ミリア！」

「うん！　……あっ！」

　妙なテンションの高まりを見せる中で、ミリアが水を差すように一つの事実を指摘する。

「でもでもアイザック、今日はどこで寝ようか？　お金も荷物も、全部お店に置いてきちゃったよ？」

「なあに、心配すんなミリア！　東洋のことわざで『渡りに船』という言葉がある！」

「どういう意味？」

　不思議そうな顔をするミリアに対して、アイザックは自信に満ち溢あふれた顔で答えを返す。

「渡らなきゃいけない大きな河には、必ず船があるって意味らしい。……つまり、なんとかなるって事さ！」

「わあ、アイザック、頼もしい！」

　完全に間違った知識で自信をつけながら、アイザックはミリアにいいところを見せようと、思いついた事を考えなしに述べ始める。

「そうだ！　……ふふふ、ミリア。モーゼのように迷える俺達の前に、早速ノアの箱舟が訪れたぞ！」

「エジプト人が大洪こう水ずいだね！」

「ふふん、十じゆつ戒かいって奴やつさ。フィーロには『ドミノに対する十個の戒いましめ』を突きつけてやる！　ドミノの神様の名において！」

「ドミニオンだね！　それでそれで！　神様のお告げを早く教えてよアイザック！」

　楽しそうに笑いながら、ミリアはアイザックの思いついた妙案に眼めを輝かせる。

「俺おれらにはさ、フィーロ達の他ほかにも頼れる友達がいるじゃないか！　今晩、あいつんとこに泊めてもらおうぜ！」

「わあ、ナイスな名案だね！」

　明らかに他人任せな計画を打ち出すと、二人は迷う事無く駆かけ出した。

　曇り空の下にも関わらず、その姿はとても眩まぶしく──まるで、彼ら自身が世界の中心であるかのように。




　　　　⇔




　しばらくの間をおいて、先刻まで二人が居た場所に、新たな二人組が現れた。

　コートを身に纏まとった鋭い目つきの男と、スーツ姿の細ほそ身みの女。

　アイザック達の後を追って外に出た、ロニーとエニスだ。

　アンバランスともお似合いとも判断のつかない二人が、通りの真ん中で足を止める。

　彼らは真剣な目つきで周囲を見渡すが、既にアイザック達の姿は何ど処こにも見当たらない。

「ふむ、遅かったか……まあいい」

「手分けして探しましょう……ロニーさん？」

　エニスが振り返ると、ロニーは往来の真ん中で眼めをつむり、額ひたいに指を当てて何かを考え込んでいる。

「ロニーさん？　あの、どうなさったんですか？」

　エニスが心配そうに尋ねると、ロニーはゆっくりと眼を開けながら呟つぶやいた。

「……どうやら二人は私の目的地と同じ方向に向かっているようだな……まあいい。二人はこっちだ」

「え？　え？」

　エニスは訳が解わからぬまま、ロニーの後をついていく。

「ちょっと待って下さい、ロニーさん、ロニーさん！」

　ロニーは一片の迷いも無く、自分の『仕事』の目的地へと向かって歩きだした。

　アイザックとミリアの動きが、その目にハッキリと見えているとでも言わんばかりに──まるで、全すべてを見通す眼があるとでも言わんばかりに。

　エニスはそれ以上尋ねる事をあきらめて、黙ってロニーの後についていく事にした。

　──なんだろう。ロニーさんは時々こういう事をする。何かを探す時とかも、まるで、離れている場所が見えているみたいにすぐに見つけてしまう。

　前々からエニスは、このロニーという幹部に対して不思議な感覚を抱いだいていた。ただの人間とは違うような、それでいて、かつての主あるじであるセラードや、マイザー、フィーロなどと近い存在のような、不思議な雰囲気を感じ取っていた。

　そして何より奇妙な事に、彼女はどこかで彼にあったような記憶があるのだ。

　はっきりとは思い出せないが、もしかしたら、以前にエニスが体内に取り込んだ他ほかの『不ふ死し者しや』の記憶かもしれない。

　そう思って、更に奥深くまで自分の記憶を辿たどって見るのだが──彼女には、どうしてもロニー・スキアートの『過去』を思い出す事ができなかった。

　まるでその『過去』が、己が簡単に触れてはならない領域であるかのよに。




　　　　⇔




「で、俺おれ達は一体何ど処こに向かってるんだよ」

　ダラスの問いかけに、ティムは特に隠すことも無く答えを返す。

「ん？　ミリオネア・ロウだけど、それがどうかしたかい？」

「ミリオネア・ロウだぁ……？」

　マンハッタン一の高級住宅街の名前に、ダラスは相手の意図が読めずに混乱する。俗に富ふ豪ごうと呼ばれる人間達が集まっている区画で、どう考えてもティムのような人間には縁遠いところの筈はずだ。

　だが、ダラスにとってはそうでもない。彼の実家はニュージャージーの大富豪であり、別荘として祖そ父ふが建てた豪ごう邸ていがその区画に存在する事を知っていたのだから。

　本来ならばダラスは富豪の跡取りの一人だったのだが、妹以外の家族との不仲などが原因で家を出てしまっていたのだ。

　そして、セラードを巡る事件に巻き込まれ、現在に至る。

「あそこは手前てめえらみたいな貧乏人が入っていい場所じゃねえぞ」

「……あんたのその尊大さには真剣に頭が下がるよ、ほんと」

　ティムは苦笑いを浮かべながら、不思議な生き物を見るような眼めでダラスを見つめる。

「なるほど、流石さすがはヒューイの旦だん那なに選ばれただけの事はある」

「あん……？」

「おっと、あんたは知らなくていい事さ。そうそう……これから行く場所は、あんたは一度か二度、行った事があるんじゃないのかな？」

　その言葉に、ダラスは一瞬惑い、思い当たる事を見つけて怒ど鳴なりだした。

「てめえ！　まさか、俺おれの別荘に行く気か!?　何で……あそこにゃ今は誰も……誰かいるのか!?　おい！　まさかイブがいるんじゃねえだろうな！　手前てめえら……」

「場所は当たりだ。名推理に拍手しよう。だが……後半は間違いだ」

　ダラスが何かを叫ぼうとするのを抑えるように、ティムは真剣な顔つきになって言葉を紡つむぐ。

「安心しな、今はそこにあんたの妹はいねえよ」

　ティムは静かに笑うと、ダラスにとって意味の解わからない事を呟つぶやいた。

「代わりにそこに居るのは、たちの悪いチンピラ達──」




「早い話が、俺達にとっての──『捨て駒ごま』さ」




　　　　⇔




「ところでさ、アミーゴ。その獲物達って一体何ど処こに居るの？」

　ブロードウェイを歩きながら、マリアは相あい方かたに向かって退屈そうに尋ねかけた。

　道にはチラシが花びらのように飛び交い、その合間から色とりどりの看板が見える。昼間だというのにネオンの明かりが輝いているのかと錯覚させるような派は手でな看板が多く、中には本当にネオンを光らせているものもあった。

　チラシに描かれた美しい装飾の数々が、そのまま見上げるように巨大な看板となり、その看板が寄り集まって、この『ブロードウェイ』という一つの広告を創り上げている。

　そんな派手な通りの中でも、マリアの容姿は一ひと際きわ人の眼めを惹ひきつけるようで、道行く男達が振り返っては口くち笛ぶえなどを吹いていく。おそらくは舞台女優の一人だと思われているのであろう。

　そんな街の様子に全く気付いていないようで、マリアの頭の中には日に本ほん刀とうをいかに効率良く振り回せばこの通りを壊かい滅めつさせられるだろうか、という物ぶつ騒そうな考えしか浮かんでいなかった。

　脳内で一通りの斬ざん撃げきシミュレーションを終わらせ、退屈紛まぎれにようやく今日の行き先を尋ねたという始末なのだ。

「廃工場とか？　地下室とか？　私達ってどこに向かってるの、アミーゴ」

　遅すぎるとも思える質問に、チックは嫌いやな顔一つせずに答えてみせる。

「えっとねー。ミリオネア・ロウって所にある、ジェノアードさんっていう人の別荘だよー」

「そのジェノアードっていうのが今回のターゲット？　斬きっていいの？」

　わくわくしながら尋ねるマリアに、チックは静かに首を横に振った。

「ちがうよー。えっとね、そこに今居る人の名前はねー……」

　チックはポケットからメモを取り出すと、そこに書いてあった名前を読み上げる。

「えっと、顔に刺青いれずみがある人でね……」

　メモを下の方まで読み込み、チックはようやく目当ての固有名詞まで辿たどりついた。




「そう、ジャグジー！　ジャグジー・スプロットさんっていう人だって！」
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　ミリオネア・ロウは、このＮＹニユーヨークの中でも成功者だけが集まる区画だ。

　グランド・セントラル駅に面したこの一画は、特に選ばれた富ふ豪ごうだけが居きよを構えている土地だと言っても過言ではない。

　その中に堂々とそびえ立つ、ジェノアード家の別宅。

　過度の装飾はないものの、その分だけ建物のデザインの上品さが際立っている印象だ。

　広く造られた庭園は、訪れた者に、そこがマンハッタンの中心である事を一瞬忘れさせる。

　まるで映画のセットにでも紛まぎれ込んだような錯覚を与える程の立派な家で、前を通り過ぎる人々は皆、ここに住まう者はなんと恵まれた成功者なのだろうと羨うらやみ、時には嫉しつ妬とする。

　だが、当のこの豪ごう邸ていの住人はというと──

　それこそ映画に出てくる喜劇役者のように、なんとも言えぬ情け無い顔をして、泣いていた。

　叱られた子供のように、両目からポロポロと涙を溢あふれさせ。

　成功者は、ただひたすら泣いていたのだ。




「うッ……ひぐッ……あの、あのね、だからさ……ぼ、僕はただ、掃除は隅々までやらなきゃと思っただけで……でも……ひぐッ！　こんな事になるなんて……」

「解わかったよ。解ったから泣くな。花か瓶びんを割ったぐらいで泣くなんて、子供かお前は」

　豪ごう邸ていの内部──迎げい賓ひん館か何かを思わせるような廊下の隅で、男が一人涙ぐんでおり、何人かの若者達がその男を取り囲んでいる。

「だ、だだだ、だって、この花瓶、いったい何ドルするか……」

「ジャグジー。お前は花瓶の値段で反省の態度を変えるのか？」

「ひッ……ごごご、ごめん、僕、そんなつもりじゃ……」

「解ったから泣くなって」

　ジャグジーと呼ばれた男は、怯おびえるような目つきで周囲の仲間達に眼めをやった。

　まだ少年と呼んでもよさそうな年ごろの青年で、顔面の左半分に剣を模したデザインの刺青いれずみを入れているのが特徴的だ。

　しかし、刺青とは裏うら腹はらに青年の表情には全く覇は気きがなく、見ている方まで弱気になってくるような目つきをしている。

　その青年の仲間と思しき一人が、先刻から説教をしつつ慰めているのだが、どうにも泣き止やむ気配が見られない。

「だだ、だからさ、ヨウン。ひぐッ……やっぱり僕には無理だよぉ……こ、こんな豪邸に住むなんて、僕、そのうち心臓が止まっちゃいそうだ」

「ジャグジー、お前な、その台詞せりふを言うのはもう何度目だと思ってるんだ？　俺おれとファンが交渉して、せっかくみんなの寝泊りする場所を手に入れたんじゃねえか。シカゴを追われたお前らがただでこんな豪邸に住めるなんて、うらやましいにも程があらぁ」

「ヨウンだって住んでるくせに……」

　涙ぐみながらも反論するジャグジーに、ヨウンと呼ばれた青年がピシャリと言い返す。

「ガタガタ抜かすな。お前らがこの屋敷をしっかり管理するのと引き換えに、お前らみたいな小こ汚ぎたない連中が住むのを黙認してくれてるんだ。イブ御嬢じよう様に感謝しとくんだな」

　その後もクドクドと文句を言おうとしたのだが、見かねた他ほかの仲間達がヨウンをなだめる。

「そのへんにしときなヨー。ヨウン。俺達だって親方に言われて偶然ここの仕事を見つけられただけなんだからサ」

「うあ、ヨウン。ジャグジー泣かせる、良くない。かわいそう」

　東洋人の男や、褐かつ色しよくの肌をした大男。豪邸の中には他にも様々な人間が集まっており、何の集まりであるか容易には判断できない。ただ一つはっきりしている事は、その誰を取って見てもカタギの人間ではありえない、という事だけだった。

　ジャグジーの泣き声に釣つられるかのように、邸てい内ないにいる人間達が次々と廊下の隅に集まってくる。

　事態が大きくなる事を恐れたヨウンは、深いため息と共に首を振ると、あきらめたようにジャグジーの肩を叩たたいた。

「解わかった、もう怒らねえよジャグジー。花か瓶びんの事は俺おれからイブの御嬢じようさんに言っておいてやるから、お前はとっととここを掃除してろ」

「う、うん。ありがと。でも、そのイブさんには僕からちゃんと謝るよ」

「馬ば鹿か野や郎ろう。そんな刺青いれずみだらけの物ぶつ騒そうな面つらでお嬢さんに会う気か手前てめえ」

「ご、ごめん……」

　それ以上は特に会話を交わす事は無く、ジャグジーは黙々と花瓶の破片を片し始めた。

「なんだ、もう終わりか」

「つまらん」

　集まっていた青年達は身勝手な事を呟つぶやくと、それぞれの居場所へと向かってバラけ始めた。

　気ままに動く彼らの様子を見ながら、ヨウンは最後に一つだけ付け加える。

「ったく、勝手な連中だ。ジャグジー、もっとビシッと仕切れよ」

「うう……で、でも」

「お前は、一応俺らのリーダーなんだからよ」
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　ジャグジー・スプロットはれっきとしていないギャングのリーダーだ。

　元はシカゴで身寄りの無い少年少女の寄せ集めに過ぎなかった集団を、持ち前の機転と努力を駆く使しして、小さなマフィア程度ならば素すで対抗できる程の組織に仕立てあげたのだ。

　彼は特別強いカリスマを持っているわけではない。だが、不思議と彼の周りには人が集まってくる。頼れる男というよりは、危あぶなっかしくて放っておけない──そうした魅力を持ち合わせている、アメリカで最も泣き虫なギャングのリーダー。それがジャグジーだ。

　これといった名前も無い彼らの組織は、２年前の冬にシカゴのマフィアとひと悶もん着ちやくを起こし、半ば逃げるような形でこのマンハッタンへと辿たどりついた。

　少年少女だけとはいえ、数十人に及ぶ集団がまずしなければならなかったのは住居の確保だ。最大の困難であると思われたその課題は、意外なところから解決する運びとなった。

　彼らの仲間であるヨウンとファン。バーテンダーとコックという職を持っていた彼らは、とあるつてを辿ってジェノアード家の別宅──つまり、この豪ごう邸ていで働く事になった。

　その後、当主であるイブ・ジェノアードがニュージャージーの本宅に戻るというときに、ヨウンとファンに『この家の管理をお願いします』という仕事を依頼してきたのだ。

　ヨウンとファンは、その直前に起こったある事件でイブの信頼を得ていた為に、そうした仕事をまわされたのだが──ヨウンはここぞとばかりに『実は家を探している友人がいまして、この広い屋敷の管理ですから、そいつらにも手伝ってもらって構いませんかね』と頼み込んだのだ。

　イブは何の疑いも持たずに了承してくれた。実際、ヨウンは噓うそはついていない。問題があるとすれば、その友人が数十人も存在していたという事だが。

　流石さすがに全員を入れているわけではないが、現在は二十人程でこの豪ごう邸ていの管理を行っている状態だ。酒の密造などといういかがわしい行為も行っていたが、イブに迷惑がかからないようにと、それらの裏仕事はここから離れたリトル・イタリーの方で行っている。

　本来ならば、そこを仕切るマフィアに話を通すのが筋だろうが、彼らはシカゴでマフィアに仲間を殺されている過去がある。その為に、ジャグジーもマフィアと簡単に手を結ぶという事はしたくはなかった。自分達が仕事を行っている場所は、ガンドール・ファミリーとマルティージョ・ファミリーという弱小組織が仕切っているらしい。ジャグジーは、そうした情報だけは正確に理解している。

　決して評判の悪い組ではなかったが、ジャグジーはその組織とは極力関係を持たぬように努めてきた。万が一揉もめた時にも、弱小組織ならば何とかなるかもしれない──そんな皮かわ算ざん用ようもあって、彼らはそのシマで仕事を行っているのだ。

　とは言ったものの──

「もう２年近くも何も言ってこないし、多分大丈夫だよね……」

　ジャグジーは内心ではドキドキしながら、今日はマフィアの銃じゆう弾だんが飛んでくるのではないか、明日は殺し屋の銃じゆう弾だんが飛んでくるのではないかとドキドキしながら日々を過ごしていた。

　呼鈴が鳴る度に背筋を強こわ張ばらせ、窓の外で物音がする度に悲鳴を上げる。そんな毎日だった。

　そして今日も──彼は呼鈴に身を凍こおらせる事になる。
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　派は手でな音だった。

　作さ法ほうもへったくれも無いその音は、呼鈴だと即座に気付く事ができぬ程の勢いで打ち鳴らされていた。

　それだけに──ジャグジーの反応はすばやかった。

　──派手になる呼鈴→乱暴に鳴らしてる→乱暴なのはマフィア→マフィアが僕達を殺しに来たんだ→間違いない→隠れなきゃ！




「おいジャグジー……お前よ、何だって突然そんなところに隠れてるんだ？」

　花か瓶びんの置いてあった台の影にしゃがみこんだジャグジーを見て、ヨウンが不思議そうに尋ねかける。

「しーッ！　みみ、みんなも早く身を隠して！」

　ジャグジーは素早い指示で皆の安全を確保しようとしたのだが、彼の緊張は、玄関の方から聞こえてきた女の声で打ち消された。

「ジャグジー、ジャグジー！　懐なつかしい顔が来てるよー！」

　声の主は、眼帯の上に眼鏡めがねをかけており、体中が傷だらけという風ふう貌ぼうの女性だった。

　ジャグジーの恋人であるニースだ。現在同どう棲せい中……と言えば聞こえはいいが、他ほかに二十人ほどの仲間もいるので、今ひとつ色気の無い状態だ。

「え？　にに、ニース。懐かしい顔って……？」

　不思議そうな顔で尋ねるジャグジーの耳に、答えの人物達による叫びが届く。

「よおジャグジー！　久しぶり！」

「久しぶりだね！」

　ジャグジーが玄関の方に恐る恐る顔を出すと──そこには、時々町で出会う友人達の姿があった。

「アイザックさん、それにミリアさんも！」

　予想外の訪問者に、ジャグジーはそれまで震えていたのも忘れて玄関まで駆かけつける。

「どうしたんですか！　来るって連絡をくれれば、料理でも用意してたのに！」

「ふふふ、そんな事は気を使わなくていいさ！　なぜなら俺おれ達は昼飯は済ませてるから！」

「アイザック、私達ドミノ並べてたからお昼食べてないよ？」

　ミリアに事実を指摘されて、アイザックは唐とう突とつに空腹感を思い出す。

「……武士は喰わねど高たか楊よう枝じって奴やつさ！」

「わあ、アイザック、武士だったんだね！　ハラキリだね！」

「そうさミリア。武士は何を食っても斬きった腹から全部出ちまうんだ。だから何を喰っても無む駄だっていうわけさ！　無駄な事はしないで耐え忍ぶ。これが武士のスタイルよ！」

「武士道って奴だね！」

　気の抜けるような会話をする珍ちん客きやくに、ジャグジーの顔にも安心したような微笑ほほえみが灯ともる。

「あれ、アイザックさんはガンマンじゃありませんでしたっけ？」

　二人と初めて出会った時の事を思い出しながら、ジャグジーは二人をジェノアード邸ていの客間まで案内した。

「わぁ……」

「すごいな！　アルヴェアーレといい勝負だ！」

　客間の様子を見て、アイザック達は素直に感嘆の表情を見せる。

　まず広さに見とれた二人が部屋の全体に目をやると、天使をモチーフにした絵画に彩られた天てん井じようが目に飛び込んできた。決して派は手ですぎる印象を与えず、薄い彩色で温あたたかみのある風景と、その片隅に座る天使の図が描かれている。

　壁にかけられたレリーフや絵画の数々も、単純な豪ごう華かさよりも、いかに部屋の雰囲気とあわせるかという事に主眼をおいたデザインであり、成なり金きん趣味のようなゴテゴテした印象を与える事はない。

　その絶妙なバランスが、趣おもむき深い美しさを醸かもし出し、見る者に対して最初は感嘆を、そして次に安らぎを与える──そんな部屋だった。

「凄すごいなジャグジー！　豪ごう邸ていに住んでるとは聞いてたけど、こんな凄いところだったのか！」

「大金持ちだね！」

「いやぁ……」

　ジャグジーがこの家を建てたわけでも買ったわけでもないのだが、まるで自分の家を褒ほめられたような気分になって、ジャグジーは照れたように笑って見せた。

「外から見たら俺おれの実家とそんな変わんなかったから、こんないいとこだなんて気付かなかったぜ！」

「ぁ……わ、私も！」

「ええー？　……あ、アイザックさん達の実家って……？」

　二人の思わぬ発言にジャグジーは戸惑ったように尋ねるが、聞こえていないのかあえて無視しているのか、アイザック達は何も答えぬままで客間の中央へと歩み進んでしまった。

　ジャグジーも特にそれ以上追及しようとはせず、久しぶりに会った友人にお茶を入れようと、慌あわただしく調理場の方へと駆かけ出した。




　アイザック達とジャグジーが初めて出会ったのは、１９３１年の年末の事だ。彼らはシカゴからＮＹニユーヨークに向かう長距離列車の中で、複数の集団による（その内の一つは他ほかならぬジャグジー達だったのだが）列車強ごう盗とうに巻き込まれ、それが縁えんで互いに知り合う事となったのだ。

　より正確に言うならば、知り合った直後に事件に巻き込まれた形となり、その事件の経過には互いに大きな影響を与えあった間柄である。

　列車の到着後は事件のドサクサで離れ離れになってしまったのだが、その後、ＮＹの街中で偶然に出会って親交を深めていたのだ。片かたや喋しやべらなくとも存在が目立つカップルと、そこにいるだけで存在感のある顔面刺青いれずみ男。すれ違うだけでお互いの事が簡単に認識できる間柄だ。

　そして今日は、初めて彼らがジャグジーの『棲家すみか』にやってきたのだが──

「しかし、何とかしてフィーロの奴やつをギャフンと言わせたいなあ」

「言わせたいね！」

　ジャグジーとしては、かつての列車事件の事などをとつとつと語りたかったのだが、アイザックとミリアは、先刻からフィーロという青年に関しての文句ばかりを言っている。

「そのフィーロさんって人も酷ひどいですね。ドミノを倒して逆に怒るなんて……」

　人のいいジャグジーは彼らの言葉にただ頷うなずくのみで、そのフィーロという青年が『マルティージョ・ファミリー』の幹部だという事には気づいていないようだ。もっとも、アイザック達自身もその事実を覚えているのかは疑問なのだが。

「そうだ！」

「わあ、どうしたのアイザック？」

　膝ひざを打って椅い子すから立ち上がるアイザックを、ミリアが期待に満ちた眼まな差ざしで見上げている。

「すっかり忘れていたが、俺おれ達は泥棒だろ？　ミリア」

「連続泥棒犯だね！」

「え……？」

　ジャグジーは二人が何を言っているのか理解できず、呆ほうけた笑顔で首をかしげた。

　そんな友人の様子には気付かず、アイザック達はいつもどおり自分達の世界へとのめり込み始める。

「そこでだ、フィーロの大事なものを盗ぬすむ事にしたぞ！」

「ひぇぇ！　極悪人だね！」

「まあ待てミリア。確かに私し怨えんで盗みをやるのは良くないことだ。最低だ。だからこうするのさ！　まずは、フィーロの大事なものを盗んで、脅きよう迫はく状じようを書く！　そして、俺達がそれを取り返した事にする！」

「わあ、自作自演だね！」

　──？

　二人の目的が微妙にねじれ始めている事に気付き、ジャグジーは更に大きく首をひねる。その事に本人達は気付いているのかいないのか、アイザックは目を輝かせながら話題の結論に移ろうとした。

「そうすれば、フィーロは喜ぶだろ？　その時だったらきっと上う手まく仲直りできると思うんだ」

「わあ！　名案だね！」

　もはや最初の意図とは完全にずれた結論に、ジャグジーは無ぶ粋すいとわかっていながらも思わず疑問の声を投げかけてしまう。

「あれ？　ギャーだかグフだか言わせるんじゃなかったんですか？」

　部外者の的確な突っ込みに、アイザックとミリアは一瞬だけジャグジーの顔を見て──次に互いの顔を見合わせて、困ったようにうなりだした。

「しまった。ミリア。根本的な問題を解決してなかったな」

「ギャフンー」

「うーん。……いや、まてよ？　ギャフンというのは、きっと喜びの叫びさ！　そういう事にしようぜ、な！」

「……二人とも、そのフィーロさんって人の事が好きなんですね」

　ジャグジーはそう言って、楽しそうに笑う。

　対するアイザック達は、その言葉を否定もせずに堂々と声を張り上げた。

「フィーロは今は敵だ！　でも大好きだ！」

「嫌いになれないね！」

　一点の曇りも無い笑顔で笑う二人につられ、刺青いれずみの青年も声をあげて笑おうとした。

　まさにその瞬間──
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　ジェノアード家の別荘に、本日二度目の呼鈴が鳴り響いた。
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　ミリオネア・ロウの通りに差し掛かり、マリアはもう何度も尋ねている事を口にする。

「ねえ、チック。斬きってもいい？」

　おねだりをするような女の声に、チックは子供のような口調で否定の言葉を返す。

「駄だ目めだよう。今日はー、話し合いをするだけなんだからー」

「絶対上う手まくいく筈はず無いよアミーゴ！　喧けん嘩かになるのはわかってるんだから、先手必勝でもう三人ぐらい斬っちゃおうよ！　そうすればきっと大人おとなしくなるよ？」

「だーめ。そんな乱暴な事はしちゃだめだからね！」

　少し厳しい調子で言うチックに、マリアはつまらなそうに空を見上げる。

　青空が欠片かけらも見えない灰色の空を見て、マリアは横を歩く青年に小さく愚ぐ痴ちを漏もらす。

「ちぇッ……チックなら解わかってくれると思ったんだけどなー」

「なにを？」

「チックはいっつも人を鋏はさみでチョキチョキ斬きってるでしょ？　とっても楽しそうにさ！　だから、私が人を斬りたいって言う気持ちも少しはわかってくれるかなーって思ったんだけど」

　そう言ってふくれっ面つらをするマリアに向かい、チックは少しだけ困ったように口を開く。

「……僕だって、誰かれ構わず傷つけてるわけじゃないよ」

　マリアは空を仰あおいだまま、いつもと違う雰囲気のチックを横目で見やる。

「んー……マリアちゃんは、どうして人を斬りたがるの？」

　珍しくチックの方から放たれた問いに、マリアは考える事もせずに即答する。

「楽しいからだよ、アミーゴ！　人だけじゃないよ、動物でも、植物でも、生き物じゃなくても！　鉄でもなんでもいい、斬るのが凄すごく楽しいんだよ！」

　罪悪感の欠片も無い言葉を紡つむぎながら、マリアは笑顔を取り戻してチックの方に向き直る。

「私が物を斬れば、人を斬れば、それだけ自分が強くなったっていう感覚になれるんだよ！　それが、相手が強ければ強いほど、硬ければ硬いほどに気持ちいいんだよアミーゴ！　今まで誰も斬れなかったものを、私が、私とムラサーミァが斬るんだよ！　それが凄く楽しいの！　だから私は、止まる事なんかできないんだよ？　だから、斬らせて……ね？」

　話を最初に戻そうとするが、チックが沈黙するのを見て、マリアは諦あきらめたように息を吐はく。

　そして、何を考えているのか今ひとつ解わからない仲間に対して、今度はマリアの方から疑問をぶつけてみた。

「あなたは違うの？　アミーゴ。あなたも楽しいからやってるんでしょう？　傷つけるのが、人の血を見るのが楽しいからそんな仕事をしてるんだよね？」

「──うん。楽しいよ」

　半ば確信を持ったマリアの問いかけに、チックは薄く微笑ほほえみながら答えを紡つむぎだした。

「でも、とても悲しくもあるんだよ」

「どういうこと？」

「ねえ、マリアちゃんはさ、家族の絆きずなとか人の縁えんとか、義理とか人情とかさ……そういうのって、信じてる？　どんなに傷つけられても、どんなに痛い目にあっても決して切れない絆って、信じてる？」

　質問に質問を返すような言葉に、マリアは少しだけ考え込むと──

「私はそういうの、よくわかんないし考えた事もないよ。だけど……チックがあるって信じるなら、あるんじゃないかな？　そういうのって、人それぞれだと思うよアミーゴ」

　ある意味模範的とも逃げとも取れる解答に、チックは腰につけていた鋏はさみを一本手に取り、磨きこまれた刃やいばに己の目を映しながら言葉を紡つむぎ始める。

「僕が楽しいのはね、人を斬きることじゃない。そういう『形の無いもの』を感じる事ができる瞬間、それが楽しいんだ」

「……？」

「僕は──形のあるものしか信じる事ができないんだよ」

　チックは遠い目をして、抑よく揚ようの無い声で言葉を紡ぎ続ける。口調自体はいつもとなんら変わりは無い。しかしマリアには、目の前にいる青年の中に入っている魂たましいのようなものが、まるでそっくり別人に入れ替わってしまったように感じられた。

「壊こわれるものしか、信じる事ができないんだ。壊れるっていう事は、それが確かに存在していたっていう事だから……それが見たいから、人の絆きずなが壊れる瞬間を見たいから、僕は人の身体からだを傷つけるんだ。痛みを与え続けるんだ」

　マリアは静かにチックの話に耳を傾け続ける。

　今まで、何度も話をしてきた。同僚として、少し子供っぽいところがあるけれども、憎にくめない仲間として１年以上接してきた。

　だが──彼女は知った。この１年半の間に、自分は目の前の青年の事を何も知らなかったという事に。自分が知るのは彼のうわべだけで、彼の本性は、もっともっと深い部分にあるのだという事に。

　何か特別なきっかけがあったわけではない。

　聞いただけ、何気なく聞いただけなのだ。なのに、チックは自分の想いを簡単に告白する。

　それだけマリアの事を信頼しているのか、それとも、誰にでも聞かれれば答えてしまうのかは解わからない。

　何もかもが予想外だったチックの独白に、マリアは自分がどう反応すればいいのかも解らず──ただ、聞いていた。青年の口から紡がれる言葉に、ただただ聞き入り続けていた。

「……でも、信じたいんだよ」

　少しだけ言葉の調子を変えて、チックは僅わずかに上を向きながら呟つぶやいた。

「どんなに痛みを受けても、どんなに身体を傷つけられても、絶対に絶対に壊れないものがあるって。僕はそう信じたいんだ」

「……」

「僕が父さんに捨てられた時に、僕が父さんや弟に対して感じていた気持ちも、僕が痛みを受ければ壊れてしまうものだったのか……僕はね、それが知りたいだけなのかもしれない。だから僕は、いろんな人をこの鋏で──」

　ショキリ。

　その音を最後に、チックは独白を終えた。

　彼の表情はいつもと変わらぬままで、細い目の中に邪じや気きの無い微笑ほほえみを浮かべているのみだ。

　マリアはしばらく考えていたが──特に深刻な顔もせずに、いつも通りの調子で言葉を紡つむぎだす。

「うーん。やっぱり、チックが信じてるならあるんじゃないかな？　壊こわれないものってのも！　だってさ、今の話を聞いてたら──無い事なんて誰にも証明できないじゃん！　だったら、あとは信じるか信じないかだけだよ、アミーゴ！」

　慰めや気休めではなく、自分の思いだけを淡々と語るマリア。チックは少しだけキョトンとした表情を見せると、いつものように緩ゆるんだ笑顔を投げ返した。

「そうかぁ。そうだよねえ。マリアちゃんは強いなあ」

「信じるってのは大事だよ、アミーゴ！　私も昔お爺じいちゃんに言われたんだけど、信じてさえいれば、この世に斬きれないものなんか何も無いんだって！」

「それじゃあ、やっぱり壊れない絆きずななんて存在しないってことになるよー？」

「じゃあ、競争だね！　どっちが強く自分の考えを信じられるか！」

　マリアの純粋な笑顔に、チックは力強く頷うなずいた。

　そして──先刻の独白に付け足すように、一つの想いを付け加えた。

「うん……信じるよ。だから、僕は今までいろんな人を傷つけてきたんだよー。だから、僕もきっといつか傷つけられて壊されるよ？　それは覚かく悟ごしてる。今日だって、僕はこれから会う人たちに傷つけられて、殺されるかもしれない。その前に──僕が今まで人の心を壊してきたみたいに──僕の中で、マリアちゃんやガンドールの人達への義理とか絆とかそういうのが、簡単に壊れちゃうような気がしてさ──」

　その言葉の途中で、チックは自分の喉のどに冷たい感触を感じ、その場に足を止める。

　見ると、音も無く抜き放たれたマリアの刀が、チックの細い喉元にあてがわれていた。

「わあ、マリアちゃん、何するの？」

　特に死の恐怖を感じさせない言葉に、マリアもまた足を止めながら、殺気の無い声で言葉を紡ぐ。

「駄だ目めだよ、そんな事考えちゃ」

　まっすぐな瞳に見み据すえられて、チックは照れたように目を逸そらす。自分の喉下に命の危機が迫っているのに全く気付いていないかのように。

「私はチックの護衛だよ？　私は、絶対に、誰にも負けないよアミーゴ！　前、一回『葡萄酒ヴイーノ』の奴やつに負けちゃったけど……もう絶対負けない！　今から会う奴らにだって、あの『葡萄酒』にだって、もう絶対に負けないよ！　だから、チックが傷つく事なんてありえないよ？　そう信じようよ！　それは二人で一緒に信じられる事だよ？　だから、矛盾はないよアミーゴ！」

　マリアが信じているのは、自分の力だけだ。

　だからこそ、自分が護まもる対象であるチックにも信じて欲しかったのだ。

　自分の力を、自分は何よりも誰よりも強い事を──。

　その思いを感じ取れたのかどうかは解わからないが、チックは静かに微笑ほほえみながら答えた。

「うん、信じるよ。マリアちゃんは、絶対誰にも負けないよ」

　自分自身の内に向けられるような微笑で、チックは力強く頷うなずいた。




　二人は無む邪じや気きに笑い合い、目的地である家をとっくに通り過ぎている事に気付かずにいた。

　その家に現在、どのような訪問客が訪れているのかも知らずに────
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ジェノアード家　別宅




「あー、ジャグジー・スプロットさんってのは……？」

　頭部に黒い布を巻いた眼鏡めがねの男が、玄関に入ってくるなり不ぶ躾しつけな口を開いた。

「え、あ、あの……僕……ですけど」

　ジャグジーはおどおどしながら名乗りをあげ、訪問客達の顔を見渡した。

　人数は十人程度だろうか。通常の家ならば窮きゆう屈くつになるところだろうが、豪ごう邸ていのエントランスはまだまだ余よ裕ゆうの状態だ。最初に現れた黒布の男を見たときは、今度こそマフィアの殺し屋でも来たのかと思ったが、男の背後にいる気の弱そうな女を見て少しだけ安心した。

　後から入ってきた人間はそれぞれが思い思いの格好をしており、どちらかというと自分達の集団に似た雰囲気だとジャグジーは判断する。

「あ、あの……一体何の御用でしょう……」

　それでも完全には警戒を解かず、ジャグジーは不安そうな目をして相手の目的を尋ねかけた。

　アイザック達は客間で『フィーロの大切なものは何か』という議題で話し合っており、玄関付近にいるのはジャグジーとニース、それに野や次じ馬うま気分で集まっている数人の仲間のみだ。

「おっと、挨あい拶さつが遅れて失礼。俺おれはティム。後ろにいる連中は俺の友達みたいなもんだから、まあ気にしないでくれや」

「は、はあ」

　必要最低限の情報だけを伝えると、ティムは淡々と自分の目的を口にした。

「単刀直入に言おうか。──あんたらは、不死身になりたくはないか？」




　　　　⇔




　ジャグジーが『宗教の勧誘？』と首をひねっている頃──屋敷の奥の部屋で、一人の娘むすめが目を覚ました。

　度たび重かさなる呼鈴のせいだろう、浅い眠ねむりに落ちていた彼女は、ベッドからゆっくりとその身体からだを起こす。

　軽い休息のつもりが、眠りに落ちてしまっていたようだ。

　早く庭に戻って、樹木の手入れの続きをしなくては。

　そう思いながら、彼女は今まで見ていた夢を思い出していた。




　今から２年近く前。実際に体験したとある一シーンを忠実に再現した夢。

　彼女は、人ごみの中にいた。

　詳しい内容はあかされていないが、政府に対して大規模なテロを計画していたとされる男。その男が護送される姿を一目見ようという物好きな群集だ。

　多くの警官達の目に晒さらされる中で、彼女だけは一人、違う事を考えてその場所にいた。

　自分の父親である、そのテロリストを救出するために。

　とある列車の乗客を人質に取って解放を求める計画もあった。

　だが、様々な要因が絡からんでその計画は瓦が解かいした。仲間も全すべて失った。いや、最初から仲間などではなかったという事がハッキリとした。

　だが、もとから乗り気ではなかった作戦という事もあり──彼女の心は、決して絶望に囚とらわれる事はなかった。

　だが、父の事は諦あきらめられない。

　彼女はこの場にいる全ての警官を打ち倒す覚かく悟ごで、この護送現場に単身で訪れたのだ。

　父が護送車に乗り込む為に姿を現した瞬間──彼女は腰につけたナイフを手に、眼前の警官を斬きり伏せて駆かけ出そうとしたのだが──

　刹せつ那な、父親の口が動く。

　まるで、自分がここからその姿を見ている事がわかっているかのように、穏やかな自信に満ちた表情で唇くちびるを動かしたのだ。

　一言、ただ一言分だけ──。

【心配するな】

　完全な読どく唇しん術を身に着けているわけではない。だから、それが本当に正確な言葉だったのかは解らない。

　唯一つ確かだったのは──父は、これからの自分の身になんら不安を抱いだいてなどいなかったという事だ。

　そして──結果として彼女は飛び出す事を躊躇ためらってしまい、最後のチャンスを失ったのだ。




　呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ自分の姿を見おろすように、彼女は目を覚ました。

　──どうして今頃、あんな夢を見たのだろう。

　そう言えば、今日の服装はあの列車に乗った時に来ていた黒いドレスだ。袖そでが無く動きやすいという理由だけで着用していたのだが、それも今しがたの夢に影響しているのだろうか。

　あの時の判断が正しかったのかどうかは、いまだに迷うところがある。

　ただ、今は父のあの微笑を信じて、待ち続けるしかない。そう考えて、彼女は日々の暮らしを過ごしていた。

　このＮＹニユーヨークで出会った新しい仲間は、今までの自分の人生では得られなかった、様々な価値観を教えてくれた。泣き虫のジャグジーも、爆弾狂のニースも、怪力のドニーも、ナイフ遣いのニックとジャックも、コックのファンも、バーテンダーのヨウンも、そして……『線路の影をなぞるものレイルトレイサー』────他ほかにも様々な人間達が集まってきて、その誰もが、彼女が今までに出会った事の無いタイプの人間だった。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きの全く無い、純粋すぎるほどにお互いを信じあっている存在。

　最初は戸惑い続けた彼女を、やはり彼らは温あたたかく迎え入れてくれた。シャーネには、それが少し嬉うれしかった。自分の中にそんな感情がわきあがる事に驚いたが──それは決して、悪い気分ではなかった。

　自分は父の事が好きだ。父親を護まもるためならなんでもするだろう。

　そして、それと同じぐらいに──今の仲間達が好きだ。

　彼らの為に何かできる事はないだろうか。そう思いながら日々を過ごしていた。

　生まれて初めて自分のための生きがいを見つけられたような気がして、彼女はジャグジー達と共に生活を続けていった。

　彼女が選んだ今現在の日々を、決して後悔することの無いように。

　今日も彼らの生活を手伝おうと、庭園の手入れに向かうところだったのだが──

　彼女は窓から裏庭に目をやって、はっきりとした違和感に足を止めた。




　屋敷の裏口に、誰かがいる。

　男女の二人組だ。

　見た事の無い顔だが、遠目にもハッキリと解わかった事がある。

　男の方はその手に鋭い鋏はさみを。女の方は、腰に二本の刀を装備しているという事だ。

　彼女の目に鋭い光が宿り、無言のままで部屋を後にした。

　何ど処こからともなく取り出した二挺ちようのナイフを、しっかりと両手に握りしめながら。




　彼女──シャーネ・ラフォレットは、背後の扉を閉じながら、独り思う。

　自分の生活を、仲間を傷つける者は排除する。例え自分の命に代えても。

　そんな強い決意を胸に、シャーネは静かに屋敷の中を歩み始めた。




　　　　⇔




「不ふ死じ身みってそんな……」

「あー、あー解わかる解る。言いたい事は解る。だから言わなくていい」

　ティムと名乗る男はジャグジーの言葉を手で制し、眼鏡めがねをかけ直しながら改めて言葉を紡つむぎ始めた。

「まあ、突然こんな事を言っても頭のおかしい奴やつと思われるのは当然だわな。だが、後からやんわりと言ったところで結局変人扱いは変わらねえし、寧むしろそっちの方が印象が悪かったりするのが難しいところだな」

「いや、そりゃそうですけど。わ、解ってるなら最後まで言わない方が……」

「で、俺おれ達の目的ってのは……おいアデル。説明してやれ」

　ジャグジーの指摘にも耳を貸さず、ティムは指をパチリと鳴らし、背後に控えていた一人の女に合図する。うつろな目をした女で、常に眠ねむそうな表情をしている気の弱そうな外観だ。

　アデルという名前のその女は、ティムの声にビクリと身体からだを震わせると、慌あわてたように一歩前に出て、ジャグジーに向かってペコリと一礼をして見せた。

　その際、背中に何か棒状の器具が見えたが、ジャグジーは特に気にせず「はあ」と言いながら頭を下げ返した。

「あ、は、はい。じゃあ、その、えと、ここからは私が説明します……。よ、宜よろしくお願い、します……」

　緊張しているのか、しどろもどろになりかけているアデルに対し、ティムはしっかりしろよと言った顔で笑い、後ろにいる背広姿の男は殺気の籠こもったような目でティムとアデルを睨にらみ続けている。

　──なんなんだろうこの人達。仲悪そうだし、突然不死身がどうこう──

　そこまで考えて、ジャグジーは思い出した。かつて自分も、この町の情報屋から『不ふ死し者しや』という存在について聞いていた事を。

　自分達が大陸横断列車で出会った一人の少年。チェスワフ・メイエルという名のその少年が、不死身の肉体を持った錬れん金きん術じゆつ師しだという話。

　話を聞いた時は簡単には信じられなかったし、仲間達にも話した事はない。

　そして、今日のこの瞬間まで記憶からすっかり抜け落ちていたのだが──ジャグジーの心の中にその事が思い出され、相手の事を完全に否定するのが躊躇ためらわれてしまった。

　ジャグジーの複雑な思いをよそに、アデルは淡々と言葉を紡ぎ始める。

「あの……貴方あなた達は……ルッソ・ファミリーに追われて、シカゴからこの土地にやってきたんですよね？　えと、あの、違ってたらすみません……」

「!?」

　──どうしてその事を。

　今告げられた事実は、自分の仲間同士でしか知らない情報の筈はずだ。仮に仲間の一人が酒場などで喋しやべっていたとしても、どうして目の前の女が知っているというのか。

　それまでは『怪しい奴やつらがいるなあ』という顔で見ていたニースやヨウン達も、相手の言葉を聞いた途端に緊張した表情に変わった。

　もしも彼らがルッソ・ファミリーの関係者だとしたら、ジャグジー達にとって直接的な危機となる。

　空気が一変したエントランス内で、アデルは弱々しい声で言葉の続きを口にする。

「あ、あの……誤解、しないでください……。私達は、ルッソ・ファミリーとは何の関係もありません……」

　言葉でそう伝えられても、ジャグジー達は容易に警戒を解こうとはしない。緊張した空気を察したのか、他ほかの部屋などにいた仲間達も次々と玄関の周囲に集まり始めた。

「どうしたよ、ジャグジー」

「なにこいつら」

「敵か？　俺おれらの敵か？」

「やっちまうか？」

「ヒャッハァ」

　事情を知らぬ後続組は思い思いの言葉を吐はき出しているが、ジャグジーは無言のままで相手の様子を窺うかがっている。

　チンピラの人数が増えた事に対して、アデルの表情は怯おびえた子犬のようになっていた。しかし、それでも彼女は自分の言葉を止めようとはしなかった。

「ひッ……あの……それでですね、私達は……貴方あなた達みたいな存在を探してたんです……」

　その後を追うように、ティムがニヤニヤと笑いながら声をあげる。

「何ど処このマフィア組織とも関わりを持たねえで、尚なお且かつ人数が多く統率もとれている……そんな奴らを、俺らはこのＮＹニユーヨークの中で探してたわけだ」

　アデルとは対照的に、荒々しい雰囲気を纏まとうティムの言葉。これまで彼女に喋しやべらせていたのは、このギャップで相手に話の内容についての強烈なインパクトを与える為であろう。

「単刀直入に言うぜ、俺らと組め。報酬は、不死身の体だ。それで充分だろ？」

　そして、話は最初に戻る。『俺らと組め』という要素は加わったものの、『不ふ死じ身み』という単語のある限り、彼らの話には何一つ具体性が感じられない。

「だから、不死身って一体……」

　ジャグジーの疑問に答えるかのように、ティムは邸内に集まったジャグジーの仲間達をぐるりと見渡して声をあげる。

「おうおう、手品の観客は十分に集まったみてえだな……アデル！」

「は、はい！」

　返事をすると同時に、アデルは背中にある棒状の物に手を伸ばし──横に立っていたダラスに向かって、ペコリと頭を下げる。

「あの、凄すごく痛いと思いますから今のうちに謝っておきます！　ごめんなさい！」

「は？」

　それはどういう事かと尋ねようとした瞬間──彼の耳に、間の抜けた声が響いてきた。




「おーい！　今、手品をやるって聞こえたぞ？　どこだどこだ！」

「ハトまっしぐらだね！」




　客前と通じる入り口から、パーティーのような衣装を纏まとった二人組が顔を出した。

　彼らの顔を見た瞬間──ダラスの脳裏に、過去の記憶が蘇よみがえる。

　パーティーのような衣装を来た二人組。

　河の底に沈められたあの日──自分を撥はねた車に乗っていた二人組。

　ダラスの中でそれらの情報がスパークし、偶発的な現実が彼の前に突きつけられた。

「てめえらッ！　あのと──────────────────────────」

　憎しみと共に叫ぼうとした言葉は、途中で途切れる事となった。

　横で頭を下げていたアデルの手に、突如として十文字槍やりが出現し──

　──ダラスの喉のどを、下から思い切り突き上げたからだ。

「え……？」

　目の前の惨さん状じようが理解できずに、ジャグジーは一瞬だけ呆ほうけた声をあげる。

　次の瞬間、彼の刺青いれずみの上に鮮血が飛び散ったのを合図に──

「わぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁッッッッ！」

　泣いているのか驚いているのか判別のつかないような悲鳴を上げて、ジャグジーはそのまま意識を失った。

「おいおい、こいつ本当にこのチンピラどものボスか？」

　ティムは膝ひざから崩れ落ちるジャグジーを見て、呆あきれたように息を吐はく。

「この時点で気絶されても、困るんだがなぁ」




　　　　⇔




　時は、僅わずかに遡さかのぼる。




「ごめんごめん、通りを一本過ぎてたみたい」

「しっかりしてよね、アミーゴ」

　チックとマリアは、目的の場所からだいぶ離れてしまった時点でその事に気付いた。

　戻る時に一本後ろの通りから来た為に、結果として裏口の方が近い状態になっていた。

「遠回りになるけど、やっぱり表に回ろっか」

「えー、いいよ！　このまま裏口から突入しよう！」

「突入はだめだようー」

　チックは止めようとするが、マリアは小さな入り口から裏庭の中へと躊躇ためらい無く踏み込んでいった。

「大丈夫だって！　脅おどかすのが目的のお話し合いなんでしょ？　だったら、最初にこっちの優位性をアピールしなくちゃ！　私は殺しの時はいつも不意打ちが基本だよ？　奇襲から入って周りの雑ざ魚こを一掃、それで最後にターゲットと正々堂々とした一いつ騎き討ち！　これが最高に気持ちいいんだよ、アミーゴ！」

「そんなこと言ったってー」

　チックは止めようと手を伸ばすが、そこで自分が鋏はさみを握りっぱなしだった事に気付き、そのまま手を引いて自分の腰へと仕し舞まい込む。

　その間にもマリアは裏口へと進む。庭園は主に屋敷の左右に広がる形となっており、裏門から扉までの距離はほとんど離れていない。

　マリアは何の躊躇いもなく歩ほを進めると、豪ごう邸ていにしてはこぢんまりとした裏口の扉に手をかけ──

「！」

　──誰か、居る。

　音も無く扉から飛び下がると、マリアは腰の愛刀に指をかける。

　チャキリ。

　彼女が刀を抜く初動を見せると同時に──鈍い音を立てながら、屋敷の裏扉がゆっくりと外に向けて開いていった。

　そこに立っていたのは──黒いドレスを身に纏まとった、鋭い目をした一人の女。

　マリアと同じぐらいの年ねん齢れいの、スタイルの良い綺き麗れいな娘むすめ。外見だけを見ればそうした印象を受けるが、その瞳に宿る光はどこまでも鋭く、気の弱い者ならば見つめられるだけで動きを封じられてしまうことだろう。

「……こんにちは、アミーゴ」

　裏口から現れた女に対して、マリアは静かにそう呟つぶやいた。

　いつもの軽いノリではなく、明らかに目の前にいる女を警戒している口ぶりだ。

　相手の目の鋭さもさる事ながら──女が両手に持っていた物も気になった。

　刃は渡わたりが20センチを楽に超す、サバイバルにでも使えそうな大型のハンティングナイフ。女性が振り回すにはいささか肉厚な刃やいばを持つそのナイフを、ドレスの女は両手にそれぞれ一本ずつ握りしめていた。




　シャーネは警戒を怠おこたらないままで、目の前にいるメキシコ娘むすめの顔を見る。

　──やはり、覚えのない顔だ。

　穏おん便びんに済ませられるのならばそれに越したことはなかったのだが──玄関を開ける寸前、この女の声で『不意打ち』だの『奇襲』だのという声が聞こえてきた。どんな理由であれ、この屋敷を襲おうとするつもりなら許さない。

　そんな決意を持って、シャーネはナイフを握り締めたまま扉を開けたのだ。案の定じよう、眼前のメキシコ娘は既に刀を抜きかけており、こちらに対して明確な殺気を放ち始めている。

「どうしたの？　何か言いなよアミーゴ！　一応名乗っとくけど、私はマリア、殺し屋だよ！」

　メキシコ娘が挑発的に名乗りをあげるが、シャーネは答えようとはしなかった。

　というよりも、シャーネは身体的特徴として、声を出す事ができないのだ。

　よって名乗りを返す事もできなかったのだが──もとより彼女には、喋しやべれたとしても返事を返すつもりはさらさら無かった。

「ちぇッ、ダンマリはもてないよ？」

　マリアと名乗った女はそう呟つぶやきながら、ニコリと笑って抜きかけた刀を鞘さやに収めた。

　チン、という鍔つばの音がシャーネの耳に届いた瞬間──

　マリアは身を低く沈め、既にシャーネの足元にまで迫っていた。

　そのまま、シャーネの足首を狙ねらうように、抜ばつ刀とうざまにムラサーミァを水平に凪ないだ。

　刀の切っ先は屋敷の壁をなめるように弧を描き、シャーネの立っていた場所を瞬時に通り過ぎていった。

　だが、既にそこにシャーネの足は無い。マリアの抜刀よりも一瞬速く飛び上がり、大きく開かれたドアの取っ手に靴を載のせた。

　そして、そのまま流れるように跳ちよう躍やくし、抜刀中のマリアの上を回転しながら跳び越した。

　シャーネはマリアと背中あわせになるように着地し、その時には既にナイフが背後に伸びていた。

　金属音。

　振り向きざまに放たれたナイフを、マリアの二本目の刀が受け止める。何い時つの間に抜き放ったのか、長い刃がマリアの細い肩越しに伸びていた。

　再び、金属音。

　マリアが回転しながら横に凪ないだムラサーミァを、シャーネの持つもう一挺ちようのナイフが受け止めたのだ。

　火花が散り、お互い弾はじかれたように距離をとる。

　だが、次の瞬間には互いに地を強く蹴けり──相手の懐ふところに入り込もうと、同じような姿勢で突貫する。

　そして、また金属音。

　弾かれたように離れたかと思うと、再び磁じ石しやくのような勢いで引き寄せあう。

　二人とも相手の懐に潜もぐった戦い方を常としているようで、お互いに迫っては弾きあう。

　繰り返し。ただひたすらに、金属音の繰り返し。

　まるで紐ひもの無いアメリカンクラッカーを見ているようで、唯一の傍観者である男は、吞のん気きに

「うわあ、綺き麗れいー」

　などと呟つぶやきながら事の成り行きを見守っていた。
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　が、何かを思い出したように、その微笑を翳かげらせる。

「あー」

　金属音の中で首を傾かしげながら、チックは両手をだらりとたらしながら声をあげる。

「どうしたらいいかなぁ。うーん。困ったなぁ」

　口では困ったと言っているものの、その声にも表情にもさほど焦あせった様子は感じられない。焦ったところで、彼には二人を止められよう筈はずも無い。大声を出して制止しようとすれば、マリアだけが動きを止めて、ドレスの娘むすめに対して大きな隙すきを作ってしまう事になりかねない。

　つまり、今チックにできるのは、ただ成り行きを静かに見守る事だけだった。焦あせっても事態は何もよくならない。

　そこまで考えたのかは解わからないが、チックは特別に心を乱す事も無く、涼しげな顔で二人の刃は物もの娘むすめのぶつかり合いを眺め続けた。




　だが──メトロノームのようにリズム良く響き続けた金属音は、不意に聞こえてきた悲鳴によって遮さえぎられる事となった。

「わぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁッッッッ！」

　豪ごう邸ていの反対側、正門の方角から聞こえてきたその悲鳴を聞いて、シャーネはマリアとは逆方向に飛びすさり、隙すきを見せないままで動きを止める。

　──今の声は──

　素す性じようの知れぬ自分を、何も聞かぬまま笑顔で受け入れてくれた刺青いれずみ男。

　屋敷から聞こえてきたのがそのお人好しの悲鳴だと確信するや、シャーネはマリアの事を完全に無視して駆かけ出した。




　突然踵きびすを返したドレス女を見て、マリアは驚いたように目を丸くする。

「あ！　逃げちゃ嫌いやだよアミーゴ！」

　どこか場違いな言葉を叫びながら、彼女もまた、ドレスの女を追って屋敷の中へと駆け込んで行ってしまった。

　一人その場に取り残されたチックは、どこか安心したように息を吐はき、屋敷の横に広がる庭園の方へと足を向けた。

「よくわかんないけど」

　事態を整理する事をあきらめ、青年はあくまでマイペースのままで足を進める。

「やっぱり、表口から入った方がいいみたいだね」




　　　　⇔




「ちょッ……貴方あなた達、一体何をやってるんですか!?」

　気絶したジャグジーに代わって、ニースが驚きと困惑の混じった叫びをあげる。

　彼女を含めた、十数人の仲間達の前で──一つの惨さん劇げきが行われている。

　アデルが背中から抜き放った棒状のものは、三分の一程の長さに折り畳たたまれていた槍やりだった。しかもただの槍ではなく、彼女がそれを一本の長い棒状に戻した瞬間、その先に取り付けられていた刃やいばが十字の形に開き、凶きよう悪あくな刃を持った十字槍やりへと変化を遂げたのだ。

　そして──その槍の先端が貫いているものは、彼女達と一緒に入ってきた、ごろつき風の若い男の喉のどだった。

　槍やりの切っ先は男の脊せき髄ずいをも貫いて、頭の後ろ側からその先端が飛び出ている。

　仲間に貫かれた男は暫しばらくピクピクと震えていたが、その両手足もやがて糸の切れた人形のように動かなくなった。

「うお！」

「え、マジ？」

「何やってんのよこいつら」

　ジャグジーの仲間達から、そんな声が聞こえてくる。皆事態がよく吞のみ込めていないようで、ジャグジーの様に大げさな悲鳴をあげる者はいなかった。

　アイザックとミリアはキョトンとした顔でその光景を見守っており、ティムは薄く笑い、加害者であるアデルは表情を変える事無く槍やりに力を込め続けた。

「もういいだろ、アデル。槍を抜け」

「は、はい」

　ティムの言葉に、アデルはようやくダラスの喉元から槍を引き抜いた。そのまま血まみれになったダラスの身体からだを、蹴けり倒すようにして玄関に横たわらせる。

「さて、と」

　怪け訝げんな顔で見守る観衆を前に、ティムは仰ぎよう々ぎようしく両腕を広げながら声をあげた。

「驚くのはまだ早いさ」

　恭うやうやしく一礼しながら、彼は右手でダラスの亡なき骸がらを指し示す。

「言っただろ？　これから……手品を見せるってよ」

　気絶しているジャグジーを除いて、エントランス内の人間達は皆、喉から血を流す死体に目を移し──

　──そして彼らは、一つの奇跡を目まの当たりにする事になった。




「え……？」

　ニースの左目に映る一つの光景。それは、今までの人生で培つちかってきた価値観を百八十度入れ替えるものだった。

　流れ出た血は重力に逆らう事は無く、それと同じように、抜け出た魂たましいは決して身体に戻る事は無い。

　彼女が常識として感じていた二つの価値観が、今まさに打ち砕かれようとしている。

　床に倒れ伏した、ゴロツキ風の男の体。

　喉から溢あふれていた筈はずの血が、いつの間にか止まっている。

　──違う、止まってるんじゃ……ない？

　ニースは眼鏡めがね越しに、床の絨じゆう毯たんに広がっていた血の染しみを凝ぎよう視しする。

　そして彼女は見た。見てしまった。

　床に広く広がっていた筈はずの血が、徐々にその面積を狭めていく光景を。

　ジャグジーの顔に飛び散っていた筈の血が、いつの間にか消えてなくなっている。

　倒れる男の首を、赤い血液がまるで赤いナメクジの集団のように蠢うごめいている。

　まるで悪い夢でも見ているような光景に、ニース達は無言でその様子を見守り続ける。

　誰も動けなかった。いや、動こうともしなかった。

　復活劇。

　それは、そんな神こう々ごうしい奇跡を感じさせるものではなかった。

　血の一滴一滴が生き物のように蠢うごめき、他ほかの血と混ざって一つの群体に進化する。そのコロニーの一つ一つが、また他と融合を繰り返し、成長を続け──やがて、自分達の巣に帰るかのように、倒れた男の傷口へと染しみ込んでいった。

　やがて全すべての血液が男の中へと回帰し──赤い行進の終しゆう焉えんを告げるように、男の喉のど下に開いた傷口が塞ふさがった。

　後には綺き麗れいな肌色が広がるだけで、男の身体からだには惨さん劇げきがあった事を示す証拠は何一つ残ってはいなかった。

　アデルが手に持った槍やりにも血や脂の跡は存在せず、鋭利な切れ味を想像させる銀色が一点の曇りも無く煌きらめいている。

　周囲が完全に沈黙に落ちたのを確認すると──ティムは、満足そうに笑いながら口を開いた。

「で、納得してもらえたかな？」

　無ぶ頼らいな表情を浮かべて、ティムは倒れている男の腹を強く蹴けった。

「かはッ！」

　意識事態は取り戻していないものの、男は衝しよう撃げきで苦しそうに息を吐はいた。

　死んでいた筈の男が──確かに息を吹き返したのだ。

　それを確認すると、ティムは静かに言葉の続きを紡つむぎだす。

「不ふ死じ身みって奴やつが、確かにこの世に実在する事に──」







　その光景を見て、シャーネは廊下の奥で息を吞のんでいだ。

　──あれは……父さんと同じ──

　彼女が辿たどりついた時には、もはや男の傷が塞がる寸前だったが、彼女はその一瞬で確信した。

　あそこに横たわっているのが、自分の父親と同じ存在だという事を。

　実際には、ダラスは『できそこない』と呼ばれる存在だったのだが、シャーネはセラードや不完全な『不ふ死しの酒』の存在を知らなかった為、玄関に倒れるダラスを自分の父親──ヒューイ・ラフォレットと全く同じ存在だと思い込んでしまったのだ。

　シャーネは考える。

　玄関にいるあの連中の目的はなんなのか。

　ジャグジーは何な故ぜ倒れているのか、誰にやられたのか。

　そして──『不ふ死し者しや』を目の前にして、自分は一体何をなさねばならないのかと。







　廊下の奥に現れた女を見て、ティムは心中で首を傾かしげる。

　──はて？　あの女の目……前にどこかで見たような……。

　ティムは少しだけ自分の記憶を探ってみたが、どうにもはっきりとは思い出せない。彼はとりあえず気のせいだろうと割り切り、エントランスに集まった人間達に対して、ゆっくりと言葉を紡つむぎだそうとする。

「さて、俺おれが言いたいのは──」
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　だが、その言葉は唐とう突とつな拍手に遮さえぎられる。

　ティムが口を開いた瞬間、客間への入り口にいた妙なカップルが、目を輝かせながら勢いよく手を打ち鳴らし始めたのだ。

「すっげぇ！　こんな手品初めて見た！　ハワード・サーストンみたいだ！」

「人体切断ショーだね！　ハリー・フーディーニだね！　ホラス・ゴルディンだね！」

　著名な奇術師の名前を叫びながら、アイザックとミリアが子供のように騒ぎ立てる。

　それを皮切りに、周囲にいたジャグジーの仲間達も徐々に口を開き始めた。

「え、手品だったのか？」

「手品……なんじゃねえの？」

「あのハゲが自分で言ってたろ、手品だって」

「そっかぁ！　本当に吸きゆう血けつ鬼きかなんかだと思ってビビっちまったよ！」

「なんだぁ、手品かよ」

「ヒャッハァ」

　思い思いの言葉を呟つぶやきながら、みんな安心したように笑顔を取り戻していく。彼らの中で実際に手品ショーを見た事がある者は少なく、不思議な事は全すべて『手品』の一言で片付ける事ができてしまうのであろう。

　ニースやヨウンは納得のいかないような顔で顔を見合わせているが、他ほかの面めん々めんは安心したような笑顔を浮かべ始めていた。

「おいおい、頭悪いのかこいつら……」

　そんな様子に面めんを食らったのは、他ほかならぬティム自身であった。冗じよう談だん交じりで言ったつもりの手品という単語が、まさか本当に受け入れられてしまうとは。

「んー……ああ、あんたは事態を理解してそうだな」

　ティムは困ったようにこめかみに指を当てると、ニースの方に向き直って、彼女だけに対して語り始める。

「ま、早い話が──俺おれ達の仲間になって、みんなでこいつと同じ──不ふ死じ身みの身体からだになりたかないか？　そういう事を提案したかったわけよ。その為に、ある場所に保管してある『酒』を強ごう奪だつするのに協力して欲しかったんだが……ただ、なんだ、これ以上の詳しい話は、あんたらのボスが起きてから、また改めてって事でいいか？」




「──俺達の目的は、『不ふ死し者しや』をできるだけ増やす事なんでね」

　スキンヘッドの男の言葉は、シャーネの耳にもはっきりと届いていた。

　刹せつ那な、彼女の中で男──ティムの存在がはっきりと『敵』として認識される。

　不死者を増やす。

　それはすなわち、父であるヒューイを殺す事ができる存在を増やすという事だ。

　彼らが何者であり、どのような目的で不死者を作ろうとしているのかは解わからない。

　だが、父の敵を増やす為に、仲間であるジャグジー達をそそのかし、利用しようとしている。

　それだけは確実だった。

　彼女は音も無く床を蹴けると、廊下に散らばっている仲間達の間を縫ぬうように駆かけ、そのままティムの懐ふところへと潜もぐりこもうとする。

　流石さすがに無抵抗の相手をむげに殺すような真ま似ねはしない。情報が引き出せなくなるからだ。

　彼女は男の鳩みぞ尾おちにナイフの塚つか尻じりを叩たたき込もうとしたのだが──その直前、二人の間に鋭利な煌きらめきが割り込んでくる。

　シャーネは咄とつ嗟さに危険を感じ、後ろに身をそらせながらナイフの刃やいばを防ぼう御ぎよへとまわす。

　次の瞬間、激しい金属音が響き、シャーネの頰ほおの横を十字槍やりの先がすり抜けた。

　左右に突き出した刃の部分は、シャーネの両ナイフによって受け止められており、ギリギリのところで彼女の身体には届かない。

　だが──切っ先が僅わずかに触れたのだろう、シャーネの頰に僅わずかに赤い線が走り、一瞬遅れて涙のように血が染しみ出してきた。

「……」

「あの……突然襲ってきたので……つい……」

　シャーネが身体を後ろにそらさなければ、その槍は確実に彼女の頭部を貫いていた事だろう。それでもシャーネは冷や汗一つかかず、眼前にいる『敵』を睨にらみつける。

　自身の身長を軽く超える十字槍。それを軽々と振り回す、気の弱そうな顔をした女。

　不自然極まりない存在ではあるが、シャーネは静かに相手を見定める。

　いかに動けば、効率よく相手を倒す事ができるのかを。




　同時に──アデルの方も眼前に現れた『敵』に目を向ける。

　今の一撃で決めたつもりだったのだが、ほぼ完全によけられてしまった。

　どうやら、思った以上にやるらしい。

　アデルは心中でそう判断すると、槍やりを一いつ旦たん引いて、改めて距離をとる。

「おいアデル。下へ手たに殺すなよ」

　後ろからティムが声をかけてくる。

　アデルは背後を振り向かないまま、先刻までと全く変わらぬ調子で声をあげる。

「は、はい……でも……この人強いから、手加減、難しいかもです……」

　呟つぶやきながら、彼女の頭の中では別の思いが浮かんでいた。

　──漆しつ黒こくの髪に金色の目──まるで、ヒューイ様みたいな──

　そんな事を考えながら、彼女が静かに槍を引いた時──

　通路の奥から、第三者の声が響き渡った。

「アハハハハハハッ！　なんだか楽しそうな事になってるね、アミーゴ！」




「──誰だ、あいつ？」

　邸てい内ないにいたチンピラ達も、ティムの率いる『ラルウァ』の面めん々めんも、突然現れたメキシコ娘むすめの方に目をやった。

「知り合いか？　ドニー」

　同じメキシコ人のチンピラに対して誰かが尋ねるが、褐かつ色しよくの大男は暫しばらく考えた後、覚えが無いといったように首を振った。

　そんな邸内の空気を意に介かいせず、マリアは抜き身の日に本ほん刀とうを二本構えたまま、軽やかな足取りで廊下を進み始める。

「この家、広いね！　ここに来るまでにちょっと迷っちゃったよ、アミーゴ！」

　喋しやべるテンポはそのままで、ただ、足を回転させるリズムだけが徐々に速くなっていく。

　アデルは静かに状況を観察し、シャーネは殺気の籠こもった目でマリアと『ラルウァ』の面々を交互に睨にらみ続けている。

　マリアがシャーネとアデルの中間地点に向かって飛び込もうとした瞬間──
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　呼鈴が──

　本日三度目の呼鈴が──ジェノアードの別べつ邸てい内ないに響き渡る。

　アイザック達とは対照的に、実にノンビリとした印象の音だ。

　屋敷全体に響く呼鈴の音に、まるで時間が止まったかのように静まり返るエントランス。

「今度は何でしょう……」

　ニースが顔を引きつらせながら、今度はどんな危あぶない存在が出てくるのかと身構えた。その手は何い時つしか腰に回り、ベルトの横に取り付けてあった円筒状の物を握りしめている。

　ティムも、アデルも、シャーネも、マリアも、アイザックも、ミリアも、チンピラ達も、先刻から一切動いていなかった『ラルウァ』の面めん々めんさえも──誰も彼もが扉に目を向け、緊迫した事態への闖ちん入にゆう者を、固唾かたずを吞のんで待ちわびた。

　だが──

「ええと……こんにちわー」

　ゆっくりと開いた扉から入ってきたのは、気の抜けるような声と、無む邪じや気きな笑顔を浮かべた人の良さそうな青年だった。

　青年は邸内の様子をぐるりと見回し、日に本ほん刀とうを持ったまま固まっているマリアに目を止めて、困ったような声をあげる。

「マリアちゃんー。だからー、喧けん嘩かしちゃだめだよう。キースさんに怒られるよー？」

　子供のような口調で吐はかれた言葉だが、キースという人名にマリアは背中をピクリと震わせる。そのまま暫しばらくうなったかと思うと、

「……解わかったよ、チック。キースには嫌われたくないからね」

　渋しぶ々しぶそう呟つぶやいて、二本の刀をチキチキと腰の鞘さやに収めていった。

「……」

　ティムは暫くチックの方を見つめていたが、やがてアデル達に向き直ると、顎あごをしゃくって外に出るように合図する。

「今日は取り込んでるみてえだな。ジャグジーさんが起きたら宜よろしく伝えておいて下さいよ。また、明日にでも──」

「あー、待ってまってー」

　ニースに向かってティムが挨あい拶さつをしていた時に、チックは慌あわててティムの事を呼び止めた。

「……何か？」

「あのね、あのですね？　ジャグジーさんたちに用事があるんならー、僕達は待ちますから、先に用事をすませちゃった方がいいですよー」

「……？」

　チックが何を言っているのか解らずに、ティムをはじめとした『ラルウァ』の面子メンツは冷めた目つきで相手の言葉の続きを待った。

　凍こおるような視線を笑顔で受け流し、チックは何の躊躇ためらいも無く言葉を紡つむぐ。

「えっとですねー、ジャグジーさん達は、今日の僕達とのお話し合い次第でー、この町からいなくなっちゃうかもしれないんですからー」

「へ？」

　廊下で聞いていたニースが、呆ほうけたような声をあげる。

　チンピラ達も互いに顔を見合わせて、不思議な生き物を見るような目でチックへと視線を集中させた。

「それってどういう──」

　ニースが謎なぞの客人に問いかけようとした時──
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　四度目。

　最初にアイザック達が来たときから数えて、本日四回目の呼鈴が鳴った。




「……なんなの、今日って……」

　諦あきらめ半分、恐れ半分の声で、ニースは静かに肩を落とす。

　シャーネは今の呼鈴を機に動こうとしたが、アデルは決して隙すきを見せる事はなく、彼女達は相変わらず膠こう着ちやく状態に陥ったままだ。

　その一方で、緊張感の欠片かけらも無い声をあげる面めん々めんもいた。

「わあ、アイザック！　今日はお客さんがいっぱいみたいだね！」

「きっとみんな、手品を見に来たんだな！　それとも新しい芸人さんが来たのかな？」

　アイザックとミリアは、先刻からの状況を全すべてショーの一環として捉えているようで、シャーネもマリアも大道芸人の一種だと勘かん違いしているようだ。

　本来、彼らとシャーネは列車強ごう盗とう事件の際に同じ列車に乗り合わせているのだが──アイザック達は乗車前にチラリとシャーネ達の集団に目を向けた程度で、結果として、ＮＹニユーヨークに到着するまで一度も顔を合わせる事はなかったのだ。

　呼鈴が何度かなった後、扉の外の存在は、中の住人の反応を待つかのように沈黙する。

　もっともそれが通常の反応であり、勝手に扉を開けるチックや、喧やかましくベルを鳴らし続けるアイザック達の方が非常識なのだが。

　だが──いつまでたっても邸てい内ないの人間達は反応しようとしない。

　待ちくたびれたかのように、外から再度呼鈴が振られる音が聞こえてきた。

　それでも誰も動こうとはせず、扉の外から女性の声で「留守でしょうか……」というか細い声が聞こえてきた。

「……女？」

　動かない状況に業ごうを煮やしたティムが、顎あごで『ラルウァ』のメンバーの一人に合図を送る。

　目線を向けられた優やさ男おとこが、無言のまま頷うなずいてドアの方へと歩みより、内側から扉を開いてやった。

　そして──そこに現れたのは、黒いスーツを身に纏まとった、一人の可か憐れんな娘むすめの姿だった。

「あ、こんにちは……。……!?」

　中に案内された女が、エントランス内の光景を見て息を吞のむ。

　豪ごう華かな装飾が施された邸てい内ないには、三十人近い人間が集まっており──その殆ほとんどが、この邸宅には似合わないチンピラやゴロツキ風の人間ばかりで、あまつさえ槍やりやナイフを持った女性がその中央に位置しているのだ。通常の神経を持った人間ならば驚いて当然だろう。

　──普通の人だ。

　多くの人間が、スーツの娘を見てそう思う。この時代に女性がスーツを纏まとっている事は非常に珍しいのだが、それを差し引いても彼女の存在は普通に見えたのだろう。

　異常な人間達が集まっている邸内を見渡して──スーツ姿の女は、見慣れた顔が自分に向けて手を振っているのを目に留めた。

「おーい、エニス、こっちこっち！」

「わあ、エニスも手品を見に来たんだね！」

「アイザックさん！　ミリアさん！　……手品？」

　エニスはアイザック達の姿を見て安心したような笑顔を見せるが、現在の状況が全く吞みこめず──まだ開いている扉の方に向かって、助けを求めるように振り返った。

「え？」

　同時に──扉が更に大きく開かれ、重じゆう厚こうな装飾を施された扉の裏から、トレンチコートを羽は織おった一人の男が現れた。




　そして、時が止まる。

　場の空気が凍こおりつく、それはこの十数分の間に何度も訪れた現象だ。

　だが、今回のはレベルが違った。

　凍りついたなどという表現ではなく──

　静止。

　完全な静止。

　最後に屋敷に現れた男は、まるでそれまでの時間の経過をも否定するように、屋敷の中の空気ではなく、時間そのものを奪い去っていったのだ。

　特別に何かをするわけではなく、ただ、現れたというだけで。

　鋭い目つきをした若い男で、表情、仕し草ぐさ、歩き方──それらの全すべてから異常な威圧感を放出している、明らかに『カタギではない』人間だった。

　外見的な特徴は普通の人間と変わらない。

　だが──彼が現れた事により、場ばの空気は一瞬で固まった。

　事態を吞のみこめずにヘラヘラしていたチンピラ達は、その男を見て何らかの危険信号を感じたのか、全員が鋭い目つきになって筋肉に緊張を走らせる。

　アデルもシャーネもマリアも、突然現れた侵入者に目を見張る。

　アデルの意識は一瞬だけシャーネから完全に離れたが、シャーネもまた、その男に気をとられたために動く事ができなかった。

　マリアに至っては──気がついたら、収めていた刀に指をかけて、いつでも抜き放てるように構えていた。

　──ヤバイヤバイ！　こいつ、ヤバイよアミーゴ！

　同じように、『ラルウァ』の面めん々めんも、突然現れた男に時の流れを奪われていた。

　──なんだ、なんだこいつは？

　──ただ扉の横に立ってるだけだ、立ってるだけなのに……なんでこんなッ……。

　今まで完全に余よ裕ゆうを見せていたティムが、初めて不可解そうな表情を見せて押し黙る。

　そんな邸てい内ないの様子に満足する事もなく、寧むしろ当然だというような顔をして──

『秘書キアマトーレ』ロニー・スキアートは、屋敷の中へと足を一歩踏み込んだ。
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　彼は、まさしく『存在』だった。

　闇やみの中から生まれ、闇を呼吸し、闇の中に生き続ける存在。

　マフィアという『存在』の、いや、『裏社会』という存在の全すべてを内包した、人間の形をした別の『何か』。そういう雰囲気を纏まとっている男だった。

　ジャグジーの仲間達のようなチンピラではなく、ティムやアデルのような謎めいた存在でもなく、ダラスのようなクズとも異なる、一つの『存在』。

　ただのマフィアならば、ここまでの異質な威圧感は出さない。最後に屋敷に入ってきたこの男から感じられるのは、もっと様々なものをが入り混じった混こん沌とんとした何か──まるで人間ではないような『存在』そのものだった。

　だが──その『存在』によって止められた時の中で、例外として自分の時間を刻み続ける者達も存在した。

　──仕事の時のロニーさん……こんなに迫力があるんですね。

『蜂の巣アルヴエアーレ』の中で見かける面倒見のいい男はそこには存在せず、ロニーはフィーロのナイフの師し匠しようとして見せていた顔とは全く異質な姿を見せていた。

　エニスは初めて見るロニーの威圧に吞のまれながらも、普段の彼を知る為に辛かろうじて平静を保っている。

　アイザックとミリアは特に気にした様子も無く、ロニーに向かって笑顔を向けている。

「おお、ロニーも来たのか。ん、フィーロはいないだろうな？」

「この人達の手品、凄すごいんだよ！　ロニーも見ていきなよ！」

「!?　知り合いなんですか!?」

　ニースが驚いたように声をあげる。アイザック達はその声に気付かなかったようで、無む邪じや気きな表情のままでロニーに手を振り続けていた。

　そんな彼らの他ほかに平静を保っているのは、気絶する者を除けば、後は一人だけだった。

　扉のすぐ内側で寝ぼけたように立っていたチックは、ロニーの顔を見ると、気の抜けるような声で言葉を紡つむぎだした。

「わあー、ロニーさんが直接来るとは思いませんでしたよー」

　チックの空気を読まない言葉に対し、ロニーは威圧感を保ったままで答えを返す。

「こういう仕事は、どんなに些さ細さいな相手でも俺おれがやる事になってるんでな。……しかし、組をきっての『拷ごう問もん魔ま』をこの場に寄越すとは……ガンドールも随分と直接的な事をするものだ」

　二人の交わした挨あい拶さつを聞いて、ジャグジーの仲間達は表情を変え、一つの固有名詞に意識を集中させた。

「……ガンドール？」

「今、ガンドールッつったか？」

「それに、拷問魔がどうとか……」

「このヘラヘラした兄ちゃんがか？」

「まさかよ」

　ガンドールと言えば、ジャグジーと仲間達が『仕事』を行っている区画を仕切るマフィア組織であり、今までなんのアプローチも無かったとはいえ、本来ならば敵対しているといってもいい関係だ。

　ざわめきは徐々に大きくなり、ニースはそこで初めて相手の──少なくとも、チックとロニーに関しての──正体を悟さとり、慌あわててジャグジーの元にしゃがみこんだ。

　そして気絶しているジャグジーを起こそうと、彼の体を必死に揺すり始める。

「ジャグジー、ジャグジー！」

「やばそうだな」

　雰囲気を察したヨウンが傍そばに駆かけ寄り、白目を剝むいているジャグジーを羽は交がい絞めにするように引き起こした。

　チンピラ達はチックとロニーに集中的な視線を送り、ティムの率いる『ラルウァ』の人間達は玄関の両脇に移動して様子を窺うかがっている。アイザック達は好奇心に満ちた顔で『手品』の続きを待っていて、刃物を携えた三人娘むすめは緊迫した表情で互いの『敵』を見つめている。

　三十人近い人間が、それぞれの緊張の波に溺おぼれかける空間。その波の中を優雅に歩きながら、ロニーは自分がその場の支配者であるかのように言葉を紡つむぎだした。

「何やら込み入った状況のようだが──まあいい」

　エントランスの中央、ジャグジーやニースから１メートルほど手前の所に立ち止まり、彼はその場にいる全員へと向けて宣言を行った。

「俺おれは、マルティージョ・ファミリーからの使者として、交渉人として、裁定者として、執行人として、そして──これから起こる全すべての事象に対する証人として、この場に訪れた」

　人の精神を押しつぶすことを目的としたような、厚く重々しい口調。

「俺とガンドールの人間がここに現れた理由については、俺達が一番よく理解している。そして、お前達も同じぐらい正確に理解していると信頼している。この業界は信頼が大事だからな。手を差し出す時は相手の強さと誠実さを信頼し、拳こぶしを叩たたきつける時には相手の弱さと罪を信頼する。そんなことの繰り返しだ」

　芝居がかっていると言ってもよい程に仰ぎよう々ぎようしいセリフだったが、その男の纏まとう空気と相まって、声は確かな言こと霊だまとなって邸てい内ないのチンピラ達を支配した。

「そして、お前達はどちらを選ぶ？　俺にどういうカードを切る？　友愛か、それとも敵対か。その返事如何いかんによって、俺はお前達の過去に裁定を下し、お前達に訪れる現在と未来が決まる」

　彼が言葉を語り終え、一いつ旦たんの沈黙に陥ったのと同時に──ヨウンの腕の中でうめき声が起こり、ジャグジーが短い眠ねむりから目を覚ました。

「うう……あ、あれ、僕は……」

「おお、起きたかジャグジー」

「良かった……とも言ってられませんね」

「え？」

　ジャグジーは自力で立ち上がると、ニースの頰ほおに流れる冷や汗を見て、エントランス内の様子を見渡した。

「あれ……なんか、人が増えてない？　それに、あ、あれ？　血、血は!?　さっきの人は!?」

　自分が気絶する寸前の光景を思い出しながら、ジャグジーは説明を求めるような目で恋人の方に視線を向ける。

　それに対し、ニースは自分でも納得していないといった顔をしながら、淡々と事実だけを述べていく。

「さっき槍やりで突かれた人は、綺き麗れいに怪け我がが治ったの。それから……シャーネが槍の人と斬きり合って、そこに剣を持った知らない女が来て──いい、ジャグジー、ここが一番重要なんだけど」

　息を大きく吸い込みながら、彼女は冷静に事実を告げる。

「ガンドールとマルティージョの人間が来て、私達に話があるって言ってる」

「……え？」

　ジャグジーは、ニースの言葉に改めてエントランスの人間達の姿を見る。

　その中に一人、明らかにカタギではない雰囲気を纏まとったロニーの姿を見つけ、彼の意識は再び遠のき始めた。

　──だ、駄だ目めだ駄目だ、僕がしっかりしなくちゃ！

　間かん一いつ髪ぱつで気絶する事を思いとどまると、ジャグジーは静かに状況を整理する。

　まず自分が成さねばならない事は、仲間の安全の確保である。そう自分に言い聞かせながら、ジャグジーはロニーの方に向かってゆっくりと向き直った。

　──考えろ、考えるんだ。どうすればこの状況を一番無難に切り抜けられるか──







「なあ、ミリア。ロニーは何で急に難しい事を言い出してるんだ？」

「機嫌が悪いのかなあ？」

　ジャグジーが覚かく悟ごを決めつつあったのとは対照的に、アイザック達は全く空気を読まない会話を繰り広げていた。

「そうそう、ロニーで思いついたんだけどさ」

「なあに？」

「さっきの、『フィーロの大事な物を盗ぬすんでやろう』っていう話だけどさ」

「うん」

　声を顰ひそめて囁ささやくアイザックに、ミリアも真剣な面おも持もちで返事を返す。

「ロニーってさ、フィーロの上じよう司しで、ナイフの師し匠しようだよな？」

「老師って奴やつだね！」

　暫しばらく考えてから、アイザックは同意を求めるように呟つぶやいた。

「あのな、ミリア」

「なあに？」

「ロニーとエニスはさ……二人とも、フィーロにとって──」

　そこまで聞いて、ミリアはアイザックの言いたい事に気付いて、嬉うれしそうに声をあげる。

「……大事なものだね！」







　──斬きりたい。

　強そうな奴が集まってる。斬り難にくそうな存在が集まっている。

　目の前にいるナイフ女と、その女に傷をつけたと思しき槍やりの女。

　そして、最後に現れたロニーとかいうマルティージョ・ファミリーの男。

　──なんて素す敵てきなんだろう。なんて斬りがいのある人間達が多いんだろう。

　緊張に包まれた空間の中で、マリアは自分の中から湧わき上がる熱を感じていた。

　自分はこの中で最強なのか──それを知りたいわけではない。

　彼女は既に信じている。自分こそがこの中で最強の存在であると。

　マリアはただ、確かめたいだけなのだ。

　自分の実力を、自分の刀に秘められた力を。

　もっと単純に言うならば──斬りたい。

　余計な理屈はいらず、全すべてはその一言に集約される。

　今までもそうしてきた。強い殺し屋やマファイを殺すように依頼されれば、彼女は嬉しそうに笑いながら刀を抜き放ち、相手の肉も、骨も、命さえをも断ち切ってきた。

　斬りたいから斬った。その理由だけで、斬る事ができた。生き残る事ができた。

　仕事だから斬った、というのは、彼女にとっては二の次の話だ。彼女が殺し屋として仕事を請うけるのは、日々の食欲を満たすための生なり業わいに過ぎない。趣味と実益を兼ねる事ができるのだ、これほど理にかなった職業はないと思っていた。

　唯一、『葡萄酒ヴイーノ』を殺せと依頼された時、その時だけはしくじった。

　結局彼女は『葡萄酒』の身体からだに傷一つつける事ができず、完かん膚ぷなきまでに打ち負かされた。

　──だけど、今なら勝てる。

　何の根拠も無かったが、彼女は密かにそう思い続けて、いつか誰かが『葡萄酒』を殺せと依頼してくる日を待ち続けていた。

　今日は久しぶりに暴れられるかもしれない、人が斬れるかもしれない、自分の強さを、ムラサーミァの強さを誇こ示じする事ができる。自分で自分の強さを信じる事ができる。

　それにはうってつけの相手がこの場にいる。それも、何人もだ！

　彼女は身の内から溢あふれる緊張を抑えつけながら、目の前にいる人間達の呼吸音を静かに観察していた。

　機を、ただ斬きりかかるためだけの機を窺うかがっていた。

　誰よりも速く、誰よりも強く。

　そして、誰よりも鋭く生きる為に。

　日に本ほん刀とうに、否、『斬る』という事に一生を捧ささげた女は、そう決意して静かに眼めを細める。

　己の心を、自らの刃やいばのように光らせながら。







　シャーネは、敵を見定めていた。

　後から現れた面めん々めんは、どうやらジャグジー達にとって招かれざる客らしい。

　そして、この槍やりを持った女とその仲間は、父の敵である可能性が大きい。

　自分はどちらと戦うべきなのか？

　だが──どちらもまだ、完全に自分の敵と決まったわけではない。

　後から来た面々も、日本刀を持った女も、どう動くのかは全く予測ができない。

　全すべては、動きを見せてからだ。

　自分がどう動くかは、この場の今後の動きで全て決まる。

　その瞬間を見逃してはならない。自分が最も正しく、そして速く目的を達成する為に──

　彼女は静かに眼を細め、周囲の気配を静かにその身にうけ続けた。







　ティムとアデルを含めた『ラルウァ』の面々は、やはりその場を動かずにいた。

　自分達は、現時点では最も『部外者』に近い存在だろう。手品だなんだと騒いでいる頭の悪そうなカップルはいるが、この状況に一番接点が無いのは自分達だ。

　その筈はずだったのに、どうしてこのナイフ女は、自分達に斬りかかってきたのだ。

　相手の意図がわからない上に、ティムにもアデルにも、どこかしらこのナイフ女に見覚えがあった。

　彼女が自分達を敵視する事と何か関わりがあるのか、彼女が何者かが解わかればその答えも見えてくるのかもしれないが、落ち着いて思い出すには時と場所があまりにも悪すぎる。

　どちらにせよ、ここは自分達から下へ手たに動かない方がいいだろう。

　そう判断して、彼らは静かに状況を見守り始めた。







「？　どうしてみんな止まってるのー？」

　空気の読めていないチックが吞のん気きな声をあげるが、それでも、周囲の面めん々めんは動かない。

　アイザック達は何事かを耳打ちしあっているし、ロニーはジャグジー達の反応を待って沈黙したままだ。その他ほかの面子メンツは互いに緊張した面おも持もちで周囲の様子を窺うかがっている。

　止まってしまった時間。

　ロニーという男の登場によって、全すべての温度が奪われてしまった状況。

　このまま永遠に睨にらみ合いが続くのかと思われたその時──

　事態を動かす事のできる存在が、ゆっくりとその身を起こしかけた。

「うグぁ……くそ……畜ちく生しよう、手前てめえら……絶対に殺すからな……」

　ティムの脇に倒れていた男が、怨えん嗟さの声を呟つぶやきながら顔をあげる。

「ぼんやりとだが……聞いてたぞ……てめぇ……まさかこの為だけに、俺おれを実演販売の道具に使う為だけに仲間に引き入れやがったのか……？」

　まだ殺されたショックから立ち直れていないようで、言葉の間に荒い息遣いがこだまする。

「それも、ある。だが、それだけってわけでもないさ」

「この野や郎ろう……！」

　ダラスはそのままティムの胸倉を摑つかもうとして──ようやく周囲の状況がおかしい事に気がついた。

「……？　なんだ？」

　全員が緊張した目つきをしており、起き上がったダラスの事など視界に入っていないかのような黙殺ぶりだった。

「何が起こったんだ……？」

　彼が周囲の状況を摑もうとして見渡すと、一人だけ自分の事を見ている人間がいるのに気がついた。スーツを身に纏まとった細身の女、エニスだ。

　エニスは先刻まで倒れていた男の顔を見て、何かを思い出そうとするように首をひねっており──ダラスもその女の顔を見て、強い違和感を己の内に感じ取っていた。

　僅わずかな沈黙が過ぎ去った後──先に思い出したのは、エニスの方だった。

「ダラス……さん？」

　名前を口にした瞬間、彼女の疑問は確信へと変わる。

　──思い出した。やっぱり、あの時の、３年前の……！

　自分がまだセラード・クェーツの分身であったころ、様々な経緯から手て駒ごまとして利用する事になったチンピラ達。そのリーダー格だった男で、最後には裏切って自分やフィーロを蜂はちの巣にした男だ。

　その後どうなったのかはエニスの知るところではなかったのだが──その人物が、今、目の前に存在しているのだけは確かだった。

　エニスが相手の名前を口にした瞬間──当のダラスも、目の前の女が何者であるのかをはっきりと思い出していた。

「手前てめえ……」

　そして──この瞬間をもって、時は勢いよく動き出す。

　雪崩なだれの如き怒ど涛とうの勢いで、それまで止まっていた時間の遅れを取り戻すかのように。




「え？」

　エニスの姿を確認して、ダラスは直すぐに周囲を見渡し、チックへと向かって駆け出した。

「よこせ！」

　チックが腰につけていた、銀色に輝く何本もの鋭い鋏はさみ。

　ダラスの狙ねらいは、もっとも奪いやすい部分にある凶きよう器きだった。

　餓うえた野の良ら犬いぬのようにチックへと飛び掛かると、ダラスは相手の腰から鋏を一本抜き取った。

「うわぁ」

　気の抜けた声をあげ、チックは後ろに倒れこんで尻しり餅もちをつく。

　それに構わず、ダラスは即座に踵きびすを返し、エニスへと向かって突進しようとする。

　だが──その手が後ろから摑つかまれ、彼は身体からだを大きく詰まらせる。

　殺気の籠こもった目で振り返ると、そこではチックが尻餅をついたままで、ダラスの手首を強く握りしめていた。

「だめ」

　悲しそうな眼めでダラスを見つめながら、チックは恐怖を微み塵じんも感じていない口調で言葉を紡つむぎだした。

「僕の鋏、返して」

「うるせぇ！　離しやがれ！」

　ダラスは力任せに振りほどこうとするが、チックの力は思った以上に強く、簡単には掌てのひらを引き剝はがす事ができなかった。

「恨うらみや憎しみで、その鋏を使わないで！」

　相手の心を見み透すかしながら、チックは珍しく強い語気で反抗の声をあげる。

「てめ……」

　ダラスは奪い取った鋏を振りかぶると、自分の腕を摑むチックの手の甲に突き立てようとして振り下ろし──




　彼の右手は、そのまま壁まで飛んでいった。




　ベシャリ

　湿った激突音と共に、チックの背後の壁にダラスの右手が叩たたきつけられた。ただし、手首とより下の部分は存在せずに、鋏はさみを握ったままの手からは赤い液体が零こぼれ落ちていた。

「あ……？」

　ダラスは一瞬呆ほうけたような声をあげると、自分の右手首から先が無くなっており、そこからシュウシュウと音を立てて血が噴ふき出ている事に気がついた。

「がぁぁぁぁあぁぁぁッ！」

　自分の腕に起こった事態を正確に把握すると同時に、激しい痛みが脳のう髄ずいに襲い掛かる。

　首を締め上げられたガチョウを思わせる悲鳴の横で、彼の手首を斬きり飛ばした人間が楽しそうに声をあげた。

「今のは仕方ないよね？　アミーゴ！」

　チックに向かって小さくウインクをしてみせると、マリアは刀の嶺みねで自分の肩をトントンと叩いた。

「言ったでしょ？　貴方あなたは絶対に傷つく事は無いって！」

　マリアは静かに笑うと、血を流し続けている筈はずのダラスへと眼めを向け──動きを止める。

　勢いよく血が流れている筈の手首に向けて、流れ出した血が逆流を始めている。

　壁に叩きつけられていた手首が、いつの間にか男の足元に転がっていた。その手首はまるで中にある血液に操られているかのように蠢うごめき、握られていた鋏が床に零れ落ちる。手首の断面から糊のり状じように伸びた血の塊かたまりが、ダラスの腕に自らの先端を入り込ませ──血の束たばは互いに引き合いながら、ついには地面に落ちた手首を宙に持ち上げてしまう。

　そして──次の瞬間には、磁じ石しやくのような勢いで手首の断面が衝突し、ダラスの腕には切断の跡は愚おろか、些さ細さいな傷一つすら残っていない。

　再生と共に痛みが消えたようで、ダラスは荒げていた息を落ち着かせると共に、殺気の籠こもった目でマリアの事を睨にらみつける。

「かはッ……ぁ……ぁあっぁあ！　手前てめえ……ッ！」

　斬った筈はずの体が、何事もなかったかのように再生する。

　マリアは先刻の『手品』を見てないため、驚いたような眼でダラスの事をねめ回し──

「アハッ！」

　次の瞬間、新しい玩具おもちやを見つけた子供のような、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を浮かべてみせた。

「凄すごい凄い！　貴方あなた、うちのボスと同じ体なんだね！　アミーゴ！」




　マリアが何気なく放ったその一言に、何人かの人間が露ろ骨こつな反応を見せた。

　目の前で人間の手首が飛んだ瞬間でさえ焦あせった様子を見せなかった『ラルウァ』の面めん々めんが、今の一言には露骨に眉まゆをひそめ、その眼を大きく見開いていた。

「……今、何て言った？」

　ティムが静かに呟つぶやくが、マリアの耳には届いていないようで、彼女は嬉うれしそうに日に本ほん刀とうを構えながら揺らめいている。

　今までの言動からするに、彼女はガンドール・ファミリーに所属する人間のようだ。

　情報屋やダラスから聞いていた話を総合すると、どうやらガンドール・ファミリーのボスである三兄弟も不ふ死し者しやとなっているようだ。だが、話が全く広まっていない事から、その事実は完全に闇やみに葬られているものだと思っていたのだが──

「秘密にしているわけじゃねえのか？　馬ば鹿かな」

　彼らとて、３年前の事件で誰が不死者になったのかを正確に把握しているわけではない。辛かろうじて、セラードを『喰った』とされるフィーロ・プロシェンツォと、ダラスに撃ち殺された筈はずのガンドールの三兄弟が不死者になっている事を知るのみだ。情報屋の話では他ほかにも不死者になった者がいるらしいのだが、そこまでを知るには情報屋に払う対価が足りなかったようだ。

　ティムが不思議そうな目つきでマリアの方に視線を向けると、彼女は楽しそうな笑顔で日に本ほん刀とうを振り下ろすところだった。




「アハハハ！　面おも白しろいねー、何回斬きっても元通りになるんだ！」

　自分に向かって飛び掛かって来たダラスに対し、銀の一いつ閃せんを煌きらめかせるマリア。

　ダラスの足首が音も無く斬り飛ばされ、そのまま前のめりになって倒れ込む。

　だが、その足首は直すぐに再生を開始して、ダラスの悲鳴にあわせるように血と傷口が蠢うごめき続ける。

「な、な、なにアレ！　何なのあれぇ！」

　そうした光景を見て、ジャグジーは布を裂さくような叫び声を上げる。他ほかのチンピラの面めん々めんは既に一度見ている為にそれほど心を乱してはいないが、先刻から続くグロテスクな状況に、邸てい内ないにいる人間達は次第に眼めをそむけ始める。

　マリアは再生しきったダラスに無む邪じや気きな笑みを向けると、心の底から楽しそうな声で物ぶつ騒そうな言葉を紡つむぎだす。

「アハハハハハッ！　無む駄だだよ、無駄なんだよアミーゴ！　私は貴方あなたの傷が治る限り、何度でも斬るよ？　斬ってあげるよ？　何回でも何回でも、貴方が立ち上がる度に斬って斬って斬って斬って斬って斬って、自分が死なない体になっちゃったって事を──」

　刀が宙を裂き、ダラスの左手首が刎はね飛ばされる。

「──後悔させてあげるよ？　アミーゴ！」




「まずいな」

　凄せい惨さんな状況を見て、ティムは独り言を呟いた。

　自分達の為に働く捨て駒ごまを得る為に、『不ふ死じ身み』という手っ取り早い餌えさを用意したつもりだった。だが、目の前でダラスが受けているような、死んだ方がましだという状況、それなのに強制的に再生を繰り返す彼の姿を見ては、『不死身』という効果が餌にならなくなるかもしれない。ティムとしては、そんな結果になる事だけは避けたかった。

　彼はシャーネと向き合っているアデルに眼めを向けると、彼女に対して小声で命令を呟つぶやいた。

「アデル──あのサムライ女を止めろ」

「……は、はい」

　槍やりを構えた女は、返事をした時には既に動き始めていた。

　彼女の構える十字槍。その先端の刃やいばが大きな円を描き、振り向きざまにマリアの肩口へと向かって振り下ろされた。

「ワッ？」

　だが、一瞬速く状況に気付いたマリアがもう一本の刀を抜き放ち、その先端を受け止めた。

　間かん一いつ髪ぱつで刃に切り裂さかれる事は免れたが、勢いのついた槍から来る圧倒的な衝しよう撃げきがマリアの全身に襲い掛かる。

「わわッ！」

　思わず体重を後ろに逸そらし、そのまま勢いよく身体からだを後方に転がらせた。

　細い体がコロコロと軽やかに転がったと思うと、体勢を立て直すのと同時に、マリアは槍の持ち主の懐ふところへと向けて一気に飛び出した。

　地を這はうような低い姿勢で、弾丸のような勢いでアデルの懐に刃を向けるマリア。

　だが、アデルはその動きを読んでいた。

　十字槍の先端を弧を描くように手前に戻すと、入れ替わりで前方に出た柄つか尻じりの方をマリアに突き込んだ。

　簡素な装飾を施された槍の石いし突づきが、マリアの顔面に向かって勢いよく迫る。

　彼女はそれを打ち払おうとして刀を振るうが、刹せつ那な、アデルの身体が後方に向かって大きく跳とんだ。

　──フェイント!?

　マリアの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

　今の殺気は確かに本物だった。放たれた突きも、確かに彼女の眉み間けんを狙ねらったものだった。

　だが、それを払う為に筋肉を動かした瞬間──彼女は即座に突きを諦あきらめ、その身を大きく後ろに飛ばしたのだ。

　自分の動きを見てから、リアルタイムで戦い方を切り替えた。

　その瞬間的な判断力から、マリアは目の前にいる槍遣いが相当の実力者である事を確信する。

　マリアは一いつ旦たん間合いを空あけて、改めて眼前の槍遣いに眼を向けた。

　体格的にはマリアと同じぐらいだろう。彼女が二本の刀を扱うのに対し、アデルは一本の長大な槍やりを扱っている。重量的にはいい勝負であり、どちらも体格には見合わない重さの得え物ものを扱っているといえた。

　アデルは常にオドオドした表情を見せているが、槍を扱う鋭さには一点の迷いも見られない。

「……槍と戦うのは初めてだね！　ワクワクするよ、アミーゴ！」

　マリアは両手の刀を構え直しながら、アデルに向かって挑発するように笑いかける。

　だが、アデルは表情も構えも変えないまま、申し訳なさそうに一言呟つぶやいた。

「それ……噓うそ、ですよね」

「……」

　マリアの顔から、笑みが消える。

「どういう事？　アミーゴ」

「貴女あなたは、ワクワクしているふりをしてるだけ、ですよね」

　怯おびえた子犬のような目をしながら、アデルはマリアに向かって静かに言葉を紡つむぎ続ける。

「さっきまでは、本当にワクワクしてたかもしれません。でも……今、私と一瞬手合わせして……貴女は疑問に思いかけましたよね？　『もしかしたら、自分より強いかもしれない』って」

「……何言ってるの？　そんな事あるわけ──」

　マリアは鼻で笑うように否定しようとするが、アデルは構わずに言葉を被かぶせかける。

「だから、そうやって強がって、自分に暗示をかけようとしてるんですよね？　自分は絶対に相手より強いって、自分の刀は、絶対に相手を斬きる事ができるって……」

「……」

　アデルの指摘に対して、マリアは無言のまま相手を睨にらみつけている。

「安心して下さい。殺し合いの腕前だけなら、あの、貴女の方が私の倍ぐらい上ですから……」

　気休めのような言葉を告げた後に、アデルは表情を変えぬまま言葉を紡ぎ続ける。

「でも……知ってますか？　剣や刀で槍に勝とうとするには──」

　刹せつ那な──マリアの眼前に刃やいばが現れた。

「──相手の三倍強くないといけないらしいです……はい」

　遠い間合いから、一直線に突く。アデルが行ったのはたったそれだけの行為だった。

　だが、それは想像以上のプレッシャーとなってマリアに襲い掛かる。

　マリアは知らない内に、アデルの喋しやべり方に引き込まれていた。

　自分の言葉も気分も、その速さの全すべてを身体からだのリズムと同調させるマリアに対して、アデルは自分のテンションと身体の動きがまるで正反対のリズムを取る人間だった。

　彼女のオドオドした態度や気の弱そうな表情は決して演技ではない。だが、その動きは彼女の表層からはとても想像できない程に速く、鋭い。

　見る者の心を凍こおらせる鋭さを持った突きが、銀色の刃を伴ってマリアに迫る。

「……くッ！」

　マリアはそこで初めて悔くやしげな声を漏もらすと、二本の刀を全すべて防ぼう御ぎよに回し、迫り来る十字槍やりの先端を防ごうとする。

　だが──彼女が身体からだを動かした瞬間、それを待ちわびていたかのようにアデルの目が光る。

　彼女は槍を握る手首を僅わずかに動かし、地面と平行に広がっていた槍先を、滑なめらかな流れで地面から垂直に立てて見せたのだ。

「!?」

　十字形に突き出した三本の矛ほこ先さきは、風車のように回転しながらマリアの刃やいばを搔かい潜くぐり──

　次の瞬間、エントランス内に鮮血が舞った。

　その赤黒い液体は、今までにこの場で流れた物とは違い──

　どれだけ時間が経過しても、決して宿やど主ぬしのもとへと回帰しようとはしなかった。




　　　　⇔




「おい、どうなってんだよこれ！」

「あいつら一体何なんだよ！」

「ジャグジー、手前てめえなんとかしろよ！」

「ヒャハー」

　エントランスは、先刻のダラスの動きを契機に派は手でな混迷を見せていた。

　突然斬きりあいを始めた女達から離れるように、チンピラ達は遠巻きに円を作るように移動した。それでもその場から完全に逃げ出す者はおらず、彼らの視線は徐々にリーダーであるジャグジーへと集まり始める。

　当のジャグジーは訳がわからないという顔をして、独り言のように。

「頼むから、余よ所そでやってよぉぉぉ」

　と泣き言を呟つぶやいていた。

　シャーネは斬きりあいを始めたマリア達から一歩下がり、ジャグジーやニースを護まもるような位置で警戒を続けている。

「ああッ、シャ、シャーネちゃん……血が出てるけど……大丈夫？」

　頰ほおの傷を気遣うジャグジーの言葉に、シャーネは無言のままでコクリと頷うなずいた。

　ジャグジーが安心したように息を吐はいた次の瞬間、低い声が彼の背後から聞こえてきた。

「なにやら状況は混こん沌とんとしているようだが──」

　ビクリと背を震わせながら振り返ると、そこにはマルティージョ・ファミリーの使いが目を細めながら立っていた。

「──ッ！」

「何い時つの間に!?」

　驚くジャグジー達に対し、ロニーは相手の言葉を無視しながら、淡々と自分の用件だけを口にする。

「まあいい。気絶していた君の為にもう一度伝えるが──俺おれがここに来た理由は、既にわかっているのだろう？」

「……」

「細かい事は後回しでいい。単純な答えだけを先に聞こうか。すなわち……君達は我々の組織の敵となるか、それとも傘さん下かに加わるか、だ」

　有う無むを言わせぬ物言いに、ジャグジーは顔を泣きそうにゆがませるが──首を激しく振って気合を入れると、圧倒的な威圧感を放つ男に対して、ジャグジーは胆たん力りよくを振り絞って言葉を紡つむぎだす。

「……僕達は、貴方あなた達の敵にはなりません」

「ほう……」

　それだけではないだろう？　という目をするロニーに対して、ジャグジーは静かに自分の意思を曝さらけ出す。

「ただ……貴方達の下につく気もありません」

　結論を先に述べた刺青いれずみの青年に対し、ロニーは薄く笑って見せる。

　そのまま無言でジャグジーの目を見つめ、彼が今の結論を選んだ理由を聞く事にした。

「僕達は……仲間をマフィアに殺されています。だから……どんな事があっても、僕達が僕達として存在する限りは、マフィア組織の一部に加わる事はできないんです」

　ジャグジーの声からは、震えが完全に消えていた。

　彼の口から紡がれた決意を耳にして、ニースやヨウン、周囲にいたチンピラ達の何人かが、それが自分達の総意だと言わんばかりに頷うなずいてみせる。

「なるほど」

　ロニーは面おも白しろいものを見たという表情でジャグジー達を見渡して、奇妙な言葉を口にした。

「先ほどまで泣きそうな顔をしていたと思ったら、今はすっかり戦士の顔になっている。バラバラだと思っていた仲間達も、何い時つの間にか一つの生き物のように結束しているようだな。ふん……たまに御前達のような者がいるから、人間というのは面白い……まあいい」

　まるで自分が人間ではないような物言いをしながら、ロニーは話の続きを切り出した。

「御前達の結論は確かに耳にした。だが、それは少々虫が良すぎる──それは解わかるな？」

　敵にもならないが、味方にもならない。それはつまり、今までと同じく互いに関わりを持たないようにしてくれという意味だ。

　だが、それで済むのならば彼やチックがここに来た意味がない。

　ロニーは緩ゆるんでいた口元を引き締めると、周囲をぐるりと見渡した。

　邸てい内ないでは今だに女が二人斬きりあっており、時折聞こえる金属音が全員の耳に等しく響き渡る。

「まあいい……詳しい話をする前に、気の散る存在は排除しておいてやろう」

「え……？」

　ジャグジーは戸惑った声をあげるが、ロニーはそれを黙殺して踵きびすを返し、激しく刃やいばをぶつけあう二人の女へと向かって歩ほを進めていった。

　血と刃が飛び交う嵐の中心部へと向かって、まるで横断歩道を渡るかのように足を一歩踏みだした。

　そして──屋敷の時間は、再び止まる事となった。




　　　　⇔




『蜂の巣アルヴエアーレ』店内




「ところで……ロニーさん、今日は何ど処こに行ったんですか？」

　若き幹部が、上級幹部のマイザーに向かって尋ねかける。

　フィーロのコーヒーカップはとっくに空からになっており、店内に集まった無法者達は、午後の休息を思い思いの方法で味わっている最中だ。

　横で三杯目のコーヒーに砂糖を入れていたマイザーは、フィーロに向かって淡々と答えを返してみせる。

「ちょっと、うちの縄なわ張ばりで勝手に商売してる人達がいまして」

「……あぁ、去年ぐらいからいる、シカゴ訛なまりの変なガキどもですか」

「はい。今までは無視という事でやってきたんですが、禁酒法の時代も終わる事ですし、新たな商売を始めるにあたって、身辺の整理をしておかなければならないという事になりましてね。ロニーさんは、彼ら新参者との交渉に向かっています」

「一人で、ですか？」

　少し驚いたような顔をして、フィーロは更に問いかける。

「いつもそうじゃないすか。私が幹部になってから３年、ロニーさんの仕事も色々と知るようになりましたけど……揉もめ事になりそうな場面には必ずロニーさんが行ってますよね。それも一人で」

「ええ、大抵はそうですね」

「危あぶなくないんすか。そりゃ、ロニーさんのナイフの腕前はよく知ってますし、酒を飲んで俺おれらと一緒に不ふ死しになったってのも解わかりますけど……」

「ハハ……フィーロ、一つ間違ってますよ」

　フィーロの言葉に、マイザーは柔にゆう和わな顔を更に笑いで緩ゆるめ始めた。

「何がですか？」

「セラードの記憶があるというから、とっくに気付いていると思っていたんですが……やはり彼は、人の顔なんかいちいち覚えてはいないようですね。いや、人じゃないとすればなおさらかもしれません」

「何の話です？　一人で納得してないで教えて下さいよ」

　自分が一人置いてけぼりを食らったような気がして、フィーロは上じよう司しに対して不機嫌そうな表情で嚙かみ付いた。

　しかし、マイザーはそんな部下の言葉を笑いながらはぐらかす。

「まあ、時がくれば彼が自分から明かすでしょう。それに、彼がなんであったとしても、ロニーはロニーですよ」

「さっぱり解わからないすよ……ちぇッ」

　フィーロは背中を大きく伸ばしながら、店内の窓から見える空模様に目を移し──色を濃くしつつある雲を見ながら、どこか寂しさを含んだ声で呟つぶやいた。

「……降りそうだな」




　　　　⇔




　噓うそだ。

　こんなの、噓だ。

　信じない、私は信じない。

　斬きれる筈はずだ、斬れる筈なんだ。

　私の刀は、ムラサーミァは絶対にこの女を斬れるんだ。

　届きさえすれば、刃やいばが少しでも届きさえすれば────

　でも、届かない。

　刃があの女に届かないよ。

　いや、大丈夫。

　届く。

　届くよ。

　届けば斬れるんだ。この女に勝てるんだ。

　信じろ。私はできる。

　この女に刃を届かせる事ができる。

　槍やりの切っ先を搔かい潜くぐって、相手の懐ふところにもぐりこめる。

　信じてる、私の腕は、この女に届いている────




　刃と刃がぶつかり合う、甲かん高だかい金属音が響き続けるジェノアード邸てい内ない。

　マリアとアデルの斬きり合いは、既に数分の時を重ねていた。一見するとなかなか勝負がつかない名勝負のように思えるが、実際にはどちらが劣勢なのか一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「もう、止やめにしませんか？　……あの……時間の無む駄だですから……」

　槍やりの斬ざん撃げきを繰り出しながら、相変わらずの声で淡々と告げるアデル。重量のある槍を持って暫しばらく斬りあいを続けた後だというのに。彼女は呼吸一つ乱してはいない。

「うるさい……うるさいよアミーゴ！　私は、貴女あなたなんかに負けないよ！　絶対に、絶対に負けないんだから！」

　その一方で、マリアは息を荒く吐はき、己の四し肢しを血に赤く染めていた。

　先刻から何度も互いにぶつかっているが、傷を負うのはマリア一人のみだった。彼女が向けた刃やいばは全すべて槍に打ち払われ、何か奇襲を試みれば、アデルはそれを感じ取って必要以上に大きく間合いを空あける。

　考え付くあらゆる手を使ったが、マリアは戦いを自分の間合いに持ち込む事ができずにいた。

　だが、マリアの体術も大したもので、相手が完全なる殺意をもって突いてきた攻撃を、全て間かん一いつ髪ぱつのところで躱かわしている。

　それでも、腕や足を掠かすめるようにいくつもの矛ほこ先さきを受けてしまっており、彼女の身体からだは見た目だけならば満まん身しん創そう痍いと表現してよい程に傷ついていた。

　どちらが優位なのかは既に明らかだった。それでも、マリアの目からは今だに炎ほのおが消えてはいない。

　燃え尽きる寸前の、最後の揺らめき。

　その炎すらも消してしまおうと、アデルは凍こおるような言葉を浴びせかけてくる。

「貴女は、信じる事で恐怖を否定しようとしていますね」

「……違う」

「でも……あの、信じる事なんて、その……気休めに過ぎないんですよ」

「違う！」

　否定の叫びをあげながら、マリアは身を小さくかがめ、今まで以上の速度で刃を振るう。

　だが、その渾こん身しんの一撃すらも相手の身体には届かない。間合いに入る寸前で、槍の柄えが彼女の身体を打ち据すえ──それと同時にアデルは横に移動し、マリアの攻撃の線から身体をずらす。

　もしも、彼女の得え物ものが槍ではなかったら、せめてあと僅わずかに短かったならば。

　だが、彼女の扱う得物は槍だ。

「その証拠に──あなたは、もう、疑い始めてますよね」

　アデルは笑った。

　そこで初めて笑顔を見せた。

「心の奥底では、もう疑っている、信じる事ができないでいる」

　勝利を確信した者が浮かべる笑み。

「いいえ……逆に、一つの事を信じてしまいかけているんじゃないですか？」

　敗者への道を堕おちる者を見下げる、優越感に満ちた笑み。

「貴女あなたは、私には勝てないって……いえ、腕前は貴女の方が上ですから、こう言った方がいいですね」

　手にした槍やりを大きく引き込みながら、アデルは最後に一言付け加えた。

「その刀では──槍には決して勝てないと」




「────ッ！」

　アデルの一言を否定するかのように、マリアは感情的な一撃を放つ。

　今までのどの斬ざん撃げきよりも力と速さの籠こめられた一いつ閃せんだ。

　だが、その分僅わずかに隙すきが大きくなり、それを待っていたかのようにアデルの目に光りが灯ともる。

　槍の切っ先はマリアの心臓をめがけて一直線に走り──必殺の一撃として繰り出された。




　そして──時は止まる。




　　　　⇔




　──待て、殺すな。

　ここで下へ手たに騒ぎを大きくするのはまずい。そう考えて、ティムはアデルにそう叫ぼうとしたのだが、既に彼女の放った一撃は速度を増しており、もはや止めるのは不可能と思われた。

　だが、その刃やいばがマリアの心臓を貫く事はなかった。

「!?」

　不意に、彼女の腕が槍の重量から開放される。

　ティムもアデル自身も、それまで無表情で事の成り行きを見守っていた『ラルウァ』の面めん々めんでさえも、驚きよう愕がくに見開かれた目でその事態を凝ぎよう視しした。

「槍が……!?」

　先刻、この邸てい内ないで起こった奇跡がダラスの再生劇だとするならば──現在彼女の身に起こったのは、まさしく消失劇だった。

　彼女が十字槍をマリアに突き出した瞬間、彼女の手中にあった槍が、まるで煙のように消えうせてしまったのだ。

「……ッッッ！」
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　驚きよう愕がくしたのはアデルだけではない。マリアも同じように、信じられないようなものを見る目つきで自分の身に起こった事を思い返す。

　自分に向かって突き出された槍やりが突如として消失し──それに続いて、自分の手からも二本の愛刀が消えうせてしまったのだ。

　まるで煙を握るように、突然掌てのひらから刀の柄つかの感触が無くなった。

　事態を理解できぬまま、彼女はその場に膝ひざを落としてしまう。

「なんで……」




　動転は、邸てい内ないの人間達に次々と感染する。

　一体何が起こったのか。その事態を誰よりも正確に摑つかんでいたのは、他ほかならぬジャグジーを始めとした『傍ぼう観かん者』達だった。

「い、今のって……何？」

　だが──始し終じゆう経過を観察していた彼らでさえ、そのような感想を述べるのがやっとだった。

　彼らが見たものは、非常にシンプルで、それゆえに信じられない光景だったのだ。




　ロニーと名乗った男が、刃やいばの飛び交う空間に何の躊躇ためらいも無く足を踏み出し──次の瞬間には、彼の右手には槍が──左手には二本の日に本ほん刀とうが器用に握られていたのだ。

　何らかの技術を使って、素早く奪い取ったのだろうか？

　否。

　槍と刀が彼の手に現れる直前──それぞれの得え物ものは確かに彼の手の届かない範囲にあった。

　だが、次の瞬間には綺き麗れいに彼の手の内に納まっているのだ。どう考えてもありえない光景だ。

　ロニーは手にした三つの得物を床に置き、ゆっくりと首を振りながらその口を開く。

「……静かにしてくれないか」

　呆ぼう然ぜんとするマリアとアデルにそう告げると、ロニーは何事も無かったかのようにジャグジー達の方に踵きびすを返した。

「ニース……」

　こちらに向かってくる男を凝ぎよう視ししながら、ジャグジーは横にいる恋人にだけ聞こえるように、小さな声で呟つぶやいた。

「この人……何？」

　何かがおかしい。それは即座に理解できた。

　彼は明らかに物理法則を無視した行動をやってのけた男に対し、先刻までとは違う恐れがふつふつと湧わき上がってくるのを感じていた。




　それはティム達『ラルウァ』にとっても同じ事だったようで、それまで無表情で事態を眺めていた面めん々めんの表情にも、明らかに動揺したような空気を感じ取る事ができた。

「……おい、アデル。今……何が起こった？」

「あ、あの……私が、聞きたいです……」

　状況が全く理解できない状態になり、彼らは互いの顔を見合わせる。だが、誰も今のロニーの動きを把握している者はいなかったようで、口を開こうとする者は一人もいなかった。

　重々しく不気味な空気がエントランス全体に蔓まん延えんしたその時──




パチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチ




　そんな空気を打ち払うかの如く、派は手でな拍手の音が邸てい内ないに響き渡った。

「わあーッ！　すげえすげえ！　ロニーも手品師だったんだな！」

「何々？　今日はお屋敷で手品ショウの日なの!?」

「さっきの姉ちゃん達の剣舞もリアルで凄すごかったし、俺おれ達、運がいい時に来たんだなあ」

「ラッキーデーだね！」

　アイザックとミリアは、先刻から続く数々の現象を、全すべて屋敷のパーティーという事で済ませてしまっているようだった。普通の人間ならばそれで済まされる問題ではないのだが、幸いな事に、彼らの感性は普通とは少々異なっているようだった。

　──相変わらず、楽しい連中だ。

　場ばの空気と全く嚙かみ合っていない彼らの言葉に、ロニーは他人に悟さとられないように薄く笑いを浮かべていた。




　アイザック達は拍手をしながら歩き出すと、槍やりを拾い上げたアデルに近づき、初対面にも関わらず気さくな態度で声をかけた。

「よお姉ねえちゃん！　あんたのさっきの手品、凄かったな！」

「人体再生ショウだね！」

　映画のスターを前にした時と同じく、アイザックとミリアの目には尊敬と憧れの色が満ち溢あふれていた。

　だが、アデルは彼らの言葉を無視しながら、槍を何度か握り直し──

　アイザックの横をすり抜けさせるように、勢いよくその矛ほこ先さきを突き出した。

「あいてッ!?」

　十字槍の横に伸びた刃やいばがアイザックの耳をかすり、形のいい耳に小さな切り傷を生み出した。

「わああ！　アイザックーッ！」

　ミリアが心配したように駆かけ寄るが、加害者であるアデルは自分の槍を見つめたままだ。

「問題……ない……ですよね……」

　その様子を見かねたティムが、アデルの行動をフォローするように声をあげる。

「これで解わかったろ、兄ちゃん。さっきのは手品なんかじゃ────」

　彼が言葉を半分ほどしゃべったところで、アイザックは不思議そうな顔をして耳から己の手を離した。

「あれ？　……痛くないぞ」

「わあ！　アイザック！　アイザックの傷、綺き麗れいになくなってるよ!?」

「何!?」

　その言葉に驚いたのは、ティムとアデルを始めとする『ラルウァ』の面めん々めんだった。

　確かにアイザックの耳には傷がついた筈はずだ。だが、彼の耳には傷跡は無く、流れ出た筈の血液も掌てのひらから綺麗に消え去っていた。

「まさか……」

　アデルは信じられないものを見るような目で、アイザックに再び槍やりを突き出そうと槍を引いたのだが──

　その柄えが、後ろから誰かに押さえられる。

「……？」

　振り返ると、そこには黒いスーツ姿の女が、厳しい顔をして立っていた。

「……謝って下さい」

「え？」

「アイザックさんに、謝って下さい」

　強い眼まな差ざしで訴えかけるエニスに対し、アデルは困ったように目を伏せると、そのまま相手を振り払う事にしたようだ。

「すみません……あの、それどころじゃないんです……」

　アデルが槍を素早く引くと、エニスはその動きに合わせて床を蹴けり、そのままアデルの背中側へと宙を舞うようにまわり込んだ。

「謝って下さい」

「……」

　相手が予想外の体術を使った事に、アデルは警戒した目つきになって槍を静かに構え直した。

　緊迫する二人の空気。

　そこに割り込むように、アイザックとミリアの声が響き渡る。

「あ、待った待ったエニス！　違うんだよ、その人はただ手品をやっただけなんだぜ！」

「マジックショーだよ？」

　事情を摑つかめていない二人に、エニスは何かを言おうとするが──その前に、アデルの方が眉まゆを顰ひそめながら口を開いた。

「エニス……マルティージョの人間と……エニス？　あの、もしかして、貴女あなた……セラード・クェーツの──」

「え……？」

　唐とう突とつに出てきた、懐なつかしくも忌いまわしい単語。

　どうして目の前の女が、セラードの名を知っているのか、エニスが眼前の娘むすめを凝ぎよう視しした刹せつ那な、今度は男のうめき声が二人の会話を遮さえぎった。

「がぁっ……かはっ……」

　彼女達の背後では、気を失っていたダラスがゆっくりと身を起こし始めるところだった。

「ぐ……てめぇ……ら……」

　更なる争いの火ひ種だねが増え、いよいよ収拾がつかなくなったかというその刹那──

「ごめんなさい！」

　屋敷中に響き渡るような声で、ジャグジーが叫ぶ。

「あ、あの！　ここは僕達が借りているだけの家で……これ以上暴れられると困るんです！」

　何を今更当たり前の事を。

　ティムは呆あきれたように笑うが──次の瞬間には、その笑みが凍こおりつく。

　ジャグジーの隣に立っている眼帯に眼鏡めがねといったいでたちの女が、手に何かを構えているではないか。

　それは赤しやく銅どう色しよくをした筒つつ状じようの物体で、筒の先端からは黒い紐ひものようなものが蠟ろう燭そくのように立ち────その更に先端が、バチバチと音を立てながら明るい火花を散らしていた。

「にげッ……」

　ティムは咄とつ嗟さに仲間に指示を出そうとするが、時は既に遅し。

「すいませんロニーさん！　状況が状況ですから、お話はまた今度伺うかがいます！」

　ジャグジーが踵きびすを返しながらそう叫ぶのと同時に、ニースは手に持った円えん筒とう状の物をエントランス中に高くばら撒まいた。




　そして──火花が円筒の中に完全に吸い込まれた。




ドム　　　ドム　　ドドム　ドム




　湿った爆発音が響くと同時に────エントランスは白い煙に満たされた。




　その様子を見て、床に身を伏せていたティムが叫ぶ。

「煙幕だと!?」

　視界が一瞬で無くなると共に、重々しく流れていた邸てい内ないの時間が一気に動き出した。

　チンピラ達は脱だつ兎との如く邸内から逃げ出し、それぞれ散り散りになってミリオネア・ロウの中を駆かけ出した。

　ティム達の事が気になっていたシャーネはその場に残ろうと足を止めていたが、ジャグジーの「皆をお願い！」という叫びを聞いて、後ろ髪を引かれる思いでその場を後にする。

「焦あせるな！　一いつ旦たん壁によって、壁伝いに外に出ろ！　煙はできるだけ吸うなよ！」

　ティムは仲間達に素早く指示を出し、自分も身を低くしながら屋敷の外へと脱出した。

　チックは煙幕が広がりきる寸前に、床に膝ひざを落としていたマリアの手を引くと、もう片方の手で二本の刀を抱かかえて走り出した。マリアは心ここにあらずといった表情で、チックの手に引かれるまま後についていった。

　灰色ににごった煙は扉から外にも漏もれ出して、今にも雨が降り出しそうな空の色と綺き麗れいな同化を見せていた。

　屋敷全体が雨雲の中に包まれた。そんな印象を与える光景だった。

　そして煙に燻いぶし出された鼠ねずみの巣の如く、あれだけの人数がいた邸てい内ないからは、瞬時にして気配が殆ほとんど消えうせてしまっていた。

　それこそ、まるで手品のように──







　視界が完全に白くなった中で、ロニーは全く焦あせった様子も無く歩ほを進める。

　周囲からジャグジーの気配が無くなった事を悟さとると、彼は小さな笑いを浮かべながら呟つぶやいた。

「やれやれ……せっかちな事だな。まあいい、明日、改めて────」

　刹せつ那な──ロニーの右手首が、何者かによって強く摑つかまれた。

　僅わずかに眉まゆを動かしたロニーが、煙幕に支配された視界の先で見たものは────
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　砕くだける瞬間、というものがある。

　ダイヤモンドですら、衝しよう撃げきの性質如何いかんによっては簡単に砕け散ってしまう。

　硬いものが砕ける瞬間というのは、実に心地良いものなのだ。

　そして、何かが崩くずれる時というのは、常に一瞬だ。

　長い年月をかけて積み上げてきたものであればある程、自じ重じゆうによって派は手でに、はかなく崩れ落ちる。この世の中とはそういうものだ。

　だからこそ、自分は必要以上のものを積み上げないし、望みもしない。

　ただ、自分の居場所が欲しかっただけだ。自分にとって必要最低限の幸福を積み上げる事ができる、ささやかな土台を望んだだけなのだ。

　──だからこそ、俺おれは今ここにいるんだ。

　セントラルパークの入り口付近にある石段に腰掛けながら、ティムは暗く淀よどんだ空を見上げて物思いにふけっていた。

　アデルをはじめとした『ラルウァ』の面めん々めんは、それぞれ少しずつ離れた場所に座り、かりそめの休息を味わっている最中だ。

　本来ならば、既に次の動きに取り掛かっている筈はずだった。だが──予定外の事があまりにも多く起こりすぎた。ティムは小さく舌打ちをしながら、彼の計画を崩くずした様々な要因を振り返っていた。

　──俺おれは最低限のものしか望んでいないし、積み上げていない筈だった。

　しかし、この半日の間に、彼の中にある様々なものが崩れかけていた。

　ケチのつけ始めである、再生劇を手品呼ばわりしたカップル。最後に見せたあの耳の再生、あれは何かの間違いなのか、それとも、彼らもまた不ふ死し者しやなのか──確かめる必要があった。

　次に、自分達に向かって突然斬きりかかってきたナイフ女。やはりどこかで見覚えがあるのだが、どうしても思い出す事ができなかった。

　誰だれ彼かれ構わず日に本ほん刀とうを振り回すガンドール・ファミリーの女。かなりいかれた女だったが、アデルがいる限りは問題ないだろう。

　そして──謎なぞの力を持った、鋭い目をしたギャングの男。

「……ったく、逃げたダラスの奴やつも探さなきゃならねえしよ……」

　煙えん幕まくから逃れた後、彼らはダラスの姿が見当たらない事に気がついた。おそらく最後の騒ぎの最中に目を覚ましたのだろう。とりあえず確かな事は、彼らがそれに気付いて戻ったときには、既に彼の姿は何ど処こにも無かったという事だ。

　だが──彼の中の何かを崩したのは、そんな些さ細さいな事ではない。

　もっと根本的なものを、彼の存在自体をも脅おびやかす存在が、あの場に確かに存在していたのだ。




　自分は誰からも気付かれないように、全すべてを変えて生きてきたというのに。

　顔も、話し方も、センスも、力も、何もかもを捨てて、何もかも新しく手に入れてきた。

　もはや今の自分を見て、過去の自分を思い出す人間はいないだろう。

　ティムにはそういう確信があったし、その為に生きてきたと言っても過言ではない。

　実際に、あの男もこちらの事には気付いていないようだ。

　だが──こちらが何もかも変わったというのに、あの男は何一つ変わってはいなかった。

　名前も過去も全て捨てた筈なのに、あの人の良さそうな糸目だけははっきりと思い出せる。

　空気の読めない吞のん気きな声も、手にした鋏はさみの鋭さも、全ては少年の日のままだった。

　先刻の屋敷の事件を振り返り、彼はチックの顔だけを鮮明に思い出していた。

　ティム──タック・ジェファーソンは、８年ぶりに見た兄の顔を思い出していた。

「なーんで……兄貴があそこにいるかなぁ……」

　捨てた筈の過去との思わぬ再会。

　複雑に揺らぎはじめるティムの心中を象徴するかのように──

　空を見上げる彼の頰ほおに、冷たい雨粒が静かに零こぼれ落ち始めた。







　雨音が周囲に響き始めるのと同時に──部下の一人が、彼の元に歩み寄ってきた。それまではその場にいなかった仲間で、ティム達とは別行動を取っていた人間だ。

「ティムさん」

「どうした」

「連絡が取れました。クリストファー達が夕方に我々と合流するそうです」

　その名前に、ティムは露ろ骨こつに顔を顰しかめてみせる。

「クリストファー？　クリストファーだと!?」

　珍しく怒ど気きの籠こもった口調に、部下は気まずそうに目を逸そらした。

「なんであいつが来る！　あんな危あぶない野や郎ろうをこの件に絡からませたらどうなるか……」

「ヒューイ師の指示です」

「……ッ！」

　警察に拘こう束そくされている筈はずの人物からの指示。

　ありえない話だったが、部下の言葉にティムは舌打ちをしながら納得する。

「ちッ……あの凶きよう人じんどもが来るのか。正直、俺おれはあいつらと組みたくねえんだがな」

「仕方ありませんよ、彼ら『ラ吸ミ血ア鬼』こそが、私達『ラルウァ妖怪』の中ちゆう枢すうみたいなものですから」

　二人の会話を聞いていたのか、槍やりの手入れをしていたアデルが、どことなく嬉うれしそうな表情で会話に入ってきた。

「あ、あの……クリストファーさん達が来るんですか？」

「……ああ」

「よかった……じゃあ、存分に暴れられるんですね？」

　声がいつもよりも弾はずんでいるアデルの言葉に、ティムは首を振りながら顔を下に向ける。

「……ッたく、『ラミア』の連中はよ……一番扱いやすいアデルでさえこれだからな」

　頰を伝う雨を手でぬぐいながら、ティムは静かに空を見上げなおした。

　兄のことや、午後から合流する仲間のこと。そして自分達に与えられた『仕事』の事を思いながら、彼は自分自身を誤ご魔ま化かすように呟つぶやいた。

「雨……強くなりそうだな」
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「降り出しましたね」

　窓の外に零れた水滴を眺めながら、フィーロはどこかソワソワしながら呟いた。

「エニス達、濡ぬれなきゃいいけど……」

　どこか不安げに呟つぶやくフィーロに対し、マイザーがからかうように声を出す。

「気になりますか。エニスさんだけではなく、アイザックさん達のことも」

「……『達』っていうのは、ロニーさんの事ですよ」

「謝る言葉はちゃんと考えましたか」

「ほっといて下さい」

　照れを隠すようにふてくされた声をあげると、フィーロは店の窓に近づいて外の様子に目を向ける。

　去年までは外からは覗のぞく事のできないような小さな窓だったが、禁酒法が廃止の方向に進むのに伴い、オープンな雰囲気にする為に大幅に改装を行ったのだ。

　自分の体よりも大きいガラスの前に立ちながら、フィーロは雨の降るリトル・イタリーの町並みを目に映していたのだが──

　そんな彼の背に、薄気味の悪い何かが走った。

　自分の視界の中に、何か強い違和感を感じるのだ。

「……？」

　違和感の正体を探ろうと、フィーロは窓の外の様子を慎しん重ちように観察する。

　そして彼は、通りを挟はさんだ反対側にいる一人の男を見つけた。

　その男と目が合った瞬間、フィーロは違和感の正体に気がついた。

　雨の中、傘かさも差さずにこちらの方に視線を向けているゴロツキ風の若い男。

　何の迷いもなく、この店の中──いや、フィーロ自身をはっきりと睨にらみつけている。

　異常なのは、その視線には遠目にもはっきりと解わかるほどの憎悪と殺意が籠こめられていたという事だ。

「なんだ……？」

　フィーロは薄気味が悪くなって、相手の正体を探ろうと目を凝こらす。

　どこかで見た事があるような顔だ。

「どこかで会ったか……？」

　職業柄、フィーロは色々なところで恨うらみを買う事がある。しかし、ここまで明確な殺意を向けられるのは珍しい事だ。

　もっとよく顔を見ようとしたのだが──こちらが顔を向けている事に気付いたのか、通りにいた男は身を翻ひるがえし、雨に濡れながら足早に雑ざつ踏とうの中へと消えていった。

「……今のは一体……」

　フィーロはなおも首を傾かしげて窓の外を窺うかがっていたが、やがて諦あきらめたようにカウンター席へと足を戻した。

「どうしましたか？」

「いえ、何でもありません」

　口では笑ってそう答えながらも、頭の中では先刻の人間の顔を必死に思い出そうとしていた。

　──誰だったっけかな……

　新しく入れてもらったコーヒーをすすりながら記憶の糸を辿たどっていると、表の蜂はち蜜みつ屋の店主である女性、セーナが声をかけてきた。

「フィーロ、なんか店のカウンターにこんなもんが置いてあったんだけどね」

「？　なんですか？」

　セーナが手にした封筒には、機械的な文字で『フィーロ・プロシェンツォヘ』とだけ書かれていた。

「何だ……？」

　訝いぶかしげな表情で封を切って、中に入っていた紙切れに目を通す。

　刹せつ那な──

　フィーロの顔色が瞬時に変わり、紙切れを投げ出したかと思うと、弾丸のような勢いで店の外へと飛び出していった。

「フィーロ!?　どうしたんですか！　フィーロ！」

　マイザーの叫びも届かず、フィーロの姿はあっという間に視界から消え去ってしまう。

　フィーロが投げ出した紙切れを拾い上げると、そこには明らかに造られた筆跡で次のように書かれていた。

【エニスと　ロニー・スキアートは　あずかった】

　たった一文。そう書かれているだけの手紙。他ほかには何一つ文章は記されておらず、差出人の名前はおろか、要求や脅きよう迫はく文ぶんすらも書かれていない。

「誘ゆう拐かいされた……？　エニスと……ロニーが？」

　その意味をゆっくりと頭の中で反はん芻すうしながら、マイザーは結論だけを淡々と呟つぶやいた。

「……ありえない」




　そして、続いてその手紙を見たセーナが、呆あきれたように呟いた。

「筆跡を変えたつもりなんだろうけど……アイザックったら、相変わらず字ぃ下へ手ただねえ……」




　　　　⇔




　殺してやる。

　誰もかれも、みんなみんな殺してやる。

　俺おれをなめやがって、殺してやる。

　俺は誰にも勝てないんじゃねえか？　俺には何もできねえんじゃねえか？

　あの日に本ほん刀とう女に切り刻まれた時、そんな無力感に襲われた。

　だが、畜ちく生しよう。思い出したぜ。

　あいつの顔を見てはっきりと思い出したよ。

　わざわざリトル・イタリーにまで顔を出した甲か斐いがあったぜ。

　ああ、フィーロ・プロシェンツォ。手前てめえの顔を見てはっきりと思い出したよ。

　これが殺意だ。

　殺してやる、純粋にその言葉だけを煮詰めた明確な意志だ。

　やる気が湧わいてきたぜ。

　ああ、俺の身体からだを打ち付ける雨もちっとも気にならねえ。寧むしろ気持ちがいいくらいだ。

　どんな手を使ってでも殺してやる。生まれてきた事を、この世に存在しちまった事を後悔させてやる。

　俺を舐なめた奴やつは、みんなみんな殺してやる……！

　まずはあのティムとアデルだ。あいつらは誰よりも先に始末しなきゃならねえ。

　そうしないと、イブがヤバい。

　ああ、俺はイブが好きだ。どんな手を使ってでも護まもってやるさ。

　だけどな、イブ。俺は頭が悪いからよ。

　これ以外の護り方が思いつかねえんだ。

　お前の敵を全部全部殺すしか、お前を護る方法が思いつかねえんだよ。




　ダラス・ジェノアードは身勝手な決意に身を包むと、そのまま雨に支配された街の中へと消えていった。

「なんだよ……」

　周囲が雨音に支配された空間の中で、ダラスは静かに呟つぶやいた。

「ここも結局……河の底と大して変わらねえじゃねえか」




「真っ暗で……何も見えやしねえ」
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　リトル・イタリーの路地を走りながら、フィーロは先刻の男の顔を克こく明めいに思い出していた。

　──あいつだ、あの野や郎ろうだ！

　エニスを攫さらったという手紙。フィーロはその手紙を出したのが先刻の殺気を放つ男だと判断した。そして、エニスにも関わりのある人物を記憶から探り出した結果──窓の外にいた男の顔をはっきりと思い出したのだ。

　──ダラス！　なんであいつが！

　３年前、自分やエニスをマシンガンで一度殺した男。

　そして──ガンドール・ファミリーの報復に遭あい、ハドソン河の奥深くに沈められた筈はずの男。

　現在も水の中で溺おぼれている筈の男が、どうしてこの町に二本の足で立って存在しているのか。

　疑問は頭に浮かんだが、全すべては二の次だった。

　フィーロ・プロシェンツォは、ただ走る。

　──あいつが、あいつがエニスを……っ！

　自分の愛する者を救おうとして、何も考えずに、ただひたすらにひたすらに──。

　町を支配する激しい雨はフィーロの足音を完全に隠し、街の色を暗く深く染めていく。

　永遠に雨が降り続ける事を、まるで街自身が望んでいるかのように。
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「強く降ってきちゃったねえ」

　グランド・セントラル駅に程近い廃ビルの中。

　取り壊こわし中と思しき瓦が礫れきにまみれた建物で、チックとマリアが雨から身を凌しのいでいる。

　チックは相変わらずの調子だが、マリアはすっかり変わり果ててしまっていた。

　コンクリートに包まれた灰色部屋の隅。

　そこに積まれた瓦礫に腰をかけながら、膝ひざの中に顔をうずめて小さくなっている。

　まるで叱しかられた子供が部屋に籠こもっているような格好だ。

　傷の応急手当はしてあるが、服の布を破いて縛しばり付けただけので、乾いた血の染しみがより一層痛々しく感じられる。

「だいじょうぶ？」

　チックが心配するように歩み寄るが、マリアは顔をあげようとしない。

　その代わりに、普段からは想像もできないような気弱な声で、チックに対して言葉を紡つむぎだした。

「ねえ……チック」

「なあに？」

「ごめん……私、噓うそついたね。誰にも負けないって言ったのに……」

「噓はついてないよう。マリアちゃんは誰にも負けてないし、僕をちゃんと助けてくれたよ？」

　慰めや同情ではなく、純粋な感想を述べた言葉だった。

　だが、その言葉はマリアには届かなかったようで、彼女は顔を伏せたまま、悔くやしそうに拳こぶしを強く握り締める。

「どうして、どうして……『葡萄酒ヴイーノ』にやられた時だって、こんな気持ちにはならなかった！」

　その理由は解わかっていた。『葡萄酒ヴイーノ』の場合は、全すべてが彼女よりも勝まさっていたからだ。力も、技術も、速さも、心も、何もかも何もかも。

　だが──今日戦ったアデルという娘むすめは、力も速さも明らかに自分より劣っている事が解ったし、彼女自身もそう認めていた。

　だが、結果として彼女は敗れた。

　それは果たして手にした武器の差が招いた結果なのか、それともそれ以外の要因があったのか。今となっては解らない。マリアにとっては、解りたくもないことだった。

　黙ってマリアの言葉に聞き入るチックに対して、マリアは独り言のように言葉を紡つむぎ続ける。

「お爺じいちゃんは私に言ったの！　信じる事に見合う腕前さえあれば、どんなものだって斬きれるって！　斬れないものなんて無いって！　だけど……私には、腕前があがってるかどうかなんて解らなかったの……最初に斬れなかったお爺ちゃんを斬る事ができれば、それが自分の腕が成長した証あかしになると思ってたのに、お爺ちゃんは病気で死んじゃったの……。だから、怖かったの、自分に本当に全てを斬るだけの力があるのか……だからだから、斬ることでしか自分の力を信じる事ができなかったの……」

　言葉が進むにしたがって、声から徐々に覇は気きは失われていくのが解る。もはや普段の天てん真しん爛らん漫まんな面影はどこにもなく、怯おびえる子こ猫ねこのように心も体も縮まってしまっている。

「でも、私は負けたの、チックも見てたでしょう？　私があの槍やり女相手に、情けなく叩たたきのめされるところを……」

　マリアに問いかけられ、チックは少し考えた後に言葉を紡ぎだした。

「ごめんねー。きっと、僕のせいだよー」

「……え？」

「あのね、僕、きっと信じるって事ができてなかったんだ。ほら、二人で信じてれば絶対に大丈夫って言ってたでしょ？　だけど僕、自分にそんな事ができるのか、ずっと疑問に思ってたんだ」

　妙な事を言い出すチックに、マリアは僅わずかに顔を上げて目線を向けた。

「僕は、『信じる』っていう形のないものを信じる事ができなかったんだ。だからきっと、マリアちゃんはその分弱くなっちゃったんだ……ごめんね。僕、もっともっと頑がん張ばるよ。君の事が信じられるように。そうすれば、次はきっと大丈夫だよ。ね？」

　子供特有の無む邪じや気きさを残したチックの言葉に、マリアは暫しばらく考えた後、顔をうつむかせたままで首を横に振った。

「怖いの」

「なにが？」

「私は怖いの、もしもう一度あの女に負けたら、自分の中でもうムラサーミァを信じる事ができなくなっちゃうかもしれないって思うと……負けたのを刀のせいにしちゃうんじゃないかって思うと、怖くて怖くてしかたないよ……」

　脇わきに置いた刀を握りしめながら、彼女は不安を紛まぎらわす為にチックに対して心中を吐と露ろし始める。気休めでしかないとは理解しているが、そうでもしなければ自分の心が折れてしまいそうに思えたのだ。

「私にはこの刀しかないの。刀が私の全すべてなの……それを否定したら、私の過去もプライドも信念も魂たましいも、全部失ってしまいそうで怖いんだよ、アミーゴ……」

　最後につけた言葉は、友人に対して助けを求めているようにも聞こえる。

　チックはそんな彼女に対し、優しく接する事も厳しく突き放す事もせず、ただ静かに自分の心の内だけを言葉にして紡つむぎだす。

「言ったよね。僕は形があって、壊こわれるものしか信じないって」

「……」

「だから僕は、信じないよ。だって、僕はまだ壊れるところを見てないもん。マリアちゃんのプライドも、魂も、全部全部。でも、マリアちゃんはマリアちゃんだよ。僕は、ずっとそう思ってる」

　何の解決にもなっていない言葉だが──マリアは少しだけ口元をほころばせると、チックに向かって一言だけ呟つぶやいた。

「優しいんだね、アミーゴ」

　その後は再び顔を伏せ、疲れを癒いやすように静かな眠ねむりへと落ちていった。

　彼女の意識の有う無むを確認せず、チックは独り言のように呟き始める。

「でも、随分とややこしい事になっちゃったねえ」

　廃ビルの入り口から見える外の景色。雨一色に染まったその光景を見て、チックは一人、物思いにふける。

「複雑に絡からまった糸をほぐすには、切ってバラバラにしちゃうのが一番早いんだけどね。……誰かが、硬く絡まった糸を断ち切れるような鋭い力を持った誰かがいれば────」




　外から響いてくる雨の音に身を晒さらしながら、チックはうずくまるマリアの横で静かに立ち続けた。

　やがて腰から鋏はさみを一本取り出すと、空中にかざしてゆっくりとその刃やいばを開閉する。

　まるで、目に見えない何かを切ろうとしているかのように。

　ショキリ、と響いたその音はどこか寂しげで、激しく降り続ける雨の中に簡単に紛れて消えていってしまった。

　それでも──チックは黙々と、空中で鋏の刃を打ち鳴らし続けた。




　ショキショキ　チャキショキ

　チャキ　ショキリ




　　　　⇔




「……それで？」

　薄暗い部屋の中から、男の声が響き渡る。

　部屋の入り口に立っていたチンピラ風の男が、緊張した面おも持もちで闇やみへと向かって言葉を返す。

「いや、それで……ジャグジー達は、一いつ旦たん河沿いにある廃工場の方に隠れてるんすけど……と、とにかくそのロニーって野や郎ろう、物凄すごくヤバそうな奴やつなんすよ！　あんたがいなきゃとてもじゃねえが対等に話なんかできねえって！」

　ジャグジーの仲間のチンピラは、自分達の身に起きている状況を搔かい摘つまんで説明する。

「なあ、頼んますよ！　あんたさえいれば俺おれ達は百人力だ！」

「億人力だ」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない言葉を返しながら、闇の奥にいる男がゆらりと立ち上がる。

「まあ、あんた達には特に義理は無いが……愛する愛する婚約者のためだ。いいよ、行ってやるさ」

「ほんとっすか！」

「ところで──シャーネはどうしてる？」

「あ、え、ええ。なんかそのマルティージョの奴とは別に変な奴らがいて、そいつとやりあって顔にちょっと怪け我がを……」

　刹せつ那な──部屋の奥にあった気配が、即座にチンピラの前まで飛んできた。

「無事なのか？　シャーネは無事なのか？」

　気がついたら胸むな倉ぐらを摑つかみあげれられており、チンピラは息苦しそうに答えを返す。

「ぶ、無事です、ピンピンしてます！」

「そうか……なら良し！」

　男はチンピラから急に手を離すと、床に落下するチンピラを尻しり目めに言葉を紡つむぎ始める。

「いや待て、やはり良くないな」

　口元を手で覆おおい、鼻の頭を人差し指でトントンとたたきながら、彼は静かに考えた。

「シャーネは俺おれと生きてくれる事を選んでくれた。俺の世界の一部になってくれる事を、俺と世界を共有する事を約束してくれた」

　奇妙な事を口走りながら、男は徐々に目を細めていく。

「許せないな……その『敵』どもは、シャーネの顔を傷つけたんだな？　それは──俺の世界を傷つけたのと同じ事だ。俺の身体からだを傷つけたのと同じ事だ」

　恋人が傷つけられた事に、やけに遠まわしな怒りを覚えるその男は、言葉を紡ぎながらも既すでに外に出るために着替え始めていた。

「というか、女の顔に傷をつける奴やつは許せん。男の風かざ上かみにもおけないな」

「いやそれが、その相手も女なんすよ？」

「……俺おれは男女平等主義者だ！」

「無む茶ちや苦く茶ちやだよこの人!?」

　戸惑うチンピラをよそに、男は外に出るための準備を全すべて終え、健すこやかな面おも持もちで先刻の言葉の続きを紡つむぎだした。

「さあ、開幕のベルを鳴らすとしよう。舞台は俺、主役も俺、ヒロインはシャーネだ」

　ふざけた調子で言葉を放つが、その目には冷たくたぎる炎ほのおが湛たたえられていた。

「お楽しみは────これからだ」
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　こうして──

　ＮＹニユーヨークで最も危険な存在の一つが今、雨音の中を静かに蠢うごめき出した。

　複雑に絡からまった事件の糸。その全すべてを燃やし尽くし、灰へと帰きすために。

　男の名は、フェリックス・ウォーケン。

　かつての名は、クレア・スタンフィールド。

　だが、彼を良く知る者は別の通り名を口にする。ある者は敬意と畏い怖ふを籠こめて、ある者は恐怖と絶望に泣きながら。

『葡萄酒ヴイーノ』、あるいは……『線路の影をなぞるものレイルトレイサー』と────







　雨はなおも降り続け、一向にやむ気配を見せずにいた。

　まるで、この街の全てを雨音の中に沈みこませるかのように。

　小雨は次第に豪ごう雨うへと変わり、やがて訪れる嵐への予よ兆ちようを感じさせていた。




　雨はやまず、人と街を暗い色に覆おおい尽くす。

　より強く、より強く────

　街の全てを切り裂さくかのように────





下巻に続く　　












あとがき




　どうも、お久しぶりの成なり田たです。や、今回も拙せつ作さくを手にとっていただきましてありがとうございました！




　さて、十冊目です。

　今回の本で、めでたく十冊目という事になりました。

　デビューして丸一年と半年、ようやく十冊という一区切りに辿たどり着く事ができました。

　これもひとえに読者の皆さんやメディアワークスの皆さんや全国の書店の皆さんその他もろもろの皆さんのおかげなわけでして、その恩に報いられるように今後もバリバリと書き続けていければなと思う事しきりです。




※以下、ネタバレあり

　と、いうわけで、記念すべき十冊目は初心に戻って『バッカーノ！』で行くことになりました。ところが、思いがけずに上下巻になってしまいまして多方面にご迷惑をおかけしてしまっている始末です。本当にすみませんでした。




　さて、今回の主役はチックとマリアです。

　拷ごう問もん師しと殺し屋という、中高生をメインターゲットにしている電撃文庫の筋から思い切り外れているようなヒーロー＆ヒロインですが、彼らの話を書きたくなってしまったので、もうこればっかりは仕方がないという事で御容よう赦しや下さい。

　とは言ったものの、相変わらず多方面からキャラが入り乱れるしっちゃかめっちゃかな話になっているのですが、作者的には主人公はこの奇妙な取り合わせの二人であり、下巻も彼らを中心にスパスパシャキシャキな展開にしようと思っていますが何分まだ書き始めていないのでどうなるか解わかりません。『葡萄酒ヴイーノ』やロニーや新キャラのクリストファーがいつの間にか中心になる可能性も無きにしもあらずですが、まあそれは下巻のお楽しみという事でよろしくお願い致します。




　えー、電撃ｈｐをお読みの方はピンときたかもしれませんが……今回のお話は、ｈｐの29号に掲載された東雲しののめ迅じんさんの『４コマジャック』の中に描かれた４コマの続きが描かれています。

　そう、あの『４コマジャック』に描かれたネタは全すべて『事実』として扱う事に致しました。

　いやーハッハッハ、自分の作品を弄もてあそばれて、弄ばれっぱなしで済ますわけにいきませんので、今回逆に弄ばり返させてもらったという次第です。というわけで東雲迅さんありがとうございました＆どうもすみません。

　私もそれは流石さすがにやり過ぎかとも思ったのですが──


私『編集長、今回の４コマジャックはバッカーノ！でしたね』



編集長『そうだけど何か？』


私『次のバッカーノ！……その４コマのネタは実はネタではなく事実でしたってやっていいもんですかね？』



編集長『面白ければＯＫ』

　面白ければＯＫ。これがなかなかの曲くせ者ものです。

　一見何をやってもよしという素す敵てきな言葉に思えますが、仮に面白くなくてＮＧだった場合、当然ながらその責任は全すべて私に降りかかる事になります。そして、自分が面白いと思っても読者や編集の皆さんに面白いと言って頂けなければ全ては水の泡あわという、中々に危険な橋だったりする言葉です。

　そして私の担当である鈴すず木き編集長は、この『面白ければＯＫ』という言葉を恐らく編集部内で最も多く使いこなす御方だと思います。

　そんなわけで、もう30回目程の『面白ければＯＫ発言』によって、この（多分）電撃文庫初の４コマジャックとのコラボレーションが成立してしまったわけです。

　ちなみに、東雲しののめさんには完全にオフレコです。

　……いいのかな。




※以下は恒こう例れいである御礼関係になります。

　いつもいつも御迷惑をおかけしております鈴木編集長、並びに編集部の和田ぱぴおＺ様。

　毎度毎度仕事が遅くて御迷惑をおかけしている校閲の皆様。並びに本の装飾を整えて下さるデザイナーの皆様。営業部のＨさんをはじめとして、宣伝部や出版部などメディアワークスの皆様。

　いつも様々な面でお世話になっております家族並びに友人知人、特に『Ｓ市』の皆様。

　色々な場所でお世話になっております電撃作家並びにイラストレーターの皆様。

　多方面から様々な仕事が舞い込んでくる中で、多すぎるキャラを毎度毎度見事に描き分けて下さっているエナミカツミ様。

　そして、この本に目を通して下さった全ての皆様。

　────以上の方々に、最大級の感謝を────ありがとうございました。




２００４年７月　自宅にて

『Chronicle 2nd』（by Sound Horizon）を繰り返し聞いてファンタジーな気分に浸りながら。





成なり田た良りよう悟ご
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成なり田た良りょう悟ご

『たまには動物と一緒に写ろう』。それだけの理由でわざわざ奈良にまで近影を撮りに行く哀れな二十代。噓です。本当は冬に作家さんたちと奈良・京都へ修学旅行にいったんです。何故そんな事になったかは今月発売のドクロちゃん４巻を読んで推測して下さい。
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イラスト／エナミカツミ

最近フリーになって、イラストの描き方をいまさらながら本格的に勉強中。映画好きで、映画の登場人物のように見分けがつく人間の顔を描くのが目標。
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